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実妹と義妹との正しい距離感







一章 　妹というもの








　小学生の頃。俺は一度だけ、両親が学校に呼び出されるほどの大事件を起こしたことがある。

　両親が学校にやってきたとき、放課後の教室には、まだ泣き止んでいない被害者の男子と、そいつの担任の先生、そしてうちのクラス担任がいた。

「どうして、こんなことをしたんだ？」

　いつもは穏やかな父さんも、この日は初めて見るくらい真剣な顔をしていた。

　俺は小学生ながらに、自分の感情を精一杯言語化して伝えた。

　妹の史穂しほが、そこの男子にいじめられていたこと。

　いじめられた理由が、史穂の地毛が明るくて、クラスでも目立っていたからということ。

　発覚したのは、その男子に髪を油性ペンで黒く塗られ、史穂が泣きながら帰ってきたからということ。

　それを見て、俺は父さんの電動髭ひげ剃そりを持って家を出て、放課後外で遊んでいるそいつを捕まえて、髪の毛を全部剃ってやったこと。そいつ自身は上級生にビビって抵抗しなかったが、そいつの同級生が先生に連絡して、学校に呼び出されて今に至ること。

「どんな理由があれお前のしたことはよくない」とか、「いじめは悪いことだけど、上級生は下級生に優しくしてあげなきゃ」とか、先生達からいろいろ言われたが、俺は絶対に謝らなかった。謝るのは俺じゃなくて、妹をいじめたそいつだろう。

　最後まで俺の話を聞いたあと、沈黙を保っていた父さんは、ようやく口を開いた。

「……髭剃りはお父さんのだから、黙って持っていかずに、ちゃんと使っていいか確認するようにね」

「……それだけ？」

　てっきり、担任の先生と同じように、謝れと言われると思ったのに。

　そう思っていると、父さんは俺に背を向け、担任の先生を正面から見据えた。

「話を聞く限りだと、まだその子はうちの娘に謝ってくれていないようなので。私も親です。娘に酷いことをした相手は、たとえ子どもでも許せません」

　その日の父さんの背中は、とても大きく見えた。







　結局その後、妹をいじめた男子の母親がやってきて、事情を聞いて息子に謝らせたことで落着となった。

　それから、妹を美容室に連れていって、家族四人でファミレスで夕飯を食べた。ずっと泣いていた史穂も、デザートのショートケーキを食べるころにはすっかり笑顔になっていた。

「史隆ふみたかは、悪いことしたと思ってる？」

　史穂がケーキを食べている間、母さんが優しい口調で聞いてきた。

「……たぶん、悪いことだと思う。でも、あっちのほうが先に悪いことをしたと思う」

「そうだね。よくないことをしたね」

　そう言いながらも、母さんは俺の頭を撫でた。

「でも、お兄ちゃんとしてするべきことをしたと思う。だから、史隆は頑張ったよ」

　怒られるようなことをしたのに、優しくされて、どうしたらいいかわからなくて、俺は妹を眺めた。

　史穂は泣き腫はらして真っ赤な目をしていたが、今はもう口いっぱいにケーキを頬張り、幸せそうな表情をしている。口元についた生クリームに気づかないままニコニコしている様子は、こっちまで笑顔にさせられる。

「……そっか」

　この笑顔は、俺が今日、掴み取ったものなのだ。唐突に、そう思った。

　そうだ。

　俺はお兄ちゃんなんだ。

　兄である俺が守らなくてはならないのだ。

　他の奴らになんと言われても、全部どうでもいい。

　妹が笑顔でいることが、この世で一番大事だいじなのだから。
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「あれ？　お兄ちゃん、どこ行くの？」

　そんな妹の史穂も、今では立派に成長し、あと一ヶ月も経たずに高校生だ。月日の流れとは早いものだ。

「ああ。なんか父さんから、駅に来てくれって連絡があってな」

「お父さんから？」

　そう言って首を傾げる妹。その動きに合わせて、明るい茶髪のポニーテールがふわりと揺れる。金髪と見紛うほど明るい色の髪が原因で昔は色々あったが、今はむしろ人目を惹ひく材料となっている。

　歳のわりに優れたプロポーションに、兄の贔屓目ひいきめを抜きにしても整った目鼻立ち。贔屓目を込みにすれば世界三大美人も裸足で逃げ出す可愛さ。饒舌じょうぜつな修辞しゅうじやレトリックなど不要だ。うちの妹の可愛さを表現するのに適切な語彙ごいなど、世界中の辞書を引いても見つかりはしないだろう。

　でもなー。お兄ちゃん的には化粧と服のチョイスに若干ギャル味があるのが気になるんだよなー。可愛いからいいんだけど、兄としては変な輩に絡まれないか心配なのである。

　そんな世界一可愛い妹は、玄関脇に吊るされているカレンダーに目を移しながら言った。

「お父さんたちが帰ってくるのって、もっと先だったよね？　なんで急に駅なんかに呼ばれたの？」

「さあ。聞いてみたけど、なんか要領得なくてよくわからなかったな。まあ、あの父さんのことだし、またなんかうっかりやらかしたんだろう」

「お父さん、お兄ちゃんとあんまり性格似てないもんね。実は血が繋がってないんじゃないかってくらい」

「史穂。そういうことは冗談でも言っちゃだめだぞ。父さん泣いちゃうから」

「はーい。ごめんなさーい」

　口では謝りつつもからからと笑っている妹。そういうぽけっとしてるところ、父と妹は似ているのだが。

「じゃ、ちょっと行ってくるよ」

「はーい。あ、帰りにアイス買ってきてー」

「ダメです。さっき食べたでしょ。そんなに甘いものばかり食べていると太りますよ」

「ぶー」

　頬を膨らませる妹。目に入れても痛くないくらい可愛い我が妹ではあるが、甘やかすのは教育によくない。兄として必要な時は厳しく接しなくてはな。

　そんなことを考えつつ、俺は靴を履き、外に出た。
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「『急いで駅に向かってくれ』ねぇ……」

　改めて父からのメッセージを眺めながら、一人ごちる。

　連絡が来たのが、本当につい数分前。史穂に説明した通り、よほど焦っているのか内容は要領を得ない。わかることと言えば、とにかく家から最寄りの駅に向かってほしいみたい、ということくらいだ。

「まったく。今度は何をやらかしたんだか……」

　息子ながらに、父のフォローに慣れている自分が若干悲しい。まあ、その経験が妹の教育に生きていると考えれば悪い気はしないが。

　仕方なしにスマホをポケットに仕舞い、代わりに取り出したキーで自転車のチェーンを外す。

　自転車を押しながら通りの角を数度曲がると、我が家は住宅街に紛れて見えなくなり、人と車の行き交う大通りに出る。あんなそそっかしい父親だが、都内に一軒家を構え、度々たびたび出張や単身赴任に駆り出されるあたり、仕事はできるようだ。

「まあ、母さんも一緒だから単身ではないんだが。そういう場合はなんて表現するんだろうな」

　などとどうでもいいことを考えつつ、自転車に跨りペダルを漕こぐ。十分もかからないうちに、父さんに指定された最寄り駅に到着した。ほんといい立地だよな、我が家。仕送りも潤沢で俺も妹も不自由なく暮らせてるし。

「さて……」

　スマホで父さんに『着いたけど』と連絡。既読はすぐについた。

『どんな格好してる？』

　どんなと言われてもな……。

『いつもの普段着で自転車押してるけど』

　そんな感じで返信する。服装を聞かれているとはいえ、さすがに実の父親に自撮りを送るのは躊躇ためらわれた。

　既読はついたが、返信は送られてこない。どうしたものかと、スマホの画面を見ながらため息をつく。

　そのときだった。

「綾崎あやさき史隆ふみたかさん、ですね？」

　突如声をかけられ、顔を上げる。そこには、左手にスマホ、右手にキャリーケースの持ち手を握った少女が立っていた。

　年齢は同い年くらい……いや、一つ下の史穂と同じくらいだろうか。外見は美少女と呼んで差し支えないだろう。少々目付きが鋭いが、ロイド型の丸い眼鏡が険しい印象を中和している。肩口で丁寧に切り揃えられた髪や、着崩しのない身だしなみなど、学級委員長とかやってそうな雰囲気の子だった。

「roughな服装で自転車を押している眼鏡の少年……。綾崎宏隆ひろたかさんの連絡通りなので、あなたで間違いないかと思ったのですが」

「あ、ああ……。たしかに、俺が史隆だけど」

「……そうですか。あなたが私の……」

　納得しているのかしていないのか、なんとも言えない表情で、彼女は俺を見つめていた。

　彼女のリアクションも気になるが、それ以上に気になるのは、彼女の口から「宏隆」という、父さんの名前が出たことだ。だとしたら彼女が、父さんが俺を駅まで寄越した原因で、父の関係者ということだろうか。

　と、ちょうどスマホがピコンと鳴った。少女が「どうぞ」というようなジェスチャーをしてくれたので、軽く会釈してからスマホを確認する。

『近くにキャリーケースを引いてる女の子いない？　その子をうちまで連れてきてほしいんだけど』

　ドンピシャだ。彼女が目的の人物で間違いないだろう。

　問題は、彼女がどこの誰で、何のために自宅まで案内しなければならないかということだ。なにせ家には史穂がいるからな。たとえ相手が女性であっても、妹に危害を加える可能性がゼロでないかぎり警戒するぞ俺は。

「えっと、父さんから君を家に連れていくよう連絡が来たけど……。その前に、君と父さんはどういう関係？」

　そう問いかけると、彼女は目を丸くした。

「宏隆さんから私について、なにも聞かされてないんですか？」

「ああ。マジで急に駅に来いって言われた」

「pardon本当 meに?」

　やたらネイティブな発音で彼女が言う。パードゥン……英会話の授業で習った気がするな……。どういう意味だっけ……。

　いや、それは今は置いとこう。

「まあ、父さんがポンコツなのは今に始まったことじゃないから、代わりに君から教えてほしいんだが……。そもそも、君の名前は？」

「あ、これはご無礼を。私はレナ・キサラギ……日本では姓、名の順でしたね。如月きさらぎ玲奈れなと申します。レナと呼んでください」

　名前は純和風だが、言葉の端々からグローバルな感じがする。帰国子女とかだろうか。

「私の素性に関しては、そうですね……」

　彼女は少し困ったような表情で微笑んだ。

「私は、あなたの妹です」

「……はい？」
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「で、ここが我が家だ」

「ご案内ありがとうございます」

　結局、俺はレナさんを連れて自宅まで案内していた。

　父さんから、「家に着いたら詳しい事情を電話で伝える」と言われたからだ。

「へえ、これが日本の……。噂には聞いていましたが、本当に省spaceを徹底しているんですね……」

「日本は土地が狭いもんでね。はい、キャリーケース」

「あ、どうもご丁寧に」

　自転車のカゴに無理やり載せていたキャリーケースを手渡してから、俺は玄関の鍵を開け、レナさんを家に招き入れた。

「ただいま史穂。帰ったぞー」

「おかえりー。アイス買ってきてくれたー？」

「アイスはありません。それより、お客さんが来たからちょっとよそ行きモードになっといてくれ」

「お客さんとな？」

　リビングからひょこっと顔を出す史穂。そしてレナさんと目が合った。

「初めまして。レナと言います。史穂さんにつきましては、お話は宏隆さんより伺っております」

「あ、えっと、はい、史穂です。お兄ちゃんの妹をやらせてもらっております……？」

　困惑しながらも挨拶を返す妹。それから俺とレナさんを交互に見比べ、

「お兄ちゃん！　お赤飯炊いて！　お兄ちゃんが彼女連れてきたのをお祝いしないと！」

「俺が食う赤飯を自分で炊けと!?」

　じゃなくて。落ち着け。ツッコミどころそこじゃない。

「いや、そもそも彼女じゃなくてお客さんだからな。言ったろ？　父さん案件だって」

「あ、そうだったね。どうぞレナさんごゆっくり。何かあったらお兄ちゃんに頼めばなんとかしてくれるから」

「人を家政婦か何かみたいに言いおって……。あ、リビングで待っててくれ。父さんにビデオ通話で事情聞くから」

「はいはーい」

　そう言うと、史穂はくるりと踵を返してリビングへ戻っていった。

　我が妹ながら嵐のようなやつだ。思わずため息をつく。

　ふとレナさんを見ると、どこか複雑そうな表情で、史穂が去っていった廊下を見つめていた。

「申し訳ないな、妹がやかましくて。両親とも家を空けがちなのもあって、ちょっと甘やかし気味に育ててしまってな」

　俺が声をかけると、我に返ったように無表情に戻って、

「いえ……、元気があって大変よろしいかと。ところで、オセキハン？　について教えてもらってもいいでしょうか？」

「あー、えーっと、結婚式とか、お祝いの席で食べるご飯だよ。俺がガールフレンドを連れてきたと思い込んだわけだ」

「なるほど……」

　合点がいったように頷くレナさん。言動から察するに、やはり彼女は日本文化に疎いらしい。

「まあ、いつまでも玄関で話してるのもなんだから、入っちゃってくれ」

「はい。改めてお邪魔します」

　レナさんをリビングに案内。史穂がリビングにいないと思ったら、キッチンでお湯を沸かしながら湯呑みを三つ用意していた。気配りができて偉いぞ妹。今度アイス買ってきてあげよう。

「さて……」

　お茶を淹れ終えた後。俺と史穂が隣り合わせ、レナさんが対面で座った状態で、俺は父さんに通話をかけた。

　三コールと待たない間に繋がり、スマホの画面に父さんの顔が映る。音声をスピーカー設定にし、全員が聞こえる状態へ。

　画面の向こうの父さんは、なんとも情けない顔で、

『えーっと、まずはその、レナちゃんはちゃんと着いたかい？』

　と言った。
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「はい。おかげさまで無事辿り着けました」

『そ、それはよかった。長旅で疲れただろう。今日はゆっくりしてくれ、うん。あ、史隆もすまなかったね、急に呼び出しちゃって』

「春休みで基本家にいるから、そこは別にいいんだけどさ……」

　スマホの前に肘をつき、顎を手に乗せて問いかける。

「んで、父さんとこの子はどういう関係なん？　血は繋がってるわけ？」

『そ、それはだね……』

　父さんが困惑している間も、レナさんは呑気にお茶を味わっていた。史穂はというと、事情をなにも説明していないからか、首を傾かしげている。

　俺も実の父親に対し、普段からこんな威圧的な態度を取っているわけではない。だが、今回の件は事と次第による。

　レナさんは『あなたの妹です』と言っていた。つまり俺の妹だと。

　考えられる可能性は、父さんの浮気によってできた隠し子の可能性。しかも俺達とそう変わらない年齢の子だ。

　もしそれが事実だとしたら、俺は父さんと親子の縁を切り、史穂を連れて家を出ることになるかもしれない。

「で、どうなんだよ。このことを母さんは知ってるのか？」

『あ、知ってるわよ〜』

　父さんの頭越しに母さんが画面に顔を出した。怒ってる様子はない。じゃあ、知った上で許したということか？

『んも〜。お父さんが自分から話すって言ったのに、なんだかんだ後回しにするから〜』

『うう……。返す言葉もございません……』

「夫婦漫才はいいから、要点を話してくれないかなぁ……！」

　普段だったらもっと厳しく言っているところだが、お客さんがいる手前あまり声を荒らげないよう自重する。この両親のゆるふわ加減を反面教師にしたから、今の妹の面倒を見るしっかりものお兄ちゃんである俺が育ったと言っても過言ではない。

　ややあって腹をくくったのか、父さんが居住まいを正し、真面目な表情を作った。

『……おほん。史隆と史穂。二人とも、気を強く持って聞いてほしい』

「お、おう」

「ほえ？　わたしも？」

『ああ。実は——二人は、血が繋がっていないんだ』

「「……はい？」」

　今、なんと？

　困惑している俺たちをあえて無視し、父さんが話を続ける。

『父さんと母さんが、カナダに海外旅行に行った話は、何回かしたことがあるよね？』

「あ、ああ……。一歳になる前の赤ん坊だった俺を連れて海外に長期滞在したっていうアレの話だよな？」

　後から聞かされて「よく俺健康に育ってるな」と思った、両親のおとぼけエピソードの一つだ。

『で、まあ、えーと、その……。そこで二人目ができたわけなんだけど……』

「やめてよそういう生々しい話」

『すまん。でも一旦我慢して最後まで聞いておくれ。それで、現地の病院で出産することになったんだが、そこで病院側にミスがあってな。同じ日、同じ病院で、二人の日本人が出産するという偶然が重なってしまったからか……赤子の取り違えが起こってしまったんだ』

「二人目の子が取り違え、って……」

　思わずスマホから顔を上げ、リビングにいる二人を見る。

　話についていけてなくてハテナマークを飛ばしまくっている史穂と、

　そして、これまでずっと無言で俺と父さんの会話を聞いていた、もう一人を。

『ああ。——そこにいるレナちゃんが、お前の本当の妹なんだ』

「…………」

　思わず頭を抱える。待て待て、どういうことだ。

「えーっと……。なんで今、急にその話を？」

『ああ。本当は、二人が成人してから話すつもりだった。取り違え自体は、結構早い段階で発覚していたから、打ち明けるタイミングを話し合う余裕もあったし。けど……』

「私の両親が口を滑らせまして。正直、その前から違和感を覚えてはいたのですが」

　湯呑みに視線を落としたまま、レナさんが補足する。

「まあ、元から日本には興味があったんですよ。私のdadとmom……。ややこしいですが、私を育ててくれた両親のほうですね。二人から日本についてはよく聞かされていたので、高校は日本のものに通いたいと思っていましたので」

『そんなわけで、うちなら部屋に空きがあるし、うちから通えばいいんじゃないって、向こうの親御さんとは話し合っていたんだ。で、史隆と史穂には僕から事情を伝えようと思っていたんだけど……』

「言い出しづらくて後回しにしていたら、レナさんの引っ越しの日が来てしまったと……」

『……その通りです……』

　なるほどね……。ようやく事情が飲み込めてきた。史穂は理解できてないのかぽかんとしているが。

　俺と父さんとの通話が一段落したのを見届けてから、レナさんはイタズラっぽく微笑みながら言った。

「そういうわけですから、よろしくお願いしますね、〝お兄さん〟？」

「うぐ……」

　参った……。何を隠そう、俺は妹というものに弱いのだ。







　こうして、突如現れたもう一人の妹との、前途多難な共同生活が始まるのだった。










二章　兄の心構え










　光陰矢の如し。

　レナさんが来てから瞬く間に一週間が経過し、俺の二年の始業式と、史穂しほ、レナさんの入学式の日がやってきた。

「二人とも、忘れ物はないか？　ハンカチティッシュはちゃんとポケットに入ってるか？　入学式のプログラムはちゃんと理解してるか？　怪しい人に声かけられてもほいほいついて行ったらだめだぞ？」

「はーい。ちゃんとわかってまーす」

「私も問題ありません。……過保護がすごいですね」

「諦めて慣れちゃったほうが楽だと思うよ？」

　失敬な。これくらい兄として当たり前のことだろうに。

　さておき、家を出る前の最後の持ち物チェックを終え、三人揃って家を出る。三人とも同じ高校だから、こういうとき楽だ。

　レナさんを迎えにいった駅まで歩いて向かい、徒歩十分。電車に揺られること十分。ホームを降りて徒歩五分。片道二十五分の距離にある、都内でそれなりの進学校が、これから史穂達が通うことになる高校だ。

　だいぶ時間に余裕を持って出発したが、それでも少なくない人数が校門近くを出入りしていた。下ろしたての制服に身を包んだピカピカの一年生と、入学式に参加すると思わしきスーツの親御さん達。見渡した感じ、やはりこういう場は母親が付き添っていることが多いが、父親連れの組み合わせも決して珍しくない。中にはもっと珍しい、両親揃い踏みの新入生もいる。

「父さん達も仕事とはいえ、せっかくの史穂の晴れ姿を観に来られないとか、人生損してるよな」

「そこはほら、お兄ちゃんがいるから大丈夫って判断したんじゃない？」

「そうだな。父さんと母さんの分まで、俺が保護者の責務を果たさなくてはな」

　というわけで、通学鞄とは別に持ってきていた肩掛け鞄から、一眼レフのカメラを取り出して組み立てる。正式名称はよくわからんが、望遠鏡みたいなレンズがついたデカいやつだ。

「ええ……。なんですかそのsize……」

「ねー。うちのお兄ちゃん、ちょっとやばいよねー」

「俺は兄として、この場に来られなかった両親の分まで妹の姿を記録に残しておく義務があるのだ。ああ、そういう意味だと、レナさんの両親の分まで撮っておかないとな」

「……どうも」

　俺の発言に、レナさんはちょっと複雑そうな表情を作った。しまった、失言だったか。

「いえーい！　ピスピース！　ほら、レナ並んで！」

「あ、ちょっ……」

　史穂がレナさんを引っ張り、入学式の立て看板の側へ連れていく。史穂の物怖じしないところは、こういうときありがたい。

「ほらレナも！　ピスピース！」

「ぴ、ピスピース……」

　横向きで、指の間から瞳が見えるようにピースする横ピースや、手のひらを下に向けるようにピースするギャルピースなど、さまざまなポーズをとる史穂。明るい髪のポニーテールに派手なアクセサリと相まって、まるで読者モデルのようだ。

　その横で、史穂とは対照的にぎこちなくピースサインを作っているレナさんも、カメラに慣れていない初々しさのようなものが微笑ましい。シャッターを切る指が止まらん。

「おー！　史穂ちゃんいいよいいよー！　とっても可愛いよー！」

「あはは！　お兄ちゃん今の結構キモいよ！」

「失礼ながら、同感です」

「ひどい！」

　くだらないやりとりを挟みつつ、二人を写真に収めていく。史穂の押しの強さに、さすがにレナさんも抗えないようだ。

　急に血の繋がった本物の妹がやってきて一緒に暮らすことになるなんて、一時はどうなることかと思ったが……。史穂が瞬く間にレナさんと距離を詰めてくれたおかげで、この一週間は大きなトラブルもなく過ごすことができた。

　それもこれもなにもかも、世界一可愛いうちの妹のおかげだ。さすが史穂。あらゆる問題も、史穂の可愛さの前ではたやすく氷解するのだ。血が繋がっていない、取り違えられた子だと言われても関係ない。史穂は紛れもなく俺の可愛い妹だ。

　……そういえば、実は血が繋がっていなかったこと、史穂はどう思っているかまだ聞けていないが……。まあ、大丈夫だろう。俺の妹だからな。

「ん……？」

　史穂達の写真を撮ることに夢中で気付くのが遅れたが。周囲から注目されているような。

　まあ、史穂は世界一の美少女だし、レナさんも史穂とはタイプこそ違えど美少女だからな。タイプが違う二人の美少女が並んで写真を撮っていれば目立ちもするか。だが新入生の男子諸君よ。妹はやらんぞ。

「あのー……。私達も写真撮りたいので、そろそろ場所をゆずってもらってもー……」

「アッハイ、すみません……」

　スマホを構えた保護者の方に声をかけられてしまった。そうだよな。みんな自分の子どもの入学祝いの写真撮りたいよな。わかるよ、さっきまでの俺だってそうだもん。

　そして今の俺の立場は保護者側の立場なので、ほかの保護者の方に譲らなくてはならないのだった。

「お兄ちゃん、満足した？」

「全然。欲を言えばあと八時間は写真撮ってたい」

「そんなに撮ってたら入学式終わっちゃうよー」

　仕方がない。今日のところはこれくらいで勘弁してやろう。

　カメラを分解してケースに収めていると、レナさんが史穂の袖を引っ張った。

「史穂ちゃん。私たちはそろそろ中に入ったほうがよさそうです」

「もうそんな時間？　それじゃお兄ちゃん、わたしたち行ってくるねー」

「うう……。俺も保護者席から入学式見たい……」

「だめです。二年生なんだからちゃんと授業受けてきてくださーい。いい子で待っててねーお兄ちゃん」

「はーい……」

「上下関係がよくわからない兄妹ですね……」

　レナさんが呆れたような顔をしているが、これが我が家のスタンダードだから仕方がない。

　おっと、その前に兄らしいところを一つ見せないとな。

　史穂のそばに寄って、耳打ちする。

「そうだ史穂、わかってると思うけど、レナさんのことは……」

「うちにホームステイしてる、お父さんの友達のお子さん、でしょ？　わかってるって」

　そう、「実は取り違え子で、レナさんの希望で日本の高校に通うことになった」なんて複雑な家庭事情を話したら、周囲から浮きかねないからと、事前に打ち合わせして話を合わせることにしたのだった。うちの妹は銀河一可愛いが迂闊うかつなところがあるので、バレるとしたら史穂からだろうしな。

「ならオッケーだ。いってらっしゃい史穂。レナさんも、これから高校生活、なるべく楽しんでな」

「行ってきまーす！」

「はい。……行ってきます」

　史穂は勢いよく、レナさんはぎこちなくそう答え、入学式会場である体育館に向かっていった。

　……はぁーあ。俺も自分の教室行くかぁ。




　　　　　◇◇◇




　今日は一年生の入学式も兼ねているため、二、三年生は午前授業で終わりとなり、昼前には放課となった。

　入学式ももう終わっているはずだが、教科書や体操服といった必需品の物販がこの後行われるため、一年生が解放されるまでもう少し時間がある。史穂達もそれぞれ買い揃えてから帰路につくことになるだろう。

「腹へったー」

「ハンバーガー食って帰っかー」

「バイトだりー」

「一年生にめっちゃ可愛い子いるらしいぜ？　見にいかね？」

「マジ？　行くっきゃねーでしょ」

　三々五々、といった様子で、クラスから人が減っていく。さて、俺はどうしようか……。

「珍しく暇そうにしてるね、アヤタカ」

「ああ、露本つゆもとさん」

　話しかけてきたのは、今年も同じクラスとなった露本つゆもとみどりさんだった。ちょっとした縁があって、一年生のころから仲良くさせてもらっている。頭の回転が速く、人と距離を詰めるのが得意で、クラスのみんなから好かれている。

　露本さんが呼んだ「アヤタカ」というあだ名も、綾崎あやさき史隆ふみたかという名前から彼女が命名したものだ。

「いつもは速攻で帰って妹の面倒見たり、スーパーの特売買いに走ったりしてるのに、今日はどうしたの？」

「ああ。妹の入学式もろもろが終わるまでまだ時間があるから、一緒に帰ろうにも微妙に時間が余ってるんだ」

「ああ、そういえば妹さん、今年入学してくるんだっけ。ていうか、一緒に帰るのは確定なんだ。さすがシスコン」

　そう言って、口元を袖で隠してくすくすと笑う。こういう女子力の高い仕草が可愛いと、クラスの男子が話しているのを聞いたことがあるな。まあうちの史穂のほうが可愛いが。

　ちなみに俺のシスコンはクラス全員に周知の事実だ。別にはばかることでも恥ずかしがることでもないし。

「さっきクラスの男子が話してたよ。一年生に金髪ですごく可愛い子が入ってきたって。それ、アヤタカの妹さんのことじゃない？」

「だからあの子は金髪じゃ……あーいや、どうなんだろ……」

「？」

　これまでは、史穂が金髪だと指摘されるたびに、あれは地毛が明るいだけで金髪ではないと否定してきた。

　だが、取り違えの件が発覚した今、あれは本当に金髪なのかもしれない。レナさん、戸籍上は日本人とカナダ人のハーフって言ってたしな……。

「ちなみに、可愛いと噂の子って金髪の子だけか？　眼鏡かけた子とか……」

「いや、私男子じゃないから、男子の噂にはそこまで詳しくないけど……。どうしたの？　シスコンなうえに眼鏡っ子に目覚めた？」

「そういうわけではないが……」

　史穂が可愛いと褒められるのは兄として誇らしいが、レナさんの話題が上がらないのは、なんかこう……。なんだろうこの気持ち。俺にもよくわからない。

「ふーん……」

　露本さんは俺に探るような視線を向けたあと、

「どうせ時間あるなら、どこかでお茶しない？」

　と言った。
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　学生の財力と、食欲と、史穂達の用事が終わるまでの時間などなどを天秤にかけ、駅前のハンバーガーメインのファストフード店に向かうことになった。

　期間限定のバーガーに、ポテトとドリンクのついたセットを注文し、店内の空いている席を探す。駅近ということもあり、多くの席は俺と同じ制服の生徒が座っていた。

　あ、クラスの男子が数人で、四人がけの席に座ってる。

「おっす」

「おーっす」

　軽く挨拶し、空いている二人がけの席を見つけて座る。後から露本さんもやってきて、向かいの席に座った。

「あの二人、やっぱり付き合ってんのかな……？　よく一緒にいるし……」

「いや、ないだろ。アヤタカはシスコンだし。……ないよな？」

「仲のいい妹と同級生がいるとか、ラノベの主人公かよ……！」

　同級生諸兄、聞こえているぞ。

「……やっぱりこの店じゃなかったほうがよかったのでは？　ここだとクラスの奴らに見られる可能性もあるし……」

「ん？　まあ、あとで誤解解けば大丈夫じゃない？　仮に噂になったとしても、アヤタカはシスコンだって事実のほうが強いからきっと平気だよ」

　まあ、俺自身は何言われても平気だし、露本さんがいいならいいのだが。

「それで、シスコン、じゃなかったアヤタカ。何か悩みでもあるの？」

「……前から思ってたけど、露本さん俺に対して若干当たりが強くない？　ほかの同級生に対してはそこまでじゃないような気がするんだが」

「あー、それはごめんね？　なんか、プロレスの一種というか、アヤタカ相手ならここまで言っても大丈夫かなというか。本気でいやだったらさすがに自省するね」

「まあ別に、そこまで気にしてないけど。いわゆるペルソナってやつか。親相手と友達相手で自然と対応が変わるみたいな。俺も妹とそれ以外で対応変わるもんな」

「アヤタカの場合、ほかの人と話すときも、兄の仮面外しきれてない感じするけど」

　俺は生まれたときからお兄ちゃんだからな。

「それで話を戻すけど、悩みがあるなら話聞くよ？　妹さんとは問題なさそうだし、それ以外の問題？」

「まあ、そうだな……」

　実際、レナさんとの距離感で悩んでいるのは事実だ。せっかく聞いてくれると言っているのだし、相談してもいいかもしれない。

　とはいえ、どこまで話したものか……。さすがに取り違えの話までするわけにはいかないような。史穂達と話し合って決めた通り、ホームステイということにしておこう。

「実はだな。父の友人の娘さんが、日本の高校に通いたいってことで我が家にホームステイすることになってな。レナさんって言うんだが……」

「え？　アヤタカのご両親、仕事で家を空けがちって言ってなかったっけ？　それで妹さんの親代わりしてるって」

「ああ。だから今、俺が二人の面倒を見ている状態だ」

「ご両親不在である日突然女子高生と同居とか、ラブコメ漫画の主人公なの？」

　似たようなツッコミをさっき聞いたな。

「いや待って、一番重要なことを最初に確認するの忘れてた。その子、年下なんだよね？　今年から高校に通う的なニュアンスだったけど」

「それが一番大事なことなん？　妹と同じで、今年で高一だよ。入学式にも妹と一緒に出てたし」

「じゃあセーフか……。アヤタカ、年下は守備範囲外だもんね？」

「守備範囲もなにも。俺は妹が一人前になるまで色恋にうつつを抜かすつもりはないけど？」

「…………そう」

　やたら長い沈黙のあとに、呟くように言う露本さん。俺にはときどき、露本さんがよくわからない。

「とまあ、そんなわけでレナさんのことを恋愛対象として見ることはないよ。むしろ保護者目線で見てる」

「とか言って、一緒に暮らしてさまざまなイベントを乗り越えるうちに、二人の距離は近づいて……みたいな展開にならない？　本当に大丈夫？」

「本当に大丈夫だよ……」

　というか、血縁上は兄妹に当たる相手と、そういう関係になるのはまずいだろ。レナさんと血が繋がっていることは伏せているとはいえさ。

　俺の表情を見て、露本さんは納得してくれたらしい。ドリンクで喉を潤してから続ける。

「じゃあ、本当に大丈夫だとして。だとしたら何に悩んでるの？」

「いや、それは……」

　血縁上実の妹に当たる相手とどう接していいかわからない、と言うわけにもいかず。

「……まあ、なんというか。ほら、急に一緒に暮らすっていっても、お互い価値観とか違うわけだろ？　どこまでレナさんのやり方を受け入れて、どこまで綾崎家のルールに従ってもらうかとか、いろいろ考えることが多くてさ」

「なるほどね……」

　露本さんが顎に手をあて、考え込むそぶりを取った。

「確かに、育った環境が違うと、価値観の擦り合わせも当然発生するよね。たとえばこれまでに、価値観の違いでどんなトラブルがあったか聞いてもいい？」

「そうだな……」

　レナさんとの間にあった、ここ一週間の出来事を順番に思い出そうとした。
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　一週間前。

　レナさんがうちに住むことになり、父さんからもろもろの事情を聞いたあと。

「ふぅー……」

　父さんとの通話を切り、目頭を揉みほぐす。情報量が多すぎて、俺の脳はとっくにキャパオーバーしている。それでも俺は長男だから、妹達を導かなくてはならない。

　妹達、か……。史穂と血が繋がっていなかったことも、今日初めて顔を合わせたレナさんが実の妹だと言われたことも、両方実感が湧かない。

「お兄ちゃん、大丈夫……？」

　史穂が不安げな表情で、俺の顔を覗き込んできた。

　その顔が不意に、小学校のころ、髪を油性ペンで染められて帰ってきたときの泣き顔と重なった気がした。

　……そうだ。血の繋がりがあろうとなかろうと史穂は史穂で、俺は史穂の兄だ。

　兄である俺が、史穂を守ってやらなければならないのだ。そんな俺が不安がっていてどうする。妹のためならたとえ火の中水の中、海越え山越え地の果てだって駆けつけるのがお兄ちゃんというものだ。

　深呼吸を一つ。腹は決まった。

「よっし！　作戦会議をするぞ！」

　勢いよく立ち上がり、宣言する。それから俺は、レナさんに視線を向けた。

「レナさんは、高校を卒業するまではうちに住む、っていう認識で間違いない？」

「はい。問題ないかと」

「オーケー。じゃあ一緒にこの家で暮らしていく上で、守るべきルールを決めていこう。お互い気持ちよく過ごすためにも、ルールを作るのは重要だろ？」

「別に、この家のhouse ruleに従いますけど……」

「いいや、それじゃだめだ。どっちかが我慢する関係はフェアじゃない。父さんから君の面倒を見るよう頼まれた以上、俺は保護者として君が不自由なく暮らせるよう取り計らう責務がある」

「そんな大袈裟な……。……いえ、父親が不在な以上、あなたが家長ですもんね。家長の方針には従います」

　なんか、インタビューと言いつつ自分の都合のいい言葉を引き出そうとするマスコミみたいな納得のされ方をしたが、まあいいや。

　ようし、調子が出てきたぞ。なに、俺は兄として、両親の分まで史穂の世話を焼いてきた男だ。保護者力は並の長男より高いという自負がある。慣れていけば、レナさんも史穂と同じように、寝そべってポテチを食べながら夕飯をねだるくらいまで打ち解けてくれるだろう。

「はい！　そういうことならわたし、決めたいことがあります！」

　史穂が勢いよく挙手した。元気があって大変よろしい。

「はい、史穂さん」

「この家で、誰が一番年長者で、誰が一番年少か、はっきりさせるべきだと思います！」

「……その心は？」

　いやまじで、何のために決めるのかよくわからんかった。

　俺の問いには答えず、史穂はレナさんのほうを向いた。

「いい？　日本では、年長者が年少者の面倒を見る風習があるんだよ。つまりお兄ちゃんがやたらと世話を焼きたがるのも、日本の伝統的な風習に則ったものなの」

「なるほど……。たしかに、日本のanimeだと兄が妹の面倒を見たり、逆に妹に兄が侮られるsceneが多かったですが、そういう風習が根底にあったのですね」

　いや、そんな風習ないよ？

「そうなのです。なのでわたしたちがこれからやるべきことは一つ！」

　そういうと、史穂はレナさんに向かってファイティングポーズをとった。

「どっちが真の妹か、最妹の座を賭けて勝負！」

「てい」

「のひょぅっ!?」

　俺が後ろから史穂の脇腹をくすぐると、史穂はあまりかわいくない悲鳴をあげた。

「こら。変な常識を植え付けようとするんじゃありません。レナさんも史穂の言うことは真に受けないでくれ。日本にそんな変な風習ないし、むしろ普通に年功序列の風習のほうが根強い」

「あ、そう、でしたか……」

　レナさんは若干頬を赤く染めて俯いた。しょうもない嘘を真に受けてしまった自分を恥ずかしく思ったのかもしれない。

「うぐぅ……。ちょっと場をあたためようと思っただけなのにぃ〜」

「いいや、今のはあわよくば第一印象のうちにヒエラルキーを固めてしまおうという不純な思いを感じた。お兄ちゃんそういうのよくないと思うぞ。ほらちゃんとごめんなさいしなさい」

「うう……。ごめんね、レナちゃん……」

「あ、いえ、まあ、はい……」

　史穂の謝罪に、レナさんはなんとも言えない感じでうなずいた。

　こんな感じで、この先うまくやっていけるのだろうか……。
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「というようなことがあってだな」

　さすがに、史穂と血が繋がっていないくだりとかは省きつつ、レナさんが来た初日の様子を露本さんに伝える。

「なるほど。一つ聞きたいんだけど、その話を聞かされて私はどういうリアクションを取ればいいと思う？」

「え？　いやだから、価値観の違いを示すエピソードだと思うんだが……」

「アヤタカが隙あらばねじ込んでくる史穂ちゃん可愛いエピソードにしか聞こえなかったけど」

「……俺、そんなに史穂の話してる？」

「うん。多分クラスのみんな、史穂ちゃんの休日のルーティーンを把握してるレベルで聞かされてる」

「まじかー」

　いやでも、今のはレナさんが綾崎家での暮らしに馴染もうとするところとか、そんなレナさんと史穂が仲良くなるところとか、そういうのが詰まってるエピソードだと思ったんだが。

「ほかには？　なんかもっとましなやつ」

「ましなやつって……」

　ひどい言い方するなぁ。まあ事実だからしょうがないけど。

「えっと、そうだな……。ほかの話だと……」

　ほわんほわんほわわ〜ん。
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　レナさんが綾崎家にやってきた初日は、家の中を案内して、いろいろ教えているうちに過ぎていった。

　そして翌日。

「史隆さん」

　朝食を食べ終わるころに、レナさんが口を開いた。

「……なんか、さん付けされるの慣れないからこそばゆいな……。さておき、なんだい？」

「お手数おかけし恐縮ですが、折り入ってお頼みしたいことが」

　なんか、やたら難しい言い回しする子だな……。

「一応私も、必要最低限の荷物は持ってきましたが、やはり今後この家に寝泊まりさせていただくとなると、色々足りないものでして」

「なるほどな。いくらくらいほしい？」

　我が家の生活費は両親からの仕送りで成り立っているため、そう無駄遣いはできないが……レナさんの生活に必要なものを買うのであれば、両親も納得するだろう。

「いえ、それには及びません。必要なものは日本で買い足せ、ということで、あらかじめ渡されているので。日本円にして十万ほど」

「十万!?　そんだけあったら、レナさんの部屋にドラム式洗濯機置けちまうよ……！」

「いえ別にいりませんが。親代わりをしているからか、視点が妙に家庭的ですね……」

　だってなぁ。あれ洗濯から乾燥までまとめてできるんだもんなぁ。今の洗濯機が壊れたらドラム式にしようと両親に相談中である。特にほら、女の子の衣類とかは取扱注意なものも多いし。

　っと、脱線したな。

「よし、ではカモン！　史穂ちゃん！」

「はいはーい！　さっきからずっといたけどねー！」

　史穂が勢いよく手をあげる。普通に一緒に朝食摂ってたから、隣の席にいるわけだが。

「うむ。ではこの予算の半分、五万円を使って、レナさんの服とかシャンプーとかスキンケア用品とか、そういう生活必需品を一緒に選んでおあげなさい」

　女の子はなにかと入り用だからな。髪質によってドライヤーも変わってくると聞くし。

「あいさー！　いつものモールだね？」

「うむ。レナさんも、町案内も込めて辺りの施設を紹介するから、そのつもりで行こう」

「恐縮です」

　……やっぱりなんか、言葉選びが硬いなぁ。




………………

…………

……




　というわけで、やってきました近所のショッピングモール。

　ここなら大抵のものは買えるからな。今日一日で、必要なものを買い揃えることができるだろう。

「ほう……！」

　レナさんは日本のショッピングモールは見慣れないのか、しきりに周囲を見回していた。表情はあまり変わらないが、心なしか目を輝かせているように見える。

「食べ物とか、生鮮食品は別方向にあるスーパーのほうが安いからそっち使うけど、家具とか服とかはこっちのほうが品揃えいいから、覚えておくといいよ」

「なるほど……」

　レナさんが頷く。これからは我が家で暮らすんだし、こういう知識は共有していかないとな。

「それじゃ、とつげきー！」

「お、押さなくても……!?」

　史穂がレナさんの背中を押しながら、洋服関係の店が軒を連ねているエリアまで進んでいった。俺も数歩遅れて後をついていく。保護者とは常に子どもを視界に収めるものなのだ。

「ねぇねぇ、レナちゃんはどんなコーデが好きなの？　スポーティ？　ガーリィ？　アクセサリにこだわりはある？」

「そ、そんなに一度に聞かれても……」

　道すがらレナさんを質問攻めする史穂。どんな相手にもグイグイいって友達になろうとする姿勢、我が妹ながらすごいと思う。昔は引っ込み思案だったのになぁ……。しみじみ。

「お兄ちゃーん？　なにしてるの？　早く早くー！」

「はいはい。今行くよ。走ると転ぶぞー？」

「もうそんな子どもじゃありませーん」

　転んで泣き出す史穂を何度も見ているから、どうしても老婆心が出てしまうが……たしかに、もうすぐ高校生になる相手にかける言葉ではなかったかもしれんな。反省。

　実際、このショッピングモールの中でも、史穂は衆目を集めている。明るい髪、整った容姿、今日は比較的ラフだが、それでもわかる人にはわかる丁寧なコーディネート。いつナンパやスカウトがきてもおかしくないと俺は思っている。しっかりと目を光らせておかねば。

　そのうえ、今日はレナさんという別タイプの美少女も一緒だしな。レナさんは史穂ほど目立つ容姿ではないが、隙一つなく整えられた服装やよく手入れされた髪は、彼女が外見において妥協していないことが窺える。

　……なんか、そんな美少女二人と一緒に行動していることを自覚したら、急に自分がギルティなことをしている気がしてきたな。いつもよりちょっとだけ距離をおいておくか。

「あ！　えっと、史穂さん、ここ、地元にもあるbrandなので、ここで買い物を済ませられればと……！」

「へぇ〜、このアパレル、海外にもあるんだ。まあたしかに名前英語だし、それもそっか」

　レナさんたちが見上げた先にあるのは、世界的ファッションブランドの一つだった。

「いいんじゃないか？　割と安くてファッショナブルなものが多いし。メインがレディースのブランドだから俺はあまりお世話になったことないけど」

「……失礼ながら、史隆さんがfashion brandに詳しいのは少し意外ですね」

「ふふん。わたしが育てました」

　胸を張る史穂。そう、史穂がファッションに興味を持ってからいろいろ教わりました。『史穂ちゃんのお兄さん、私服ダサいよね』とか言われたら、俺はともかく史穂が可哀想だし。

「ところでお兄ちゃん。ちょ〜っとお願いがあるんだけど〜……」

　史穂が上目遣いで俺を見る。うむ。可愛い。そしてお兄ちゃんたるもの、言いたいことは察しがつく。

「まったく……。レナさんの服を選ぶついでだぞ。無駄遣いしたらだめだからな」

「やったぁ！　お兄ちゃん大好き♪」

「はいはい」

　と言いつつ、大好きなんて言われてしまうと喜びを隠しきれない俺なのだった。我ながらちょろいぜ。

「さーレナちゃん！　ショッピングの海へ出航だ〜！」

「ちょ、史穂さん、引っ張らなくても……！」

「さんづけなんてしなくていいよ〜。わたしもレナって呼ぶからさ！」

「……では、史穂……ちゃん、で……」

　そんなやりとりをしながら、史穂とレナさんが店の中へ足を踏み入れていく。この様子だと、仲良くなるまでそう時間はかからなそうだな。

　うむうむ。今日もうちの史穂は可愛いのであった。

「ちなみにレナ。お兄ちゃんは無駄遣いにはいろいろうるさいけど、商品に下着をまぜておくと動揺して値札の確認がおざなりになるっていうライフハックがあるよ！」

「ああ……。まあ、そういうお年頃ですからね……」

　ちょっと史穂さん!?
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　その後も、服などのアパレルグッズだけでなく化粧品やらなんやら購入し、女の子の買い物の長さをたっぷりと味わったわけなのだが……。

　そこまで話す前に、露本さんは手で俺の話を遮った。

「あのねアヤタカ。私の話、ちゃんと聞いてた？」

「え？　俺、またなんかやっちゃいました？」

「だから、レナさんとの接し方の参考になるようなアドバイスがほしいんでしょ？　今の話で私が新しく得た情報なんて、アヤタカが無駄にレディースファッションブランドに詳しいことと、婦人下着に興奮する性癖の持ち主ってことくらいだよ」

　その言い方はすごく語弊がありませんかねぇ!?　俺だって健全な男子高校生ですよ!?

「い、いやでも、このときのやりとりのおかげで、お互い『レナ』『史穂ちゃん』と呼び合うようになったし、レナさんも打ち解けてきて俺たちに遠慮しなくなってきてくれたし、そういうエピソードが詰まってて……」

「言い訳しない」

「はい……」

　なぜ俺は、相談をお願いしたはずの同級生に怒られているんだろう。

　でも、家だと俺が叱ったり注意したりする側だから、同級生とはいえ叱られるのは新鮮な気がする。両親も俺たち兄妹に甘いしな。

　露本さんはため息をつき、テーブルに肘をついた。

「もっとこう……。育ってきた環境の違いを感じるようなエピソードはないの？　そのレナって子、海外暮らしなんでしょ？　日本文化にとまどったこととか……」

「そうだなぁ……」

　日本文化、結構勉強してきてるっぽかったんだよな……。ときどきネイティブな英語が混じるけど、日本語は堪能だし……。

「……そういえばレナさん、日本を勉強してきてるし、日本語は堪能だけど、やや硬いというか、古めかしい言い回しみたいなのが多い気がするな。『恐縮です』とか『ご容赦ください』とか」

「時代劇で日本語勉強してきた外国人みたいだね。そのへん、なにで日本文化を学んだのかとか聞いてみたら、打ち解けるきっかけになるかも」

「なるほどなー。さすが露本さん」

　傍から見ても、露本さんの対人関係スキルは非常に高い。その露本さんが言うのだからそうなのだろう。

　俺の発言に気をよくしたのか、露本さんは満足げな表情を作る。

「ふふん。まあね。ほかには？　なにかトラブったとか、モヤっとした出来事はある？」

「ほかには……そうだな。うちは両親が不在がちだから、家事は当番制なんだが……」

「うんうん。当番の割り振りとか、家事の仕方とかでもめたと？」

「そうなんだよ……。レナさんの洗濯物を洗おうとしたら、『インナーは自分で洗うから触らないでくれ』って怒られてな……。どうすれば良かったと思う？」

　あのときはレナさんをめちゃくちゃ怒らせてしまった。なにがいけなかったのだろう。

「……えっと、その前に。史穂ちゃんの下着はアヤタカが洗ってるの？」

「俺が当番の時はな。ちゃんと痛みやすい生地のものは専用の洗濯ネットに入れて……」

「いや洗い方の問題じゃないと思うけど!?　デリカシーないの!?」

　そう言われても。家事は当番制だし。俺が洗濯しても史穂は全然気にしないし。

「え？　綾崎家だとこれが当たり前なんだけど、もしかしてこれ、普通じゃないの？」

「……一般的に、思春期の女の子の下着を兄が洗うのは極めて稀有な例かな……。シスコンブラコン兄妹だからトラブルにならなかっただけで、普通は妹のほうから嫌がるようになるものなんだけどね……」

「そうだったのか……」

　知らんかった……。

　あれだな。史穂とは血縁上の関係がないと発覚してしまったし、その辺の認識も改めていったほうがいいのか？　でも急にそんなこと言い出して、史穂が悲しんだらやだし……。

「まあ、綾崎兄妹がそれでいいならいいけど。自分たちの常識を押し付けるのもよくないかな。相手を知って、自分たちも知ってもらって、そうやって相互理解を深めるのが、人と人との接し方なんじゃないかな」

「深いこと言うなぁ……」

　相互理解、か……。

　まずはレナさんがどんな人で、なにをされるのが嬉しくて、なにをされるのが嫌なのか、そういったことを理解しなければならない。

「どうしたらいいのかね〜……」

　椅子の背もたれに体重を預けながら呟く。考えることがいっぱいだ。これが史穂のことだったら特に悩んだりせず行動できるんだけどな……。

「どうするもこうするも、いつもどおりでいいんじゃない？」

　ポテトをつまみながら、どうでもいいことのように露本さんが言う。

「いつもどおり、とは？」

「さっき、ペルソナの話をしたじゃない」

　席について、相談し始めたばかりのときに、たしかにそんな話をしたな。人は状況や相手に合わせて、仮面を付け替えるように自然と振る舞いを変えるという話だ。

「他人の仮面や、家族の仮面、保護者の仮面といろいろあるだろうけど、アヤタカは兄の仮面をつけているときが、多分一番うまくいくよ」

「……根拠を聞いても？」

　俺がそう尋ねると、露本さんは不服そうな顔をした。

「だってアヤタカ、私と妹さんだったら、妹さんのほうを優先するでしょう？」

「うん」

「即答……。おほん、だからだよ。アヤタカはシスコンなんだから、レナちゃんも妹認定してしまえばいいってことだよ」

「そうは言ってもな……」

　というか、露本さんには話してないけど、実際レナさんは実妹なわけなのだが。とはいえ、そう簡単に割り切れるものでもないし……。

　だが、露本さんはポテトで俺を指し示しながら言った。

「というか、レナさんのことでそんなに悩んでる時点で、アヤタカの中では妹の次くらいに脳のリソース使ってるでしょ。それはもう、妹級に重要な存在ってことなんじゃない？」

「…………！」

　……そうか。

　自覚していなかっただけで、俺の中ではもう、レナさんのことを史穂と同じくらい大事に思っていたのか……。

「……そうだな。確かに、その通りかもしれない」

「そうそう。アヤタカの脳内ＣＰＵは九割くらい妹に割いてて、私に割いてる領域一割にも満たないだろうし。だったらレナちゃんも妹にラベリングして、ＣＰＵフル回転させちゃえばいいんだよ」

　ポテトを口に放り込み、ドリンクのストローに口をつけながら、露本さんが小さく呟いた。

「そのほうが、ライバルも減るしね……」

「？　それってどういう……」

「なんでもないでーす。独り言でーす」

　ドリンクを飲み干し、氷だけになった紙コップから、ズコココみたいな音を鳴らす露本さん。やっぱり彼女、俺に対してだけ当たりが強い感じがする。

　まあそれはどうでもよくて、確かに、レナさんとどう接すればいいのかとか、実妹という存在をどう受け入れればいいのかとか、そんなことは悩むまでもなかったのだ。

　レナさん……いや、レナもまた、俺の妹なのだから。

　もう一人の妹ができたのだから、兄として妹を可愛がればいい。ただそれだけだ。

「つまり俺は、これまでの二倍お兄ちゃんしないといけなかったんだな！」

「そうそう、それそれ」

　露本さんが興味なさげに言う。自分で提案しておいてなんだそれと思わなくもないが、まあいい。露本さんの言う通り、俺の優先順位は妹＞それ以外なのだから。

　と、そのとき、俺のスマホに通知が届いた。メッセージを確認すると、入学式にまつわる一連の行事が終わったという史穂からの連絡だった。

「ごめん露本さん。妹から呼び出されたから、俺行くな」

「ほんと躊躇いなく同級生より妹を優先したね」

　残ったバーガーとポテトを口に突っ込み、ドリンクで流し込む。露本さんもいつの間にか食べ終わっていたようで、俺が席を立つと同時に自分も立ち上がった。

「まあ、また何かあったら気軽に相談して。さすがにアヤタカよりは年頃の女の子の気持ちを理解してると思うから。なにせ自分も年頃の女の子なわけですから」

「それは助かる。今度なにか奢おごるよ」

「お、言質げんち取ったからね。次のお誘い、楽しみに待ってるよ」

　今日一の笑顔を見せる露本さん。なにがそこまで露本さんの琴線きんせんに触れたのかはわからないが、奢る程度ですむなら安いものだ。

　食後のゴミを捨て、トレーを返してから店を出る。そのまま大股で学校へ。

　周囲を見渡すと、学校から出てくる人混みの向こうに、校門の側で待っている史穂とレナの姿が見えた。

　向こうも同時に俺のことを見つけたらしく、二人で駆け寄ってきた。両手には、今後の授業で使う品々が入っているであろう紙袋を抱えている。教科書が何冊も入っているだけあって重そうだ。

「お疲れ、二人とも。荷物持つよ」

「さすおに。そんなスマートに優男ムーブしたら、女子にモテちゃうんじゃない？」

「妹以外の女子にこんなムーブしたことないしな〜」

　さっきまで同級生の女子と一緒にいたことは、めんどくさいリアクションが返ってきそうだから黙っていよう。

　史穂の荷物を受け取った後、レナからも荷物を受け取りながら問いかける。

「日本の入学式、どうだった？」

　俺がそう問いかけると、レナは少し考えるそぶりを見せ、

「入学式の感想とは少し違うかもしれませんが……、やはり日本人の皆さんは規則正しいですね。列にもまっすぐ並ぶし、時間も正確だし……。聞いていた話通りで、少し感服しました」

　なるほど。日本は諸外国と比べても時間などに正確だと聞くし、海外で育ったレナだとそういう感想になるのか。

　露本さんに言われた通り、レナのことを、これからもっと知っていこう。

　俺は、彼女の兄なのだから。

「お腹すいたー。お兄ちゃん！　わたしハンバーガー食べたい！」

「あ、ごめん。俺先に食べちゃった」

「な!?　お兄ちゃんの裏切り者ー！」

「ごめんて。ちなみに、レナ……さんは、何か食べたいものあるか？」

　あ、さん付けちゃった。さすがに急には変われないな……。

　レナに話題を振ると、顎に手を当てて考えつつ、

「そうですね……。史穂ちゃんには申し訳ないですけど、ハンバーガーは地元にもあるので、日本でしか食べられないものだとありがたいです」

「なるほど。たしかに、むしろハンバーガーはそっちが発祥の地だもんな」

　なんかこういう会話、異文化交流って感じ。

「じゃあ、入学祝いに奮発して寿司でも食べにいくか！　さすがに回る寿司だけど」

「わーい！　わたしお寿司大好きー！」

「おスシ……。聞いたことはありますが、食べるのは初めてです。ですが、おスシが回るってどういうことですか？」

「うーむ、難しい質問だな……。ま、見ればわかるさ」

　回らない寿司は、本物の板前シェフが作っている、いわば本場のレストランで、回る寿司はファミレス路線である、というような話をしながら、俺たち三人は店を探しに歩いていった。




　　　　　◇◇◇




　駅近の回転寿司で遅めの昼食（俺は満腹でほとんど食べられなかったが）を取り、帰宅したあと。

「いえい！　どーお、お兄ちゃん？」

　なぜか学校指定のジャージを着た史穂が部屋から出てきて、可愛らしくポーズをとった。

「おー可愛い可愛い。世界一可愛い。でもなんで自宅でジャージ着てるんだ？」

「サイズが間違ってないかの一応の確認と、あとお兄ちゃんに見せびらかすため！」

「それはありがたい。じゃあ目に焼き付けとこ」

　実際、ジャージ姿の史穂は、兄の贔屓目なしでも可愛いと思う。ジャージは半袖と上着、短パンと長ズボンの四つに分かれているが、上は大きめの上着、下は短パンにすることで、ブカブカの上着を羽織る小柄さ、可愛らしさを演出しつつ、短パンですらりと伸びた脚を見せている。もうこの時点でジャージの宣材写真として使えるのではないだろうか。

　ただ、一つだけ気になる点が。

「どうして上着のファスナーを一番上まで閉めないんです？」

　ファスナーを中途半端に閉めているせいで、胸を強調するような感じになっていた。これではクラスの男子の視線が集中するであろうことは想像に難くない。

「上まで閉めると胸が窮屈でちょっと苦しかったから」

「なるほど。体育の授業に出る時は、必ず上まで閉めなさいね」

「え？　なんで？」

「男子にはいろいろあるのよ。わかったら着替えてらっしゃい」

「へーい」

　史穂は不満げながらも部屋に戻っていった。

　さて。

「レナさん。ちょっといいか？」

「はい？」

　リビングのソファに腰掛け、スマホを眺めていたレナに声をかける。彼女なりに家族団欒だんらんを大事にしているのか、用事がないときはこうしてリビングにいることが多い。

「なにか用でしょうか？　史隆さん」

　俺に呼ばれたレナがこちらにやってくる。

　史隆さん、か……。そうだな。レナと正面から向き合うと決めたものの、なんて切り出すか悩んでいたが、まずそこから触れていこう。

「レナさん。いや、レナ。俺のことをお兄ちゃんと呼んでみてくれないか？」

「……えっと、どうしても呼ばないといけませんか？　確かに血縁上は兄なことに間違いはないですが……」

「いやごめん、ちょっと先走った」

　バッドコミュニケーション踏んだ。そんなに困らせるつもりはなかったんだ。

「まあその、あれだ。レナって俺のことを『史隆さん』って呼ぶし、丁寧な口調で話すだろ？　それだとちょっと距離を感じるからさ。これから家族として一緒に過ごすわけだし、もっと砕けた話し方や呼び方にできないかなって」

「なるほど。それで初手から『お兄ちゃん』呼びを求めてくるのはなかなかだと思いますが」

　レナにジト目で睨まれた。露本さん、兄のペルソナで接する方針、ホントに合ってる？

　だがこのペルソナを被り、兄モードとなった俺はこれくらいで怯みはしないのである。

「まあ、とりあえず俺はこれからは君のことをレナって呼ぶし、妹のつもりで接するからさ。レナも家族のつもりで接してくれないかな」

「まあ、私もそのあたりは気をつけないとなと思っていた点ではありますが……。実際、呼称を変えるだけでそれほど効果はあるのですか？」

「じゃあ、実際に検証してみようか」

　というわけで、ちょうどいいタイミングで着替えを終えて部屋から出てきた史穂を捕まえる。 

「史穂確保ー」

「うわー、やーらーれーたー。どうしたのお兄ちゃん？」

「……史穂さん。お兄ちゃんだと距離が近すぎるのでお兄さんと呼んでくれませんか？」

「！？！？」

　史穂が異能力バトルものかなにかのように、見えない力で吹き飛ばされた。

「ほら、やっぱりさん付けだったり丁寧語だったりすると、心の距離ができちゃうから、よくないと思ったんだよ」

「いや、おかしいでしょう今の吹っ飛び方は」

「そ、そうだよ……。急にそういうことするのよくないよお兄ちゃん……。いや、よくないと思いますお兄ちゃんさん」

「お兄ちゃんさんはなんかギャグっぽくてあんまダメージないな」

　俺がそう言うと、史穂は俺に恨みがましい視線を向けて、

「……ふみたかさん」

「ぐはぁっ!?」

　可愛がってきた妹からの本名＋さん付け呼び……！　これはつらい。俺は長男だから我慢できたけど弟だったら我慢できなかった。

「……私は一体、何を見せつけられてるんでしょうか……？」

　お互いダメージを与え合い、倒れている兄妹二人にレナが困惑している。ごめんねすぐ話が脱線しちゃって。

「まあ、そんなわけでこれからはレナのことも第二妹のつもりで接するから、レナからも俺のことを兄だと思ってくれると嬉しい」

「第二妹って……。第二夫人かなにかですか。側室ですか」

「だってそういう言い方しないと史穂が怒るもんよ」

「そーだよ！　最妹はわたしだよ！　この座が欲しければ拳で取りに来るがいい！」

　ファイティングポーズを構える史穂。だがさっきまでの茶番のせいで既に足がフラフラだ。今殴りかかれば簡単に勝てると思う。

「いや別にいらないですけど。そんなの」

「まあそう言わんと。一度でいいから。騙されたと思ってお兄ちゃんと呼んでみ？」

「レナ！　騙されちゃだめだよ！　そうやってハードルの低い要求を通すことから始めて、ズルズルとなんかアレをアレしていくのがこの兄の手口なんだから！」

「うわぁ……。めんどくさ、この兄妹……」

　クラスの男子にはとてもお見せできないような、心底嫌そうな顔をするレナ。俺は長男だから我慢できたけど同級生だったら多分泣いてた。

　それからレナは、長く長くため息をついたあと。

「……まあ、そうですね。私は軒を借りている身分である以上、それがこの家のruleだというのなら……」

「あ、レナ。それはだめだ」

　これまで散々ふざけてきたが、ここだけは真面目なトーンで言う。

「ホームステイだからとか、以前言ってた家長に従うとか、そういうのはなしだ。言いたいことは言っていいし、嫌なことは断っていい。俺たちはもう、家族なんだから」

「…………」

　俺の言葉に、レナさんは面食らった様子だった。

「そうだよレナ。わがままは言うだけ言っちゃえばいいんだよ。本当にダメなことだったらお兄ちゃんはダメって言うし、でもシスコンだからわがまま言いまくれば結構通るし」

「ナイス援護射撃だ史穂。でもあとで話があります」

「…………」

　俺と史穂、二人から説得され、レナはしばらく難しい顔をしていたが、ややあって顔を上げて言った。

「……わかりました。前向きに善処します。ただ……」

「「ただ？」」

「……い、いきなりは恥ずかしいので、慣れるまではこのままでいさせてもらえればと……」

　頬を赤く染めて目を伏せるレナ。可愛い。

「よっしゃ！　改めてレナの歓迎会も兼ねて、出前に寿司でも取るか！」

「わーい！　でもお昼もお寿司だったよね！　二食連続？」

「俺はお昼の寿司はあまり食べれてないからノーカン！」

「ほなしゃーないかー！」

「そ、そんなにはしゃがないでください……！　やっぱりめんどくさいですね、この兄妹……！」

　顔を真っ赤にしたまま怒るレナ。一週間前、この家に来たばかりのときと比べて、いろんな表情を見せてくれるようになった気がする。

　本当の家族になるために、一歩前進だな。










三章　妹の言い分









　レナの綾崎あやさき家へのホームステイと、史穂しほとレナの高校入学。

　二つのビッグイベントに追われ、バタバタし続ける数日間だったが、ようやく新たな生活に慣れてきて、ひと心地つく余裕がでてきた。

「なんか、久しぶりにだらっとしてる気がするなー……」

　リビングのソファに深く腰掛け、スマホでネットニュースを見るともなく見ながら、そばにいる史穂に話しかける。

「そだねー……」

　俺の膝に頭を乗せ、ソファに全身を預けただらけきった体勢でテレビを見ている史穂が答える。『猫は固体かつ液体である』というジョーク論文があるらしいが、それにならえば、とろけるようにソファに寝そべっている今の史穂は液体かもしれない。

「今日は丸一日のんびりするかー……」

「そだねー……。あ、お兄ちゃん。喉乾いたからジュースとってきてー」

「今『なにもしない』をするので忙しいからムリ。自力で取ってきてくれ」

「じゃあいいや」

「そっか」

　ＩＱの死に絶えた会話。人生には時にこういう、脳を休ませる時間が必要なのだ。知らんけど。

「……ずっと言うべきか否か悩んでいたことなのですが、やっぱり距離感おかしいですよね、お二人」

　洗濯物を干し終え、レナがリビングに戻ってきた。いつぞやレナの下着もまとめて洗おうとしてめちゃくちゃ怒らせて以来、レナは自分の私物は自分で洗っている。

「おお、レナ、いいところに。史穂にジュース入れてあげてくれないか。たしか冷蔵庫にオレンジジュースがあったはず」

「ないすお兄ちゃん。さんきゅーレナ」

「勝手に巻き込まないでください。史穂ちゃんも自力で入れてください」

「「じゃあいいや」」

「……日本の兄妹はこれくらい仲がいいのが普通なのかと、引っ越し当初は思っていましたが……。この十数日で確信が持てました。やはりお二人は変です」

　そうかなぁ。人前では自重しているだけで、世界中の兄弟姉妹はみんな、だいたいこんなもんだと思うけど。

　一つため息をついたあと、レナは言った。

「すみませんが、今日は勉強のために一日部屋にいるので、なにか用があるときは呼んでもらえると助かります」

「「りょーかいー」」

「……まあ、この兄妹はこれが素なんでしょうね……」

　それだけ言い残して、レナは部屋に帰っていった。ソファの上でとろけてる二人が、リビングに残される。

「勉強するって言ってたけど、なんの勉強するんだろうな。日本語はちゃんと喋れてるから、普通に高校の課題とかかな」

「あれじゃない？　お箸の使い方の訓練でもするんじゃない？　こないだお寿司食べたとき、一人だけお箸で上手に食べられなかったの悔しそうにしてたし」

「あー。確かに、レナちょっと負けず嫌いというか、完璧主義というか、なんかそんな感じっぽいもんな」

「そうそう。そんな感じのアレとかコレとかだよ。たぶん」

　困ったな。途中まで普通の会話だったのに、高ＩＱが長続きしない。

「よっこいせ」

「あふん」

　俺が立ち上がると、俺の膝に頭を乗せていた史穂がそのまま落下した。すまぬ妹よ。だがここからちょっとＩＱを回復させねばならんのだ。

「史穂。ちょっと聞きたいことがあるんだが」

「うんにゃー？」

「……。猫は液体でも固体でもあるらしいが、史穂は人間に戻ってくれ」

「ニンゲン……カエレ……」

「いや帰さないで。戻ってきて」

　のろのろと史穂が起き上がるのを見届けてから、コホンとひとつ咳払いして、俺は話を切り出した。

「聞きたいことというのは他でもなくレナのことなんだが。あの子、学校ではうまくやってるか？」

「うーん……。まだ入学したばかりだから、よくわかんないかな〜。あ、学校で日本語で困ってる感じはなさそうだったよ」

「ほほう。それはよかった」

「でもやっぱり、まだちょっとクラスメイトとは間合いをはかってる感じあるねー。まあ、それはレナだけじゃなくてみんなそんな感じするけど」

「ああ、まだそういう時期だよな」

　クラスの同級生がどんなやつかわからなくて、まだお互い探り合ってる時期なのだろう。席が近かったから何となく友達になろうとしたけど、いざクラス内のグループが固まってみるとお互い違うグループにいて、そのままなんとなく疎遠になった、みたいな気まずい経験を俺もした覚えがある。

「まあ、その辺はできる範囲でいいから史穂のほうでフォローしてやってくれ。一緒に住んでる家族なわけだしな」

「…………」

　史穂がまたソファに倒れ込みとろけてしまった。いやなんで？

「史穂さん？　おーい？」

「ぶすー……」

　頬を膨らませる史穂。これは……拗ねてるな……。

　とりあえず膨らんだ頬をつまむ。ぼひゅーっという音と共に空気が抜けていった。

「……立場的にしょうがないのかもしれないけど、お兄ちゃんは最近、レナのことばっかり心配しすぎだと思います」

「そうかな？」

「そうですぅー」

　まいったな……。確かに最近はレナのことばっかりだったが、それで史穂を拗ねさせてしまうとは。

　さて、どうやって機嫌を直してもらおうか。俺も史穂の兄歴十五年のベテランお兄ちゃんだが、こういう場合はいまだにどうすればいいかはかりかねている。

　まあでも、今回史穂が拗ねているのは、俺が史穂を構ってやれなかったのが原因だよな。レナにかかりきりになっていた埋め合わせも込めて、今日はたっぷり構ってやるか。

「……史穂は高校に慣れてきたか？　友達できそうか？」

　レナは学校に馴染めてるか、という最初にした質問を、今度は史穂を主語にして問い直す。

「……どーだろ。わたしの髪、目立つから」

　自分の金色に近い茶髪を、指先で弄もてあそぶ。いや、彼女の本当の父親はカナダ人らしいから、実は本当に金髪だったのかもしれない。

　俺もソファに座り直し、膝の上に史穂の頭を乗せる。

　そしてそのまま、彼女の頭を撫でた。一連の行動の間、史穂はずっとされるがままだった。

「俺は好きだぞ。史穂のこの髪」

「……もっと言って」

「綺麗だし、手入れもかかさないからいつも艶々だし、風でたなびいたりすると本当に輝いて見える。ときどき、俺が触っていいものなのか躊躇ちゅうちょするくらいだ」

「……もっと撫なでて」

「はいはい」

　髪に指を通すようにして、彼女の頭を撫でる。やっぱり、俺の妹は世界一可愛い。

　昔、この髪を理由に史穂をいじめていたやつらは、結局史穂の気を引きたくていじわるしていただけだったと、後になって聞かされた。

　だが、それは加害者側の言い分だ。被害者がどう思うかは、加害者の言い分には関係がない。

　この髪が原因で、嫌な思いをしたことも、一度や二度ではなかっただろう。それでも明るいいい子に育ってくれたことに、感謝しかない。

「お兄ちゃんはいつだって、史穂の味方だからな」

「じゃあ、わたしとレナが喧嘩したら、わたしについてくれる？」

「それはどっちが悪いかによる。俺は史穂の味方だけど、史穂のためにならないことはしないからな。史穂が悪かったら、ちゃんと史穂にごめんなさいさせる」

「ぶー……」

　口ではぶーたれながら、結局史穂はそのあとも、俺にされるがまま頭を撫でられ続けていた。







　しかし、レナのことは色々配慮しなきゃならないが、確かに最近は史穂に構ってやれなかったのは反省点だな。

　二人のお兄ちゃんをするのも、なかなか大変だな……。
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　放課後のチャイムが鳴った。

「ふーむ……」

　あのあと、史穂は表面上はいつもどおりだったし、レナともこれまでどおり仲良くなっていた。今朝登校するときも二人で一年生の教室に向かっていたし。

　それ自体は問題ないのだが……これでわだかまりが解けたとは思えない。史穂とは改めて話をしなくてはいけない気がする。

　実際、レナが日本に来る前の俺だったら、史穂が高校生活に馴染めているか逐一確認していただろう。毎日教室まで送り迎えしたりとか。

　そういったことなしで「レナが学校に馴染めているか」しか気にすることができなかったのは、確かに史穂からしたらレナばかり心配していると取られても仕方ないのかもしれない。

「どうしたもんか……」

　悩み続けても答えは出ないまま、気がついたら今日の授業が全て終わって放課後になっていた。一日とはあっという間だ。

「……俺も帰り支度するか」

　教室で考え事をしていても埒らちが明かない。ここはとりあえず家に帰って、ダメ元で史穂にアタックしかけるしかない。

「……ん？」

　などと考えていると、同じく通学カバンに教科書をしまいながら、クラスメイトと談笑している露本つゆもとさんが目に入った。

　……自分一人で悩んでも答えが出ないのだし、いっそ相談してみるか。露本さんからも「なにかあったら相談して」と言われていたし。

　席を立ち、露本さんと話している同級生に「ちょっとごめんよ」と言って割って入る。

「露本さん。大事な話があるんだけど、いいかな」

　瞬間、教室の空気が一転した気がした。何故？

　さっきまで露本さんと話していた同級生が、なぜか頬を赤らめながらのけぞった。

「やっぱり、アヤタカとみどりちゃんって、そういう……!?」

　そういうって、どういう？

「やっぱあの二人付き合ってたのか……!?」

「いや、告白はまだっぽいし、これから付き合うんじゃ……」

「それってもう秒読み段階ってことじゃん……」

「露本さん……。ちょっといいなって思ってたのに……」

　あー、そういうって、そういう？

　完全に誤解なのだが、場の空気がまずいな。 

「露本さん。ちょっとややこしいことになりそうだから、場所変えようか」

「待ってアヤタカ、このままこの場を去るほうがまずい空気に……！」

　露本さんがいろいろ言っているが、聞いている暇はない。このまま教室に留まって時間を空費していては、相談する時間が減るし、家で妹達と戯たわむれる時間が減るからだ。

「ま、ほんとに待ってアヤタカ！　こういうイベント、せめてもうちょっと青春っぽいシチュエーションで起こしてほしかったなぁ！」

　何事か叫んでいる露本さんの手を取り、俺達は教室の喧騒けんそうから逃げるように去っていった。
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　前回はハンバーガーショップだったので、今回はフライドチキンのファストフード店をチョイス。

　店頭で注文し、商品の載ったトレーを持って、二人で空いている席に腰掛けた。

「あ、そういえば今度奢るって約束してたし、今日の分の代金は俺が払うよ。いくら？」

「慰謝料込みで一万と千円かな」

「慰謝料て」

　露本さんは冷静さを取り戻そうとするかのように、ドリンクを一気飲みした。

「私はアヤタカと違って、クラスの人間関係とか色々気にしてるんだよ。なのにあんな派手な振る舞いされて、明日からどう言い訳すればいいのか考えるこっちの身にもなってくれる？」

「いや、俺だって思春期の男子高校生だし、人並みに人間関係とか悩んでるんだが」

「でも妹さんの前ではクラスメイトからの評価なんて些事さじでしょ？」

「うん」

「そういうとこ！」

　すでに氷だけになっているドリンクをズココココーと音を立てる露本さん。漫画だったら額に怒りマークが浮いてそうだ。

「えっと……、なんかごめん」

「あーあ！　もういっそのこと付き合ってることにしちゃったほうが色々楽なんだけどなー！　なんだけどなー！」

「いやあ、さすがにそれは申し訳ないよ。妹にも悪いし、露本さんにも選ぶ権利があるだろうし」

「なんでそこだけ常識的な判断するかなぁ……！」

　なぜかさっきよりも露本さんが怒って見える。え、俺選択肢間違えた？

　どうしよう。さすがに気まずいのだが……。

「それで、申し訳ないけど妹について相談に乗ってもらっていいかな」

「さすがにデリカシーなさすぎじゃない？」

「それは俺も思ったけど、そもそもその相談をするために連れ出したんだし、これでなにも話さず帰ったら、それこそ骨折り損かなって」

「……悔しいけど一理ある……」

　ようやく露本さんのドリンクズコココが止まった。よかった、話を聞いてくれる気になってくれたみたいだ。

「ちょっと待って。アンガーコントロールするから」

　アンガーコントロール。名前の通り、アンガー怒りをコントロールすること。怒りの感情を上手にコントロールすることで、対人関係や仕事を上手く進めるテクニック、らしい。ネット記事で読んだ。

　そういうのに明るくて、実践しているあたり、露本さんはやはり頭のいい人なのだろうなと思う。

「深呼吸深呼吸……。ひっひっふー……。ひっひっふー……」

「それ深呼吸やない。ラマーズ法や」

「ちょっと黙ってて。私の怒りゲージが一定値を下回らないと相談を受け付けないことわかってる？」

「すいません……」

　ごもっともです。全面的に俺が悪かったです。

「ふう……。落ち着いてきた。とりあえずアヤタカ。私がアヤタカに当たりが強いのは、アヤタカにも多分に原因があることを理解してね」

「はい。ごめんなさい」

「よろしい。それで、相談って？」

　ようやく本題に入れそうだ。長かったな。

　適宜てきぎフライドチキンをつまみつつ、俺は露本さんに、直近の状況を報告した。
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「……と、いう状態なんだ」

「うーん……」

　話を聞き終えた露本さんは、なんとも言えない表情をしていた。

「ちょっと話を整理しよっか。今回の議題は、レナちゃんと史穂ちゃんのどちらを優先すればいいかで悩んでる、ということで合ってる？」

「あー、いや、どうなんだろ……。ちょっと違うような……」

　正直、俺自身なにに悩んでいるかわからないというか。

　いや、違うな。俺の中で妹に優劣はない。史穂は世界一可愛い妹だと思ってるし、それと同じくらい、レナのことも大事にしようと思っている。

　ただ、それを両立できなかった、あるいは史穂にそれが伝わらなかったのが課題、反省点といったところか。

「そうだな……。まず、どちらかを優先するという選択肢はない。俺にとって、妹は世界一大切なものだと思ってる」

「うん」

「だからこそ、それを上手く伝えられなかったせいで、不満を感じさせてしまった自分に非がある、って考えてる感じかな」

「なるほどね〜」

　露本さんはある程度納得したような表情を見せた。俺も自分が何に悩んでいたのか言語化できてスッキリした気がする。

「だからまあ、今回の相談内容は、二人ともに不満なく過ごさせるために、俺はお兄ちゃんとして何をすべきか、ってところか」

「そうは言うけどね。別々の環境で育った二人の人間を、完全に対等に扱うなんて無理な話だと思うよ」

「対等に扱いたいんじゃないんだ。二人とも、自分が一番だと感じてもらいたいんだ」

「二股かけてるチャラ男みたいなこと言ってるねぇ……。二人とも一番は無理でしょう。数学的に」

「そうだな。俺の兄力が足りないばかりに、情けない話だ」

「いや兄力とか努力でどうにかなる領域じゃないと思うけど」

　頬杖をつき、ため息を吐く露本さん。

「だってさ、しょうがないじゃない。アヤタカだって人間なんだし、不可能なことはあるよ。至らない点もあったり、今回みたいにミスしたりもするよ」

「それはそうかもしれないけど……。それでも俺は、史穂の理想の兄でありたいんだよ」

　史穂が今年で十六歳になるので、今は十五歳。つまり俺の兄歴は十五年ということになる。

　史穂が物心つく前からずっと、俺は史穂の兄をやっているのだ。史穂にとってはいつだって、一番頼れる存在であり続けたい。

　だからこそ、たとえもう一人の妹が現れたからといって、史穂をないがしろにしたとは思われたくない。

　そんなことを考えていると、露本さんは頬杖をついたまま微笑んだ。

「じゃあ、頑張るしかないね」

「……他人事ひとごとだからって、そんな大雑把おおざっぱな」

「実際他人事だもの。生憎あいにく、私はアヤタカとも史穂ちゃんとも血は繋がってないしね〜」

　実は俺と史穂も血は繋がってないんだがな。まあ、そこはどうでもいいことだ。

「とりあえず、頑張るのは当然として……。どうすればいいっすかね、実際」

「それは私からはなんとも言えないよ。さっきも言った通り、私はあくまで他人だからね。相談に乗ったり、アドバイスをしたりはできても、最後はアヤタカ自身が決めないと」

「それは、そうなんだけどさ……」

　相談に乗ってもらってる立場で言うのもアレだけど、せっかくだしもうちょっと有意義なアドバイスをくれたっていいのでは。

「大丈夫。アヤタカは、知らない人の妹でも、『妹』という存在なら面倒見れちゃう人間だから」

「……というと？」

「ほら、私が『アヤタカ』ってあだ名をつけたときのこと。さすがにまだ忘れてないよね」

「……ああ、あおちゃんのときのことか。もちろん覚えてるよ」

「そこで私の妹の名前が最初に出るの、そういうとこだよ」

　とがめるような言い方だったが、露本さんの口元は笑っていた。

　あれは、まだ俺たちが高校一年のときのことだった——
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　それは、大型スーパーで買い出しを終え、帰路に就くために自転車を駐輪場から取り出そうとしていたときだった。

「やなの！」

　スーパーの出入り口付近で、なにやら揉めている声が聞こえた。

「なにがいやなの？　ちゃんと言ってくれないとわからないよ」

「やったらやなのー！」

「まいったな……」

　一人は俺と同じくらいの年頃の女子。もう一人は小学校か幼稚園か、それくらいの年頃の女の子。顔立ちもよく似てるし、きっと姉妹だろう。

　察するに、お姉ちゃん側は帰ろうとうながしているものの、妹のほうがかたくなに帰ろうとしないために、ああしてスーパーの入り口で立ち往生している状態なのだろう。

　懐かしいなぁ。俺も、史穂があれくらいの年齢のころは、理由のわからない駄々に振り回されたものだ。まだ幼くて、自分の気持ちを上手に言語化できないんだよな。いやあ微笑ましい。

　俺も当時はまだ兄レベルが低くて、史穂の気持ちを察することができなくて苦労したなぁ。それも今ではいい思い出だ。

「もう……！　あんまりお姉ちゃんを困らせないで！」

「うぅううー！」

　お姉ちゃんのほうがそろそろ苛立ちが募っているらしく、声色が鋭くなってきている。妹ちゃんのほうは今にも泣き出しそうだ。

　さすがにこれはよくない。よその子とはいえ妹は妹。これを見て見ぬふりをしたら兄が廃すたるというもの。史穂の兄として胸を張れるように、ここはフォローしたほうがいいだろう。

　手にしていた買い物袋を自転車のカゴに乗せたあと、姉妹に近づく。

「あー、ちょっといいかな」

　俺が声をかけると、お姉ちゃんのほうはバツの悪そうな顔をした。

「あっ……！　ごめんなさい、すぐに連れてきますから……」

「あ、いや、いいんだ」

　お姉ちゃんのほうを手で制して、しゃがみこんで妹ちゃんと視線を合わせる。

「こんにちは」

「……うー」

　知らない男から話しかけられて人見知りしつつも、不満そうな表情は崩さない妹ちゃん。とりあえず、さっきの泣き出す直前の顔ではなくなったので一安心。

「なにか、やーなことがあったの？」

「…………」

　妹ちゃんが喋り出すのを、辛抱強く待つ。

　しばらくして、妹ちゃんはぽつりと言った。

「……おかし」

「うん。おかし。お菓子どうしたの？」

「おねえちゃんがとった……」

「そっかそっか」

　お姉ちゃんが取ったとな。もちろん子どもの言うことだから、額面通りの意味ではないだろうが……。

　しゃがみ込んだ姿勢のまま、見上げるようにお姉ちゃんに視線を向ける。お姉ちゃんは気まずそうに、

「取ったといっても、あお……妹が持ってたお菓子の箱を受け取って、レジを通してお会計しただけですよ。そのあとお菓子を返そうとすると、なぜか受け取ろうとしないし」

「ちがうのー！」

「なにが違うの、もう……」

　お姉ちゃんが額に手を当て、ため息をついた。

　つまり、欲しいお菓子を持ってきた妹ちゃんだったが、お姉ちゃんがお菓子を会計すると、不機嫌になってお菓子を受け取ろうとしなくなった、と。

　なるほど。まるでミステリのようだ。いや、幼子の心の中は、ある意味ミステリより難しいかもしれない。

　だが、俺には一つ、心当たりがあった。

「お姉さん。お会計って、どうやったんです？」

「どうって……？　えっと、普通に、機械を通してですけど……？」

「それはお姉さんがやったの？　店員さんではなく？」

「は、はい……。無人レジのほうで……」

「オッケー。じゃあそれだ。ごめんお姉さん、もう少しだけ時間もらいますね」

「はい……？」

　謎は全て解けた。ここからは解決編だ。

　妹ちゃんに向き直り、笑顔で話しかける。

「よし、じゃあ、お兄さんとお菓子買おうか。欲しいお菓子、もっかい選んできな」

「…………」

　妹ちゃんは俺とお姉ちゃんの顔を見比べていたが、ほどなくしてスーパーの中に駆け出していった。子どもの小さな歩幅特有の、トコトコとした走り。見ていてほっこりする。

「あの……妹は、なにが不満だったんでしょうか？」

　お姉ちゃんが困ったように問いかけてくる。俺は立ち上がりながら答えた。

「まあ、すぐに解決しますよ。俺たちも行きましょう。あ、そうだ。妹さん、なんて名前なんです？」

「あおです。露本つゆもとあお」

　あおちゃんね。了解。

　そんなやりとりをしながらお姉ちゃんと共にスーパーに入り、レジ前で妹ちゃん……あおちゃんを待つ。そう時間をかけず、妹ちゃんはお菓子の箱を抱えて戻ってきた。

「よし、あおちゃん。ここのレジ使おうか」

「……！　うん！」

　駆け寄ってきたあおちゃんの腰を両手で掴み、抱き上げる。俺に抱き上げられたまま、あおちゃんは無人レジに備え付けてあるバーコードリーダーを手に取り、お菓子の箱のバーコードを読み取った。

「あっ……！」

　その様子を見て、お姉ちゃんのほうも理解できたようだ。

　そう、あおちゃんはお菓子を「自分で買いたかった」のだ。バーコードを通して会計する、大人がやっている一連の流れをやりたかった。だが、お姉ちゃんがお菓子の会計を済ませてしまったために、お姉ちゃんが買った＝お姉ちゃんにお菓子を取られたと認識した。これが真相だ。

　俺があおちゃんを下ろすと、彼女はバーコードを通したお菓子の箱を嬉しそうに掴んでいた。あおちゃんから見えないように、さりげなく身体で隠しながら会計をさっと済ませる。お金を支払う部分まで意識が回らないあたり、やっぱりまだ子どもだな。

「すみません、代金支払います」

「いいですよこれくらい。それより、今度お小遣いでもあげてお金のこと教えてあげてください」

「そうします……」

　そんな言葉をかわしながら、あおちゃんがお菓子の箱を嬉しそうに抱えているのを眺めていた。

　うちの子ではないが、それでもやはり、妹の笑顔はプライスレスだ。




………………

…………

……




「綾崎君……だよね？　同じクラスの」

「え、同級生？」

　途中まで同じ方向だったようで、俺たちは話しながら帰路に就いていた。

　俺は自転車を押しながら、彼女はあおちゃんと手を繋ぎながら、道を歩く。あの年頃の子は目を離すとふらふらとどこかに行ってしまうから、手を繋ぐのはとても良いと思う。

「ごめん、まだクラスメイトの顔と名前一致してなくて」

「……入学式から、結構経ってるけどね。高校には自宅から通ってるの？」

「ああ。この自転車あいぼう、『ブラックホーク号』でな」

「うわあ男子小学生みたいなネーミング」

　俺の家から高校までは数駅分の距離があるが、それでも大した距離ではないため、普段は自転車で通学している。同じ高校に通っているのであれば、この近辺に住んでいても不思議ではないか。

　史穂も同じ高校に通うと言っているし、受験がうまくいったら、さすがに史穂と一緒に電車通学に切り替えるかな。すまない、ブラックホーク号。

「黒い車体だからブラックはわかるけど、ホークはどこからきたの？」

「あ、それは俺の下の名前が史隆だから、タカから取った」

「なるほどねー。ところで、そろそろ私の名前、出てきそう？」

「……面目ない」

　妹の交友関係や、妹にちょっかいかけそうな男子の個人情報ならいくらでも頭に入るのにな。自分のこととなると途端に興味なくなってしまうのはなぜだろう。

「しょうがないなー。みどりです。露本つゆもとみどり。もう忘れないでね？」

「ああ、覚えた。あおとみどりの仲良し姉妹ね。もう忘れない」

「それ、妹がメインのような……。まあいいか……」

　なぜかなんとも言えない表情をするお姉ちゃん、もとい露本さん。そんな露本さんを、あおちゃんも不思議そうな顔で見上げている。

　だが、不意になにか名案を思いついたように顔を上げて、

「それで、ブラックホーク君、もとい綾崎君は、学校ではなんて呼ばれてるの？」

「いや、普通に綾崎か、史隆って呼ばれてるけど……」

　少なくとも、ブラックホーク君と呼ばれたのは初めてだ。調子に乗っておどけてみせるんじゃなかった。

「そうなんだ。じゃあ私は、君のことを『アヤタカ』って呼ぶね」

「？　別にいいけど、どうして急に？」

「いいじゃない。友達のことあだ名で呼んだって」

「…………」

　そうか、いつのまにか俺たちは友達になっていたのか。

　あれ？　もしかして、高校に入って初めての友達？

「……もしかして、いやだった？」

「そういうわけじゃないけど、なんていうか、ちょっとこそばゆくってさ」

「年下の子の面倒を見るのは得意でも、同級生と仲良くするのは慣れてない？」

「そうとも言うかも」

　恥ずかしながら、ただでさえ友達付き合いの経験が少ないのに、同い年の女子なんてどう接すればいいかこれっぽっちもわからん。年下ならともかく。

「まあ、少なくともこれから二年半くらいは付き合うことになるんだし、少しずつ慣れていけばいいんじゃない？」

「そういうもんか」

「そうそう。あ、私たち次の通りで右だから」

「あ、じゃあそこまでだな」

　宣言通り、十字路に差し掛かり、露本さんとあおちゃんは右の通りに向かった。俺は直進だから、ここでお別れだ。

「おにいちゃん、ばいばーい」

「ばいばいあおちゃん。露本さんも、また学校で」

「うん。またね、アヤタカ」

　そう言って、俺たちはそれぞれの帰路についた。
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「……懐かしいな。あおちゃん、元気にしてる？」

「毎週報告してあげてるでしょう。家族と幼稚園の先生を除いたら、一番あの子の近況に詳しいのアヤタカだよ」

　そうだった。あれ以来、顔を合わせるたびに俺があおちゃんについて尋ねるせいで、「週一で報告するから隙あらば聞くのやめて」と言われてしまったのだった。

　ともあれ、あれがきっかけで露本さんとはよく話すようになったし、アヤタカというあだ名もいつのまにか定着して、クラスメイトからも呼ばれるようになった。俺がクラスに馴染むきっかけにもなったし、露本さんには感謝している。

「それはそれとして、今の話と、今の我が家の問題と、どう関係があるんだ？」

　そう、もともとこの相談は『レナのことを気をかけてあげたいが、それによって史穂を蔑ないがしろにしているようには思われたくない』という話だった。いや、俺の悩みを露本さんに言語化してもらったんだけどさ。

　その話と、今の回想シーンになんのつながりがあるのか、俺にはわからない。

「だから、そのまんまの話だよ。アヤタカと、うちのあおは血が繋がっていないじゃない」

「あ、ああ」

　史穂とも血が繋がっていない事実のせいで、一瞬言葉に詰まってしまった。

「だから、実の妹の面倒を見つつ、よそんちの子も気にかけるなんて、すでにやってるじゃない。だったら二人も三人も変わらないよ」

「……そういうものかねぇ」

「そういうものだよ」

　実際は、レナのほうが実妹で、史穂のほうが血が繋がっていなかったと、もっと事情が複雑なのだが……。

　いや、血が繋がっていようといまいと、史穂は俺の妹だって、そう受け入れたばかりじゃないか。

　レナが来ようと、史穂にはこれまで通り、兄として面倒見るだけでいいはずだ。これまでできていたことができなくなるなんて、情けない話だ。

「……そうだな。レナの分も、史穂の分も、今までの二倍お兄ちゃんすると決めたんだから、この程度で弱音吐いてられないよな」

「まあ、私の兄ではないから、私の前では弱音吐いてくれても全然構わないけどね？」

「まったくだ。こんな相談できるのも、弱音を吐けるのも、露本さん相手のときだけだよ」

「…………。そういうことはさらっと言うよね。アヤタカは」

　そういうこととはどういうことか、いまいちよくわからないが。

「妹を持つ身として、同じ目線で相談できる友達なんて露本さんしかいないからな。本当に、人に話してみてよかったよ。考えがまとまった気がする」

「そういうとこあるよね、アヤタカは！」

　なぜか一瞬で不機嫌そうになる露本さん。露本さんはいつも俺に当たりが強いが、今日はそれ以上に情緒不安定な気がする。俺、なんかやっちゃいました？

「てなわけで、早速妹と戯れないといけないから、そろそろおいとまするよ。また相談に乗ってくれると嬉しい」

「……次も奢りだからね」

　そう言って、もはや氷もほとんど残っていないドリンクをズコココする露本さん。それ怖いからやめてほしい。

「……はあ。一年前のあの日から、結構不毛なことしてるよね、私……」

　立ち去り際、露本さんがそんなことを呟いたように聞こえたが、どういう意味なのか、俺にはよくわからなかった。




　　　　　◇◇◇




　というわけで帰宅。

「ただいまー」

「おかえりなさい、史隆さん」

　レナがキッチンから顔だけ覗かせ、おかえりの挨拶をしてくれた。世の中のお父さんたちは子どもにお出迎えしてもらうのが史上の幸福だというが、妹に出迎えられることの幸福度もおそらく負けてはいない。

「史穂はまだ帰ってきてない？」

「いえ。一度一緒に帰宅したのですが、冷蔵庫に卵がないことに気づいて買い出しに出かけました。夕飯で使うそうです」

「今日の食事当番、史穂だもんな」

　我が家の家事はローテーション式だ。レナも加わり、三人で炊事洗濯を回している。レナはまだ日本のキッチンや料理に慣れていないようで、苦労しているが、そこは二人でフォローしている。

　今のレナはコップを片手に持っているところを見るに、飲み物を取りにきたのだろう。「日本の水って美味しいですね……」と蛇口を見ながらしみじみと呟いていた姿を印象深く覚えている。

　……史穂がいないせっかくの機会だし、聞いておくか。

「ちょっと聞きたいんだが、史穂は、学校でうまくやってるか？」

「まあ、私よりは上手に過ごせていると思いますが……。そういうことは、本人に直接聞くべきでは？」

「やっぱりそうかな？」

「ええ」

　史穂にレナの学校の様子を聞いて、レナに逆のことを聞く、というのは、やはり良くないことだったのだなぁ……。まだまだ兄として精進が足らんな。

「……史隆さんが史穂ちゃんを溺愛していることも、私のために色々考えてくれていることも知っていますが……。私と史穂ちゃんは別の人間です。血の繋がり云々以前に、お互いの過ごしやすい距離感があると思います」

「というと？」

「私はある程度放任してもらったほうが気が楽な質たちですが、史穂ちゃんは史隆さんが構いすぎるくらいでちょうどいいのでは、ということです。いつものように、中身のないやりとりをしているのがお似合いですよ」

　ここまではっきり言われるあたり、レナも俺と史穂の間に流れる微妙な空気に気づいていたのかもしれない。女の勘は鋭いと言うしな。

「妹たちに教えられるとは、俺もまだまだお兄ちゃん力が足りないな……」

「私的には、もう十分というか、お兄ちゃん力溢れちゃってめんどくさいというか……。まあいいです。それでは私は部屋に戻って勉強していますので。夕飯時になったら呼んでいただけると」

「なんの勉強するんだ？」

「……まあ、日本文化の勉強といいますか……」

　ちょっと言いづらそうにするレナ。

　最近、レナの表情もある程度読めるようになってきた。あれ、俺たちにバレないように日本の解像度上げてるときのリアクションだ。本当に箸の使い方とか練習しているのかもしれない。

「うむうむ。野暮なことは聞くまい。がんばってな」

「その言い方がすでに野暮ですけどね……！　そちらこそ、史穂ちゃんとの仲直り頑張ればよいのでは！」

「うおっと、やめてくれ。それは俺に効く」

　言うだけ言って、レナは大股で自室に戻っていった。言葉のナイフが鋭い。

　とりあえず俺も制服から部屋着に着替え、リビングに戻って史穂を待つ。

「たっだいまー！」

　そう待たずして、史穂は帰ってきた。

「おかえり、史穂」

「あ、お兄ちゃんこそおかえりー！　ライトニングホーク号借りたよー」

「違うぞ史穂。あれはブラックホーク号だ。ライトニングホーク号じゃない」

「えー？　でもライトニングのほうが速そうじゃない？」

「それは一理ある」

　だが残念ながら、あのママチャリに求められているのは積載量であって速度ではないのだ。

　そんなやりとりをしながらも、史穂は買い物袋から卵含むいくつかの食材を取り出して冷蔵庫に入れていた。レジ袋を使わず買い物袋を使ってる点、足りない食材を自分で判断して買い足している点、両方ともお兄ちゃん的加点ポイントだ。もはやポイントはカンストを超えて限界突破している。

「夕飯はすぐに作り始めるか？」

「うーん。すぐじゃなくてもいいかなー」

「そっか。じゃあお兄ちゃんとちょっとのんびりしよう。へいカモン」

　俺はソファに座り、隣の空いているスペースを手で叩いた。俺と史穂のいつものポジションだ。

「えー、しょうがないにゃあ」

　しょうがないと言いつつ、史穂はソファにダイブしてきた。俺の膝に頭を乗せ、一息つく。

　……さて、ここからどうしよう。史穂にかける言葉が決まらないままこの状態まで持ってきてしまった。

　とりあえず史穂の頭を撫でながら、第一声を考える。やっぱりごめんから始めるべきだろうか……。

　しばらくそうしていると、おとなしく撫でられるままだった史穂が口を開いた。

「……なにか話があったから呼んだんじゃないの？」

「うむ。そうなのだがな。なんて言えばいいのか思いついてないのだ」

「なにそれー」

　史穂が姿勢を変え、俺の膝に顎を乗せた。大型犬のようで可愛い。ナデナデ。

「まあ、なんだ。とりあえず、ごめんな？」

「……お兄ちゃん、謝るようなことをしたの？」

「そうだな。史穂の気持ちまで頭が回らなかったのは俺の不徳の致すところだ。やっぱり怒ってるか？」

「怒ってはないでーす。拗ねてるだけでーす」

「拗ねてるかー……。どうしたら機嫌を直してくれる？」

「知りませーん。自分で考えてくださーい。お兄ちゃんなら妹の喜ぶこともわかるよね？」

　両腕を伸ばし、さらに俺に体重を預けてきた。まあ、妹の体重がいくつあろうと、お兄ちゃんパワーで相殺されるから実質ゼロだがな。

　しかし、この体勢でできる、妹が喜ぶことなどたかが知れているぞ。なにがあるだろうか。

　とりあえずナデナデを続行しつつ考える。うむ。やっぱり綺麗な髪だ。

「…………」

「…………」

　特に会話もなく、ひたすら妹の頭を撫でる俺と、されるがままの史穂。外からときどき、子どもの笑い声や車が通る音が聞こえる。

「……史穂は昔から、頭撫でられるの好きだったよな」

「えー、お兄ちゃんがわたしの頭を撫でるの好きなんじゃないの？」

「それはあるかもしれん。もし食事も睡眠も不要な身体になったら、一生こうしていたいもんな」

「そんなに長いあいだ頭撫でられたら、わたしハゲちゃうよ」

「おっと、それは困る」

　俺は史穂がハゲようと太ろうと変わらず愛せる自信はあるが、それはそれとして兄として、史穂を太らせるわけにはいかんし、ハゲさせるなどもってのほかだ。

　でも、本当に、ただこうしているだけの時間が、俺にはたまらなく愛しい。そのことを、史穂にも理解してもらえたらいいのだが。

　しばらくそうしていると、また史穂がぼそりと口を開いた。

「……お兄ちゃん。わたしのこと好き？」

「好きだが？」

「うわ、きも。シスコンだー」

「シスコンでもなんでもいいよ。史穂が笑顔でいてくれるなら、ほかに何もいらないしなんだってする」

　これは偽らざる本心だ。たとえ世界と史穂を天秤にかけることになったら、俺は躊躇いなく史穂を選ぶ。

「本当に？」

「本当だ」

「ほんとのほんとに？」

「ほんとのほんとに本当だ。俺が史穂に嘘ついたことあったか？」

「わたしが気づいてないだけで、実はついてるんじゃない？」

「それはずるいよ。証明できないじゃん」

　俺がそう言うと、史穂はけたけたと笑った。

　なんだかんだ、ちょっとずつ機嫌を直してくれているようだ。やっぱり、こうして何をするでもなくだらだらと過ごす、そんな時間が必要なのだ。

　ごろりと寝返りを打ち、仰向けになった史穂が、俺の目を見ながら言った。

「……レナのこと、心配してもいいけど。お兄ちゃんはずっと、私のお兄ちゃんでいてくれる？」

「当たり前だろ。こっちが史穂のお兄ちゃんを何年やってると思ってるんだ」

　十五年だぞ。しかもお兄ちゃん歴は日々更新していってるんだぞ。今更いまさら頼まれたって引退してやるもんか。

「そっか……」

「そうだよ」

　仰向けになっても、変わらず史穂の頭を撫でる。史穂はくすぐったそうに目を細めた。

「ねえお兄ちゃん。もう一回聞いていい？」

「なんだ？」

「わたしのこと、好き？」

「ああ。好きだぞ」

　何度でも、恥ずかしげもなく言える。俺は妹が大好きだ。

「そっか……」

　史穂はなにかに納得したように、あるいはなにかを理解しようとするように、頭を撫でられながら思案に耽ふけっていた。

　しばらくそんな時間が過ぎて。

「ほっ！」

　勢いをつけ、史穂が上体を起こす。

　そのままソファから飛び降り、くるりと俺のほうに振り返った。

「……にへへ。わたしも、お兄ちゃんのこと大好き」

「ああ。知ってるよ」











四章　彼女の一面










　入学式から、一ヶ月近い時間が過ぎ。

　史穂しほもレナも、高校にだいぶ慣れてきたようだった。

　特に史穂は目立つ容姿と人懐っこい振る舞いで、早くもクラスの中心人物になりつつある。いわゆるカースト上位というやつだ。俺自身はクラスのカーストあまり高くないから、素直に尊敬する。

　対するレナはあまり社交的な性格ではないことと、ホームステイという立場も手伝ってか、クラス内で特定の友達はできていないようだった。とはいえ、気づいているのかいないのか、史穂がちょくちょくレナを巻き込むため、クラスで浮いているとまではいかないようである。そこは安心した。

「うむ。よかったよかった」

「いや普通によくないよアヤタカ」

　後ろをついてきていた露本つゆもとさんにダメ出しされる。はて。妹たちがクラスに馴染めていることが確認できて、なにがよくないのだろうか。

「俺の妹たちになにか問題でも？」

「妹さんたちは問題ないかもしれないけど、アヤタカのこの行動は問題あると思う。二年生が一年生の教室付近をうろついてるの、普通に怖がられると思うよ」

　そう、俺たちは現在、一年生の教室がある校舎棟にいる。二年生は普通だったら足を踏み入れない場所だ。

　すれ違う一年生たちも、「この人たちなにやってんだろう……」という感じの目で見てくる。正直つらい。でも挫くじけない。だってお兄ちゃんだもん。

　ちなみに、うちの高校は三年ごとにネクタイと上履きの色がローテーションしているため、そこを見れば何年生かわかるようになっている。今年の一年生は赤で、俺たち二年生は青、三年生は緑だ。

「早く去ろうよ。妹たちの学校での様子を見たいっていうシスコン衝動が抑えきれなかったのはわかったからさ。もう十分でしょう？」

「いや、そういう衝動がないわけじゃないが、今回の調査は別の目的があって。というか露本さん、わざわざついてこなくてもいいんだよ？」

「いや、私にもアヤタカのシスコンムーブに付き合ってあげてるってアリバイが必要というか……。おかげでアヤタカの妹の顔、うちのクラスだと知れ渡っちゃったけど、私悪くないよね」

「？」

　ちょっとなんの話かよくわからなかった。あれだろうか。俺と露本さんが付き合ってるって噂が流れているらしく、その火消しに頑張ってるって話だろうか。ごめん露本さん、俺そういうのほんと疎くて。

「さておき、目的って？　あ、とりあえず移動しながらでいい？　一年生たちの視線がとても痛いから」

「そうだな。史穂たちに見つかってもよくないからな」

「あ、一応そこは気にするんだ」

　などと会話しつつ、各校舎棟を繋ぐ渡り廊下まで移動する。ここなら多少目立つことはあれど、一年生の教室前にいるよりは違和感は少ないだろう。まだ調査は続けるつもりだから自分たちの教室までは戻らない。

「さて、で、シスコンアヤタカが、妹の顔が見たい以外の理由で一年生の教室くんだりまでやってきた動機は？」

　改めて問いかけてくる露本さん。なんだかんだ付き合ってくれるあたり、やっぱり露本さんは友達想いのいい人だと思う。

「いや、前に妹たちに学校で様子を聞いてみたんだけど、あまり要領を得なくてさ」

「まあ、気持ちはわかるけどね。私も父親に学校での様子聞かれても、無難なことしか答えないだろうし」

　そうなのだ。俺は兄であると同時に父親代わりでもあるから、そういうのに向いている立場とは言い難い。

「でもさ、この間露本さんにも相談した通り、これまで以上に兄として頑張ろうと思ったから、今以上に俺にできることはないかと考えてさ」

「うん。私にも責任の一端がある可能性が浮上して怖くなってきてるけど、一旦最後まで聞くね」

「ああ。それで考えていたとき、ふと気づいたんだ。……妹の状況を、妹に聞いている時点で兄として二流。一流の兄は、妹と会話する前に妹の状況や問題を理解していて当然なんじゃないかってな」

「ちょっとなに言ってるかわかんなくなった」

「そんなわけで、クラスの各委員会から、同じ委員会の一年生の情報を集めてもらったり、足りない情報は直接聞いて集めたりして、妹を取り巻く人間関係の把握はあくに努めているってわけ」

「その行動力をもっと世のため人のために活かせないの？　なんなの？　高校卒業したら探偵にでもなるつもりなの？」

　そんなつもりはないのだが……。まあ、やっていることはたしかにそんな感じかもしれない。兄の威厳を保つためにも、この活動は妹たちにバレてはいけないからな。

「あとは一年の男子たちの趣味しゅみ嗜好しこうを把握して、妹と釣り合う男がいるか、あるいは悪い虫になりかねない男がいないか調査すれば完璧なんだが……さすがに今日はもう休み時間が終わるな」

「……レナちゃんが学校で浮いてないか心配する前に、自分がクラスで浮いてないか気にかけるべきじゃない？」

　やめてくれ露本さん。その正論は俺に効く。

「というか、アヤタカがシスコンなのは別にいいけど、そろそろ自分自身の身の振り方を考えたほうがいいんじゃないの？」

「？　身の振り方とは？」

「私なんて、もうすでに三件ほどお誘いがありますけど。しかも三件とも男子。男子！　から！　誘われてますけど！」

「まあ、露本さんはクラスでも人気だから、あわよくば〜な男子が多いのは理解できるけど。直近でなにか大型イベントあったっけ？」

　文化祭のラストで告白すると結ばれる、みたいなジンクスもうちの学校では聞いたことないし。そもそも文化祭は秋で、今はまだ春だ。

「……あれ。アヤタカ、ガチでド忘れしてる？」

「多分そうっぽい。恥ずかしながら教えていただけますと」

「ヒント。もうすぐ五月。五月初頭はなんのシーズン？」

「……！　パパさんは家族サービス、ママさんは家にいる子どもたちの面倒を見つつ家事をこなさなければいけないあのシーズンか！」

「目線が保護者だね!?」

　そう、ゴールデンウィークでした。
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　その日の夜。

「見て見てお兄ちゃん！」

　史穂が部屋から、なんか段ボールと色画用紙で作られた自由工作のようなものを持ってきた。

「おー。力作だな。で、これは一体？」

「家事ルーレット作ったの！　今日の家事を誰が担当するかルーレットで決めるやつ！」

　ルーレット部分を史穂が勢いよく回す。からからから〜、と小気味良い音を立てて回転し、やがて止まった。ルーレットの針は俺の名前のエリアを指している。

「こんな感じで、その日の家事担当の決定に使えるよ！　今日はお兄ちゃんね！」

「ほほう、よく作ったな。けど、史穂のエリアだけやたら狭くないか？　ソシャゲのＳＳＲ排出率くらい小さくないか？」

　ルーレットのほぼ半分に「レナ」、もう半分に「フミタカ」、そして全体の一パーセントくらいに本当にちっちゃな文字で「シホ」と書かれている。よくこんな狭い範囲に文字書いたなと感心するレベルだ。

「ふふん。これだけエリア小さくするの苦労したんだから。だいじょーぶだいじょーぶ！　このルーレットはデイリーだから、百回回せば一回くらい引けるって！」

「うーん。お兄ちゃんとしてはその努力を別の方向に活かしてほしかったなー」

　あれ、このツッコミ、昼間露本さんにされたような。

「…………。あ、いつもの兄妹漫才終わりました？」

　綾崎あやさき家のやりとりにも慣れてきたようで、レナもすっかり塩対応になった。まあ、俺も史穂も物怖じしないタイプだから、これくらいでちょうどいい感じはする。

「すまんレナ。もうちょっとだけ続く。ほら史穂、家事当番は事前に決めた通りだから、このルーレットは部屋にしまっておきなさいね」

「うー……。もうすぐゴールデンウィークだから、その間に家事分担をこれで決めちゃおうと思ったのに」

「？　golden weekとは？」

　レナがネイティブな発音で問いかけてくる。

　そっか、考えてみればゴールデンウィークって、日本の祝日がまとまって休みが続いている状態だから、海外には存在しないのか。

「ゴールデンウィークっていうのは、日本の大型連休の一つだ。ちなみに、たまに秋にも祝日が重なった結果連休が生まれるときがあって、その場合はシルバーウィークって呼ばれるときもある」

「なるほど。祝日が続くことはカナダでもありますが、その現象に名前をつけるのは日本らしいですね」

「日本らしい、のか？　よくわからないけど」

「ええ。日本語はやたら名詞が多いことで有名ですから。よく言われるのは、同じ夜明けを示す言葉でも、未明、黎明れいめい、明け方、あかつき、あけぼのなどいろんな言い方があります。英語だと全部まとめてdawnですから」

「えっと？　ドーンがバーンで、春はアケボーノってこと？」

「いかん！　理解力を超えた会話に、史穂の脳がオーバーフローしている！」

「えぇー……。そんなんでhigh schoolの授業についていけるんですか……？」

「それは大丈夫。いざとなったらお兄ちゃんに教えてもらうから！」

「うむ。任せておけ」

　妹に勉強教えられるように、常に成績は上位を維持してきたからな。俺の兄力を舐めるなよ。

「まあ、だいぶ話は脱線しちゃったんだけどさ。もうすぐ連休だし、レナはどこか行きたいところとかあるか？　日本の観光名所とか」

「お兄ちゃん。あそこは行かないの？　いつもの展望台」

「うーん。あそこは父さん母さん揃い踏みのときに行かないと、二人が拗ねるからな。今年は別のタイミングにしたほうがいいんじゃないか？」

「あー、たしかにー」

「なにか先約があるのでしたら、私の都合は気にする必要はありませんが……」

　レナはまたそういうこと言うんだから、もう。

「違う違う。毎年、家族四人で遠出する恒例行事があるってだけ。今は両親二人ともいないし、次に帰ってきたときにでも行くだろうさ」

　仕事が忙しい両親なりの、子どもと触れ合う時間なのだろう。それを受け入れてあげるのも子どもの務めだ。まったく、子どもも楽じゃないね。

「まあ、そういうわけだから、せっかく日本に来たレナに、日本のいいところ紹介したいじゃないか。寿司も気に入ってもらえたし」

「むぅん……。まあ、お兄ちゃんがそう言うなら……」

　若干不服そうにしながらも、納得してくれた史穂。すまんな。今度埋め合わせするから。

「というわけで、レナ。どこか行きたいところとかあるか？　宿泊が必要な距離は難しいけど、日帰りで通える距離だったら大概は案内できるぞ」

「ふむ……」

　レナは顎に手を当て、しばらく考え込んでいたが、

「でしたらその……いくつか見てみたいと思っていた場所があるのですが……」

　おずおずと、やや恥ずかしそうに言った。
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　そんなわけで、ゴールデンウィーク当日。

「忘れ物はないか？　ハンカチとティッシュはポケットに入ってるか？　スマホの充電はバッチリか？　不審者に出会ったときのための護身術はちゃんと覚えてるか？」

「両手を組んで引っ張るとか、相手の手首側に腕を回すとかでしょ。もう耳にタコができるくらい聞いたよー」

「いや、そんなものまで教えるのは流石にsis-comの域を超えているのでは……？」

　何を言う。可愛い妹に身を守る術を教えるのは当然のことであろうに。

「ならばよし。体調も大丈夫か？　食べ過ぎもよくないけど、空腹だと乗り物酔いとかしやすくなるからな。朝ごはんは足りたか？」

「もー、お兄ちゃん、いくつのときの話してるの！　もうあんなふうに酔ったりしないってー」

「だといいんだが……。お兄ちゃんはいつだって心配なのよさ」

「まあ、convenience storeなら道中にいくつもあるでしょうし、なにかあったらそこに寄ればいいでしょう。そろそろ兄妹漫才終えてもらっていいですか？」

　レナに急かされ、三人で家を出る。

　レナの「行ってみたい場所リスト」のうち、いくつかは都内にあったため、今日はそれらを巡っていく予定だ。複数の地区を回るため、朝早くから出かけての長丁場となる。

　一つ目の目的地はそれほど遠くなく、各駅停車で数駅挟めば辿り着く距離だった。改札を出て、スマホの地図機能を頼りに道を進み、そして……。

「ここ、か？」

　辿り着いたのは、都内に流れる川にかかる橋だった。よく整備、清掃された綺麗な橋ではあるが、観光名所感はあまり感じられない。少なくとも俺は橋の名前を聞いてもピンとこなかった。

　だが、レナの様子はというと、

「wow……」

　態度にこそ出さないものの、思わず使い慣れた英語が出るくらいには喜んでいるようだった。

「あ、あの、荷物なのですが……」

「ああ。俺が持ってるから、満足いくまで見てきていいよ」

「かたじけないです……！」

　俺がレナの荷物を受け取ると、レナはスマホを手に橋に駆け寄っていった。いろんな角度から写真を撮り、ときには自分を入れた自撮りまで撮っている。

　しかし、都内に川と橋があるのは確かに珍しいが、さりとて純和風建築の、歴史ある橋というわけでもない。一体どのへんがレナの琴線に触れたのだろうか。そもそも、日本在住の俺たちが知らない観光地を、レナはどうやって知ったんだ？

「……ふむ？」

　レナだけでなく、橋全体を見てみると、とある場所に人が集まっているのに気がついた。いや、場所に集まっているというより、その角度から橋を見るために集まっているような……。

「お、アニキー、こんな画像がありましたぜぃ」

「急にどうしたのその口調」

　ツッコミつつ、史穂が差し出してきたスマホの画面を見る。

　画面に映っているのは、アニメのワンカットのようだった。女の子二人が橋の上で話しているシーン。その女の子たちが立っている橋というのが……。

「この橋の名前で検索したら、このアニメのカットで描かれてる背景のモチーフがこれなんだってー」

「なるほど。聖地巡礼ってやつか」

　アニメの舞台となった土地や、ゆかりのある建造物などを見にいくことを、聖地巡礼と呼ぶらしい。俺も人並みにマンガやアニメを嗜む口だが、このアニメは見たことなかった。

　とすると、あっちに集まっている人たちも巡礼者なわけか。多分、あの角度から見る橋が一番アニメの画角に近くなるとかなのだろう。

　あ、レナもそのことに気づいたらしく、集団のほうに向かっていった。写真を撮っている人に混じって、自分も橋を撮っていた。

　……一応、橋ではなくレナを撮っている不届きものはいねぇがーと睨みを利かせていたが、大丈夫そうだな。

「お待たせしました、お二人とも。……なんです？　その生温かい目は」

「「いんや、別に？」」

　趣味嗜好は人それぞれだ。それに日本のアニメやマンガは海外でも人気だと聞くしな。俺はいいと思うぞ。

「くっ……。正直言いたいことはありますが、今日は付き合ってもらっている身分なので我慢します。さあ、次行きますよ」

「よきよき」

「いきますかねぇ」

「ぐぬぬ……！」

　歯を食いしばり、なにかを堪えるレナ。いや、そんな怒ることでもないと思うよ？

　さておき、レナの言う通り、次の目的地へと向かう。今度は電車に乗らずとも、ここから徒歩で向かえるらしい。地図アプリを開き、再び案内に沿って歩き出す。

　そうして歩くこと十数分後。

「ここ、で合ってるよな」

「名前聞いたから思ってたけど、やっぱりアニメグッズのお店だったんだねー」

「べ、別によいではないですか……」

　レナが恥ずかしそうに顔を逸らした。

　史穂の言う通り、辿り着いたのはアニメショップだった。先ほどの聖地巡礼の件もあるし、ほぼ確定だろう。

　レナがそういうものに興味があるとは今日まで知らなかったが、恥ずかしがっているところを見るに、わざと隠していたのかもしれない。別にいいと思うけどね。

「べ、別に、日本のsubcultureは海外でも人気が高いですし、私の周囲の人間も好んで見ている者も多かったですし、私が日本文化の研究の一環として嗜たしなんでいても何もおかしな点はないかと思いますが……！」

　おおう、早口。やっぱり恥ずかしかったんかな。

「べつに、気にしなくてよくない？　むしろ今どきは、流行りのアニメの話ができないと話題に乗り遅れるような時代だしさー」

「そうそう。好きなものを好きと言うのをはばかる必要はないさ。俺も妹が大好きだし、自分の好みに胸を張っていいと思うぞ」

「……私は史穂ちゃんほど立派に張れる胸も、史隆さんほど太い肝もないので」

「へーきへーき！　レナも小さいわけじゃないし、これから大きくなるって！」

「そうそう。肝の太さなんて心の持ちよう次第さ」

「what a pain……。この二人、皮肉が通じない……」

　英語でなんか言ったあと、諦めたように、レナがアニメショップに入っていく。俺と史穂も深く考えずあとに続く。

　店内はマンガやラノベの新刊が並んでいる区画から始まり、既刊が収められている本棚、キャラグッズが並んでいるコーナーなどに続く。

　奥にある商品棚に置いてあるアレはなんだろう。画材的な？　マンガを自分で描く人向けなのか？　その隣の区画には布やウィッグが売られているし、コスプレグッズコーナーなのか？　そんなものまで網羅もうらしているのか。すごいなアニメショップ。

「あ、このキャラわたしも知ってる。ＣＭもたくさん流れてるソシャゲのキャラだよね？　女の子みんなかわいいよねー。わたしこの緑の髪の子が気になってるんだけど、どんな子？」

「それは貴重な刺突属性範囲attackerで重宝されているunitですね。性格的には、potentialの高さを買われて入団させられたものの、当人は非常に臆病おくびょうで何かにつけて逃げようとする悪癖あくへきがあります。だからこそ、覚醒eventで勇気を振り絞って「逃げない」と宣言する場面が印象的で……」

　そこまでよどみなく語ったあと、我に返ったのか、レナは誤魔化すように咳払いした。

「……まあ、知らないgameの話を聞かされても、退屈かと思いますが……」

「え？　なんで？　面白いよ？　わたしの知らない面白いものが、世界にはたくさんあるんだなーってなるもん。それでそれで？」

「ま、まあ、私の浅学でよければいくらでもお聞かせしますが……」

　まんざらでもなさそうな表情で答えるレナ。そのまま、グッズにプリントされているキャラの解説を再開する。

「オタクに優しいギャル、実在していたのか……」

　話を聞いていたらしき近くの他の客の発言。うむ。史穂がギャルかどうかはともかく、うちの史穂は偉い子なのだ。

　さて、後方腕組み兄貴面するのはこれくらいにして、若い二人が楽しんでいるようだし、俺は邪魔しないようにしよう。

「じゃあ俺、併設されてるあっちのカフェでお茶飲んでるから、買い物終わったら呼んでくれ」

「あ、史隆さん。コラボドリンクのランダムステッカーに欲しいものがあるので、できればステッカー付きを注文してもらえると……」

「了解。任せておけ」

　妹に欲しいと言われたら、なんとしてでも手に入れるのが兄の務め。

　そのステッカー、コンプしてしんぜよう。
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「ぐっ……。さすがにカフェラテ五杯はきつかった……」

　アニメショップでの買い物を終えたあと。

　俺は店の近くにあるコンビニで胃薬を買う羽目になっていた。

「やーいやーい。わたしには酔わないように気をつけろとか言ってたくせにー」

「ぐぬぬ……」

「ええと……。これ私が悪いんでしょうか……？」

「気にしなくていいよレナ。お兄ちゃんが先走って変なことするのはいつものことだから」

　史穂にも辛辣しんらつなことを言われたが、妹のためなら我が身を犠牲ぎせいにしてでも願いを叶えるのが兄というものだ。

　もっとも、今回は一枚目のステッカーの時点でレナの欲しいキャラが引けてたから、本当に先走ってただけなんだけどね！

「せめてどのcharaか先に伝えておくべきでした……」

「気にするなレナ……。お腹はタポタポだが、後悔はしていない……」

「いや、再発防止のために後悔か反省かはしてもらえると」

　怒られてしまった。ぴえん。

「さておき、次の目的地に移動するか。次も聖地巡礼なのか？」

「いえ。次は両親から『日本に行ったらぜひ見てほしい』と言われた場所です。せめて写真だけでも撮って送ってあげようかと」

「おお。そういうことなら向かってあげないとな」

　レナの両親、厳密には史穂の両親で、レナの育ての親というややこしい関係ではあるが、親子仲は良好のようだ。兄が妹を思う気持ちと同じように、親が子を思う気持ちに血の繋がりは関係ないのだろう。

　さて、お腹の痛みは兄力で押さえ込むとして、また地図アプリを開いて経路を確認せねば。

　っと、スマホに目を落とした一瞬のことだった。

「Excuse me!」

　英語で声をかけられた。顔を上げると、見るからに外国人観光客、という感じの男性が話しかけてきている。

　ただ、話しかけた対象は俺でも、レナでもなく……。

「へ？　わたし？」

「Yes! That logo printed on bag is japanese popular animestore,right? Could you tell me that’s store location? （その買い物袋のロゴ、アニメショップのものですよね？　お店の場所を教えてもらえませんか？）」

「お、おーう、いえー、うぇーい……？」

　史穂が話しかけられて戸惑っておる。あれか？　髪の色で英語圏の人間だと勘違いされたか？

　くっ、助けに入りたいが、俺も英語は高校英語レベルだ。なんなら高校卒業してないから最終学歴中卒だ……！　ネイティブな人たちと会話できるとは思えない……！

　とはいえ、困っている妹を見て見ぬ振りなどできない。とりあえず割って入って……。

「Shall I have a moment?（ちょっといいでしょうか？）」

　レナが俺より早く、史穂と外国人観光客の間に割って入った。史穂と俺に目配せし、そのまま外国人観光客と会話を始める。

　男性の目を見て話を聞き、適宜相槌あいづちを打ち、話を聞き終えると身振り手振りを交えながら男性からの質問に答える。なにを話しているのか俺には理解できなかったが、レナは問題なく意思疎通できているようだった。

「「…………」」

　思わず史穂と顔を見合わせてしまった。こうして見ると、レナは本当に外国育ちなのだなぁ。

「I got it! Thank you kind person! （親切にどうもありがとう！）」

「You’re  welcome. （お気になさらず）」

　会話が終わったのか、男性がレナに挨拶したあと、後ろにいる俺たちにも手を振って去っていく。

　レナも手を振り返し、男性が離れていったのを見届けてから、一息ついた。

「ふう……。お待たせしました。解決した模様です」

「それならいいけど……。さっきの人はなんだって？」

「私たちがさっきまでいたアニメショップの場所を探していて、お店のロゴが入った袋を持っていた史穂ちゃんに場所を聞こうとしたみたいです。なので普通に道を教えてあげました」

　外国人男性と話していたときのボディランゲージ込みのコミュニケーションとは一転して、いつものすまし顔で淡々と語るレナ。やっぱ外国だとああいう振る舞いが基本なのだろうか。

　そんなレナに、自分の髪をいじりながら史穂が言った。

「ほえー……。今更だけど、やっぱりレナってそっちの文化圏の人だったんだね〜……」

「まあ、生まれも育ちも海の向こうなので。逆に言えば、向こうに住んでいれば当たり前にできることなので、たいしたことではありませんよ」

「いやいや。俺は英語喋れないし、英語と日本語の両方喋れるだけでもレナはすごいと思うぞ」

「だから、たいしたことでは……。い、いいから行きましょう」

　照れを誤魔化すように、率先して歩き出すレナと、ついていく俺たち。とはいえレナは道がわからないだろうから、またアプリで経路を調べなくてはな。

　っと、その前に。

「史穂。それ」

「あ、うん。ありがと」

　史穂が持っていた荷物を代わりに持つ。話しかけられる要因となった、アニメショップのロゴの入った袋も一緒に。

　髪の色と持っていた袋が原因で、さっきの外国人観光客から同じ観光客仲間だと思われたんならいやだな、とか考えていそうだからな。

「……デュクシっ」

　なぜか史穂に脇腹を殴られた。

「なにさ」

「ふーんだ」

　理由も言わず、先を歩くレナの隣まで駆けていく。まあ、本気で怒ってるわけではないのは、お兄ちゃん歴十五年の俺にはわかる。ちょっと気を回しすぎだと、言外に伝えたかったのかもしれない。

「ほら、史隆さんも早く行きますよ」

「で、お兄ちゃん。次の目的地までのルートは？」

「荷物持ちと道案内の両方押し付けるって、なかなか鬼畜だね君たち」

　まあいいんだけどね。頼られてこそのお兄ちゃんだから。
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　その後も、レナが希望した目的地を見てまわり、昼食を挟んでさらに次の目的地に移動し、夕暮れ時には予定をコンプして帰路に就くことになった。

　帰りは時間がかかることを承知で、各駅停車のローカル線を選んだ。予想通り連休中にも関わらず乗客は少なく、三人で席に座る余裕もあった。

「しかし、日本の観光地は気が利きますね。買ったお土産をその場で郵送できるなんて。海外まででも問題なく郵送できるのは驚きました」

「それが日本の『侘び寂び』ってやつなんだろうな。よく知らんけど」

　電車の座席に腰掛け、隣に座るレナとたわいもない雑談に花を咲かせる。

　ちなみに史穂は反対隣の席に座り、俺の肩にもたれかかって寝息を立てている。昔から遠出すると帰りは電池が切れるのだ、この子は。

「カナダのご両親へのお土産、もっとたくさん買ってもよかったんだぞ？」

「いえ、父はともかく、母は日本人なのでそんなに珍しがらないと思うので。『日本観光楽しんでるよ』ってわかるものであれば、なんでもいいでしょう」

「そういうもんかな……」

　まあ、レナがそう言うならそれでいいのかもしれないけど。

　ちなみに、レナのご両親に買ったお土産は、日本伝統の茶器、湯呑みだ。レナは夫婦二人分だけ買おうとしていたが、そこは俺が口を挟んで三人分の湯呑みを送らせた。両親の分だけでなく、一人娘である自分の分も一緒に送ってあげたほうが、寂しくないはずだからと。レナはなにも言わなかったが、神妙な顔で自分の分の湯呑みも選んでいた。

「……こんなときに聞くことでもないかもしないけどさ。いくら日本を見てみたかったからって、両親のもとを離れるのは寂しくなかったのか？」

　うちの両親も仕事で家を空けがちだから、正直俺は両親と多少距離があっても寂しくないが。でも史穂が海外に行くと言い出したら寂しくて泣いちゃうと思う。

「もちろん、寂しいと思うときもありますよ。というか、日本に慣れるのに必死でそこまで考える余裕なかったのに、今日史隆ふみたかさんが『両親も寂しがってる』って言い出したせいで急に寂しくなりました」

「それは……ごめん」

　いらんこと言ったかもしれん。

「いえ、おっしゃるとおりだとは思ったので。両親もきっと寂しがっていると思います」

　そう言って、電車の窓の外を見つめるレナ。はるか遠くにある、生まれ育った地に想いを馳せているのだろうか。

「……大切なものは、失ってみてはじめて分かる、なんてsubcultureではありきたりな言い回しですが……。私も、寂しいと感じるということは、それだけ両親のことを大事に思っていたのですね……」

「…………」

　自分を育ててくれた両親が、実は血が繋がっていなくて、本当の両親を訪ねてはるか異国の地まで訪れる。今のレナはどんな心境なのだろうか。俺には想像もつかない。

「レナは……血が繋がってないって言われたとき、どう思った？」

　こんな質問をして怒られるかとも思ったが、レナは特に反発することなく「そうですね……」と考え込んだ。

「逆に、史隆さんは史穂ちゃんと血が繋がっていないと聞かされたとき、どう思いました？」

「うーん……。やっぱり、いまだに実感わかないというのが正直なところかな。史穂が生まれたときからずっと一緒にいたわけだし。血が繋がってないって言われても、それでなにか不都合があったかと言われると、特にないし」

「お気楽ですね。うらやましい……」

　一定の速度で走る電車が、ガタゴトと、規則正しく揺れる。揺れと西日の暖かさもあり、史穂でなくとも眠気を誘う環境だ。

「……やっぱり、史隆さんのそれって、保護者側の発想だと思うんですよ。子どもの側としては、親だと思っていた人間が実は他人でした、って言われたら、なにを信じたらいいのかわからなくなります」

「……そうだな。そうなのかもしれない」

　取り違えになったのはレナと史穂であって、あくまで俺自身は両親と血が繋がっている。レナが抱えた葛藤は、俺が感じたものとは桁違いに大きいに違いない。

　レナの反対隣で寝ている史穂を見やる。史穂もやっぱり、レナと同じく思い悩んでいるのだろう。この子は深く考えないことを処世術としてる節があるから、あんまり思い詰めないでほしいが……。

「でも、思い切ったことをしたよな。わざわざ日本まで来るなんて」

　両親との間に血の繋がりがないことを知り、自分のルーツを確かめようとする。その気持ちはわからないでもない。

　けど、血の繋がりはないとはいえ、今まで育ててくれた両親のもとを離れ、はるばる海を越えるというのは、なかなか驚きの行動力だ。

　俺の言葉に、レナは肩をすくめた。

「まあ、取り違えの件が決定打になったのは間違いないですが……。それはそれとして、日本は一度この目で見ておきたいとは思っていたので」

「それはやっぱり、ご両親の影響？」

「それもありますが……。……私の苗字、覚えていますか？」

「如月だろ？　如月きさらぎレナ」

　こないだ一年生に聞き込みしたときに、同級生たちからは「如月さん」と呼ばれているらしいことを知ったからな。そのときに思い出した。

「おや、覚えていてもらえたとは。ではさらに質問ですが、『如月』ってどういう意味かはご存知ですか？」

「ええっと……、なんかの季節を意味する言葉？　とかだっけ？」

　古典の授業で聞いたようなそうでもないような。なんだっけ……。

「不正解です。正解は、旧暦で二月を意味する単語でした」

「あーなんか、言われてみるとそんな気がしてきた」

　本当だよ？　知ったかぶりとかしてないよ？

　俺の様子に、レナはクスッと笑って、

「面白いですよね。二月なら二月って言えばいいだけなのに、どうして日本では同じ現象をさまざまな呼び分けをするのでしょう。英語ではFebruaryとしか表現しないのに。まあ、これはこれで語源などを調べてみると結構面白くはあるんですけど」

　揺れる電車の中で、レナは目を細めた。彼女しか知らない、彼女の過去を振り返っているのだろう。

「別に、髪が黒いのは向こうでもそこまで珍しくはなかったので、そこはあまり気になりませんでしたが。とはいえ、さすがに如月という苗字は目立ちましたね。なにせ日本語圏と英語圏で発音のクセが違うから、如月って発音できないんですよ」

「へぇ、マジか」

「ええ。発音できないせいで、最終的に『キャシー』って呼ばれたりしました」

「え、なんで？」

「如月が発音できなくて『キャサリン』になって、そこからさらに愛称の『キャシー』になったみたいです」

「ぷふっ……、なるほどな」

　ツボに入って、思わず笑ってしまった。如月、キサラギ、キャサリン……。たしかにちょっと似てるかもしれない。

　俺が吹き出したのを見て気をよくしたのか、レナはより弾んだ声で話を続ける。

「さすがにややこしいんでレナって呼ばせてましたけどね。まあ、それでなんでうちだけ変な苗字なのかってdaddyに聞いたときに、いろいろ教えられたわけです。日本って国があって、momはその国の人だから、苗字は他の子とちょっと違うんだよって」

「話を聞いててふと思ったけど、海外住みなのにお父さん側が婿むこ入りしたんだな」

「はい。母の実家が結構歴史が深く、仕事しやすさでカナダの父の一軒家にいますが、苗字は母のものを継いだみたいです」

「なるほどなー」

　たしかに、如月って珍しい苗字だし、歴史が古くても不思議じゃないかもしれない。

「しかも、『にょつき』って書いて『きさらぎ』って読むなんて、意味わからないじゃないですか。英語圏でもある発音が違うって次元じゃなくて、同じ字で複数の読みがあるとか、バカなんじゃないかと思いましたね。……まあ、それがきっかけで、日本と日本語に興味を持つようになったわけです。それからは両親から日本語を教わったり、海外でもlistenerの多い、日本のanimeを原語版で見てみたりと、そんな経緯で日本を学びました」

「そして今に至り、日本の観光名所で聖地巡礼していると」

「そ、それは、別にいいではないですか。他人に迷惑をかける趣味でもありませんし」

「いや、いいと思う。ただ、教えてくれなかったのは、お兄ちゃんちょっと寂しかったかなって思うわけ。家族なんだから、なにが好きでなにが嫌いかくらいは知っておきたいよ」

「……善処はします」

　誤魔化すように、レナは言った。

　まあ、こういうのは無理強いするものじゃないから、のんびり待っていればいいだろう。彼女のペースで歩み寄ってくれれば十分だ。

　それにしても、今日はレナの知らない側面がたくさん見れた日だった。日本のサブカルチャーが好きだってことも知れたし、外国人観光客相手に物怖じせず対応する姿なんて、さすが本場の人、って感じだった。

　まだ時間はかかりそうだけど、少しずつ兄と妹……家族になっていければいいな、と思う。

「最初はどうなることかと思ったけど、今はもう、レナがうちに来てくれて良かったと思ってるよ」

　俺が素直にそう言うと、レナはまた肩をすくめた。

「半分は日本人なのに、一度も日本を見たことがないというのもどうかと思ってましたしね。向こうでたびたび『japanっていいところって聞くけど、ホントかい？』と聞かれて愛想笑いを返すのも気まずかったですし」

「それは確かに気まずそうだな」

　そこはちょっと、髪が明るいからっていろいろ言われてた史穂に通じるものがあるかもしれないな、と思った。

「ふう……。たくさん喋ったから、少し疲れてきました。私も少し眠っても？」

「ああ。史穂なんてとっくに寝てるぞ」

　レナの位置からは見えないだろうが、もう一人の妹のほうはよだれを垂らして寝ている。俺の服の袖によだれついてるんだが。

「駅に着いたら起こすから、それまで休んでていいぞ」

「……では、お言葉に甘えることにします」

　そう言って、レナも目を閉じた。それほど時間も経たずに、史穂と同じように俺の肩に頭を預けて寝息を立て始めた。

「おやすみ、レナ」

　さて、正直俺も眠いが、そこは兄パワーで駅まで意識を保たせるとしよう。










五章　親しき中にも










　ゴールデンウィークも、残すところ最後の一日となった。

　前半はレナの行きたいところ、後半は史穂しほの行きたいところにそれぞれ遊びにいったが、最終日くらいは家でのんびりしようということになった。

「フンフ〜、フンフフ〜」

　流行りの歌を口ずさみながら、昼食で使った食器を洗う。史穂もレナもあまり洗い物が好きじゃないようだが、俺は「三人分」の食器を洗うのを結構楽しんでいる。

　洗い終えた食器を拭き、乾燥棚に並べる。エプロンを外してラックに掛け、リビングに戻ると、レナがソファでスマホを眺めていた。

「レナ、なんか見たいテレビ番組でもあったか？」

「？　いえ、特には」

「そっか。史穂が戻ってきたら食後のお茶でも淹れるよ」

「ありがとうございます。そういう史穂ちゃんはどこへ？」

「ゴールデンウィーク直前に作った、例の家事担当ルーレットを解体してるよ。力作ではあったけど、家事当番は平等にローテーションしないと不満が出るからな」

「あー……」

　デカくてリビングには置いておけないから、部屋にしまっておきなさいねって言ったら、「じゃあいらない」と解体することになった。力作だったんだけどな。

　さておき、いつもは食べ終えたらすぐに部屋に戻りがちなレナが、今日はリビングに残っている。このゴールデンウィークをきっかけに、気を許してくれたのかもしれない。

　相手が史穂だったらソファの隣に座るのだが、さすがにそこまですると嫌がられそうなので、食卓の椅子のうちの、一番ソファに近いものに座る。

　さて、なんて声をかけよう。雑談って、最初の一言が一番悩むよね。

「明日から学校再開だけど、レナは準備はできてるか？」

「おおむね終わっています。夕飯を食べ終えたらもう一度checkしようかと」

「偉い。史穂だったら『現実を思い出させないで！』とか言い出すところだ」

「あー、史穂ちゃんはそういうこと言いそうですね」

　レナがスマホに視線を落としたまま答えた。もしこれが食事中とかだったらスマホ見るのやめなさいと言うが、今はフリータイムなので目くじら立てるほどでもないだろう。話しかけたのは俺の方からだしな。

　それでも、せっかく一緒にいるのだから話したいので、かまちょする俺なのだった。

「スマホなに見てるか聞いてもよい？」

「まあ、別に隠すほどのことでもないので……。appligameの攻略siteです。最近遊んでいたappliが、日本語版とglobal版で微妙に違うことに気づいたので」

「え？　そんなことあるのか？」

「あるみたいですね。日本語版とglobal版で運営の支部が違うと、どうしてもcharaの実装timingも変わってくるので、そこで性能に微調整が入ったりしたのでしょう」

「へえ、そういうこともあるのか」

　俺も普通の男子高校生なので、アプリゲームもそれなりに嗜んだりはするが、海外のアプリ事情まではさすがに知らなかった。

「ちなみに、この手のgameはたいてい、global版のほうが規制が激しいです。海外のcommunityだと、日本語版と比べて露出が減らされたcharaの比較画像が出回って、userが嘆きの声を上げるのが通例ですね」

「なんというか、大変だなぁ……」

「まあ、私は日本語を学んだ関係で、日本語版をplayできていたので、あまり関係のない話でしたが」

　肩をすくめるレナ。海外育ちなのもあって、こういうリアクションがちょっとアメリカンだ。

「さすがレナ。かしこい。天才。マルチリンガル。俺の鼻も高いよ」

「……。普段からこの態度を取られたら、史穂ちゃんがああいう育ち方をするのも納得がいきますね……」

「それはいい意味？　悪い意味？」

「半々ですかね」

　半々かー。完璧な教育など存在しないとはいえ、俺もまだまだ修行が足りないな。

「わたし参上！　なんか今、わたしの話してた？」

　仮面なライダーみたいなポーズをとりながら、史穂が現れた。

「おつかれ。ルーレットどうなった？」

「解体してゴミ袋に入れといた。次の燃えるゴミの日に、ゴミ捨て担当の人よろしく〜。……わたしじゃん」

　悲報。史穂力作ルーレット、燃えるゴミになる。諸行無常だ。

「それで、なんかわたしの名前出てなかった？　ない？　陰口？　実はわたしいじめられてる？　そういうのよくないと思いますー」

「そんなんじゃありませんよ。史穂ちゃんはいいお兄さんを持ったなって話です」

　え、そんな話だったっけ。

「まあね。うちのお兄ちゃんだからね。レナにも半分分けてあげてもいいよ？」

「本当ですか？　じゃあ右半分もらっていいですか？」

「いいよー」

「よくないよ。俺ちょん切れちゃうよ」

　俺の兄力をもってしても、さすがに真っ二つになったら生きてはいけないと思う。

「さて、史穂も戻ってきたし、お茶入れるか。史穂、一服したら明日の登校の準備進めなさいね」

「やー！　現実を思い出させないでー！」

「ははっ、本当に言ってる」




　　　　　◇◇◇




　そんなこんなで、新年度最初の大型連休であるゴールデンウィークが終わり、日常が帰ってきた。

　二年生である俺はともかく、一年生はクラス内の交友関係や人間関係が本格的に形成される時期だ。

　可愛い妹たちがぼっち飯を食べるようなことがないよう、兄としてしっかりフォローしてあげねばと思い、今日も今日とて一年生の教室の様子を見にいく俺だった。

「絶対大きなお世話だし、不審者の振る舞いだと思うなぁ……」

「その不審者に付き合ってくれてる露本つゆもとさん、優しいよね」

「うんまあ、アヤタカが不審者なのはどうでもいいけど、妹さんたちを不審者の妹にするのは可哀想だからね。やりすぎたら止めるからね」

「たしかに、俺は妹のこととなると見境がなくなるから、ブレーキ踏んでくれるのは助かるよ」

「自覚はあったんだ……」

　ため息をつく露本さん。ゴールデンウィークで一週間ほどブランクがあったはずだが、少し会話するだけで元の距離感が思い出せる。友達とはいいものだ。

　さておき、まだゴールデンウィークが明けて間もないからか、今日は大した情報は得られなかった。昼休みも終わるし、今日の調査はここまでにしよう。

　二年生の教室に戻りつつ、暇なので隣を歩く露本さんに話しかける。

「そういえば露本さんは、ゴールデンウィークはなんか面白いことあった？　俺は妹たちといろんなところに出かけたくらいだけど」

「……そういう話、普通は最初にするものじゃない？　妹の身辺調査より先にさ」

「普通に忘れてた。あと微妙に話すタイミングなくて」

　クラスだと、俺と露本さんはつるむグループが違うのである。異性なこともあるし、露本さん人気者だしな。……俺にだってつるむ男子グループくらいあるよ。ほんとだよ？

「アヤタカ、妹の話題がないと私に話しかけてくれないの、普通にどうかと思う」

「それはごめん」

　今日だって露本さんのほうからついてきてくれたもんな。俺は妹だけでなく、友達ももっと大事にするべきなのかもしれん。

「まあいいんだけどね……。我が家もこれといって特別なことはなかったよ。妹も近所の子ども向けアトラクションパークで満足してくれたし。それ以外の日は友達の家に行ってたから、私は家でのんびりできたしね」

「あおちゃん、ゴールデンウィークを満喫できたようでよかった。露本さんは？　クラスの男子と遊びに行く的なこと言ってたけど」

　休日遊びの約束を取り付けるってなかなかのものだし、そのままその男子と付き合ったりするのだろうか。俺の交友関係の中でわかりやすくカレカノしてる奴がいないから、そういうときどう対応すればいいのかわからないな。

「……いや、その話は普通に理由をつけて断ったよ。クラスメイトとはいえそんなに親しい相手じゃなかったし」

「そうだったのか？　露本さん、誰とでも仲がいいから、そういう距離感の男子もいるのかと」

「これ、素で言ってるんだから相当な朴念仁ぼくねんじんだよね……。ほんと妹にしか興味ないんだから……」

　え、なんか急にディスられた？　俺、またなんかやっちゃいました？

「そりゃあ、クラスで敵を作らないように考えて振る舞ってはいるけどさ……。私、アヤタカが思ってるほど、親しい男子はいないよ？」

「え、それって……」

　俺が最後まで言い切る前に、教室の扉が見えてきて、露本さんは早歩きで教室へ入っていってしまった。

　露本さんは、俺が思っているほど男子と仲良くないらしい。

　それってつまり……。

「俺とも別に、友達と呼べるほどの間柄じゃなかった、ってコト!?」

　ショックだ……。
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「……ということがあったんだ……」

「そういうことじゃないと思いますけど……」

「たぶんお兄ちゃんが悪いよ、それ」

　夕食の折。

　いつもは二人の学校であったことを聞く時間だが、今日は逆に、俺の相談に乗ってもらうことにした。

　女子のことは女子に聞くのが一番だろうからな。幸運にも我が家には女子が二人もいるし。

「まず、いくらかわいい妹が心配だからって、さすがに一年の教室まで様子を見にくるのはどうかと思うよ？」

「同感です。やってることが普通にstalkingですよ。うちの同級生たちにへんな負担をかけないでください」

　あ、しまった。流れでそのことまで話してしまった。

「はい。誠に申し訳ございませんでした。二度とこのようなことが起こらないよう、再発防止に努めますので、ご容赦のほどをお願いいたします」

「なんかの会社が不祥事起こしたときのやつかな？」

「しかもこの企業、上層部の首をすげ替えて、反省したふりをしているだけとみました」

　するどい。

「しょうがないじゃないか。今年は史穂だけでなくレナも面倒見ないといけないから、どうしても大掛かりな調査が必要になるんだよ」

「そうだね〜。お兄ちゃんの家庭内ストーカーは今に始まったことじゃないしね」

「いえ、私のことはわりと放っておいてほしいのですが……」

　だめです。お兄ちゃんである以上、妹二人の素行をチェックする役割があります。

「まあ、話を戻すけど。史穂さんや、さっき『お兄ちゃんが悪いよ』とおっしゃいましたが、どうして俺が悪いとお思いで？」

「いや、だって……ねえ？」

「そう、ですよ……ねえ？」

　史穂とレナが顔を見合わせた。なにそのリアクション。

「ねえレナ。どこまで話しちゃっていいと思う？」

「その露本さんという方のprivacyもあると思いますので、あまり核心に触れる話をするべきではないかと。核心には触れずに、史隆さんが自分で気付けるように誘導するのが最善ですかね」

「うわぁ、わたしそういう細かいの苦手〜。レナ、メインで話すの任せちゃっていい？」

「仕方ありませんね……」

「さんく・ゆー。お礼に今度、シャンプー切れたとき代わりに詰め替えてあげる」

「もうちょっと大きなお礼してほしいのですが」

　ため息をつくレナと、けらけらと笑う史穂。女子高生同士の他愛もないやりとりって感じだ。

　ともあれ話はまとまったらしく、レナが俺をまっすぐに見据えて口を開いた。

「まずは、ですね。史隆さん。露本さんは史隆さんのこと、親しい相手だと思っているはずです」

「本当か？　なんか、友達じゃないみたいなこと言われたけど」

「史隆さんの勘違い、というか解釈違いです。『史隆さん以外に』、親しい男子はほとんどいない、というnuanceだと思われます」

「そうなのか……」

　俺と違って、男女問わず誰に対しても親しげに接していたから、てっきり親しい男子も多いのかと思っていたのだが……。

「ともあれ、嫌われているわけではないようなら安心したよ。とりあえず、明日謝ってくる」

「なんと謝るおつもりで？」

「それは……俺のわがままに付き合わせてごめん、とか？」

「なるほど。いつか夜道で刺されますね、この人」

「なんで!?」

　俺の解答、そんな悪かったかなぁ!?

「いいですか史隆さん。謝罪するpointがズレていると、相手を余計に怒らせる場合があります。今回の史隆さんの解答は、まさにそれです」

「ち、ちなみに、俺の解答、点数をつけるとしたら何点くらい？」

「十五点くらいですかね。赤点追試確定です」

　手厳しい……。

「わたしはゼロ点でいいと思ったけど。十五点もつけちゃうの、レナの採点緩めだね〜」

「ちゃんと『ごめん』と謝ってますからね。世の中の謝れない人たちと比べれば赤点とはいえ得点は与えていいかと」

「たしかに。わたしも悪いことしたなーと思ったらちゃんと謝るようにしよっと」

「あの……採点基準はわかりましたんで、具体的な模範解答など伝授願えますでしょうか……？」

　お兄ちゃん、わりとダメージ受けたので、早いとこ正答を理解してメンタル回復させたいっす。

　俺がそう言うと、レナは顎に手を添えた。

「ふむ……。そうですね。まず、史隆さんは露本女史のことをどう思っているのですか？」

「女史」

「そこはあまり気にせず」

　日常生活でなかなか聞かない表現に意識が持っていかれてしまった。失敬失敬。

　さておき、どう思っているかと急に問われると難しいな。

「普通に、いい友達だと思ってるよ。話も合うし、よくいろいろ相談に乗ってくれるし」

「……。話が合うとおっしゃいましたが、たとえばどんな会話をするのかお聞きしても？」

「ああ。いつもは妹との接し方とか、距離感とか相談に乗ってもらってる。露本さんにもあおちゃんって妹がいるから、話が早いんだ」

　今回は逆に、露本さんについて二人に相談に乗ってもらってる状態だけどな。

「……史穂ちゃん、どう思います？」

「いやー、どう考えても話が合うんじゃなくて、合わせてもらってるよ、ゼッタイ」

「ですよね……」

　二人して呆れ顔でため息をつく。え、なんかだめだったん？

「……そうですね。史隆さん。史隆さんの好きなものはなんですか？」

「妹」

「もうちょっと悩んでくれます？」

「てゆーか、妹の前で堂々とそれ言う？」

　事実なんだからしかたないじゃんよ。

「まあ正直予想された返答なので、この際それはいいです。じゃあ、露本さんの好きなものはわかりますか？」

「……い、」

「ちなみにこの場合の好きなものは、好きな食べ物とか、趣味とかの話であって、史隆さんみたいに『妹』と答える人間はいないものとします。で、改めて、露本さんの好きなものはご存知ですか？」

「……い、イリオモテヤマネコとか好きそう……」

　レナと史穂がため息をついた。ごめん。正直俺も無理があると思いました。

「史隆さんと三分話せば重度のsis-comであることはわかりますが。普通は交流を重ねてお互いのことを理解していくのが友達というものなのではないですか？」

「そーそー。レナもアニメ好きだって最近になるまで教えてくれなかったしねー」

「照れくさかったんですよ。茶化さないでください。……さておき、友達を名乗るにしても、それ以上の関係になるにしても、相手のことを知らないというのはよくないと思いますね」

「おっしゃるとおり……」

　確かに、言われてみると、俺は露本さんのことをなにも知らないかもしれない。

　俺と同じく妹がいて、俺と違ってクラスでは人気者。でも、知っているのはそんな上辺の情報だけだ。なにが好きで、なにが嫌いかとかは、全然知らないかもしれない。そんな間柄で友達扱いするなんて、お笑い種だ。

「そっか……。やっぱり、仲がいいと思っていたのは俺だけで、露本さんは俺に付き合ってくれてただけなんだな……」

「いや、そこまで付き合ってくれる時点で、露本さんも相当……」

「レナ、そろそろ教えすぎかも」

「あっと……、助かります史穂ちゃん。というわけで史隆さん。私たちからのadviceはこれくらいということで。あとは自力で頑張ってください」

「ファイトだよお兄ちゃん！　だいじょーぶ！　お兄ちゃんには妹がいるんだから、友達がいなくたって生きていけるよ！」

「仲直り失敗する前提で話してない？　まあとにかく、わかった。頑張ってみるよ」

　相談はひとまず終わりということで、喋っている間に食べ終えていた料理の食器を台所へ運ぶ。今日の台所当番は俺だし、このまま洗ってしまおう。　

「それにしても、こんなシスコンお兄ちゃんのどこがいいんだろうね？」

「まあ、世の中には色々な性癖がありますから。というのは言い過ぎとしても、多少やりすぎの気はあるとはいえ、面倒見の良さは確かですから。そこを気に入る方がいても不思議ではないのでは？」

「えー、それは困るかも。お兄ちゃんにはずっとわたしのお兄ちゃんでいてほしいしなー」

　俺が食卓を離れたあとも、二人の会話は続いているようだった。

　二人が仲良くしてくれて、お兄ちゃん嬉しいぞ。

　あの二人ほどじゃなくとも、露本さんとは関係修復しないとな……。




　　　　　◇◇◇




　翌日。

「露本さん。ちょっといいかな？」

　ホームルームが始まる前の朝。教室で堂々と露本さんに話しかける。また同級生にあらぬ誤解をされそうだが、そこは気にしないことにする。

　席に座って参考書を眺めていた露本さんは、俺を一瞥いちべつしたあと、手元に視線を戻しながら、

「妹になにか言われた？」

　と言った。鋭い……。

「たしかに、アドバイスは求めたけど……。俺なりにあのあと、いろいろ考えたから、話をさせてほしい。だめかな？」

「……まあ、いいけど。いつがいい？　お昼休み？　放課後？」

「じゃあ、放課後で」

　早いほうがいいかなとも思ったが、やはり放課後にファストフード店で飯を食いながらダベるのが俺たちらしいかなと。

「いいよ。予定空けとく。ただし奢りね？」

「うっす……」

　最近出費が激しいなぁ……。まあ、俺の自業自得なんだけどさ。

「あれは……どういう状態なんだ……？」

「露本さんから告白して、アヤタカが『一晩考えさせてほしい』って言って、今日答えを伝える……とか？」

「いや、だったら放課後わざわざ一緒にどこかいく必要ないだろ。俺は逆に、アヤタカが『友達から始めましょう』って言われて、猛アタック仕掛けてる最中と見たね」

　うるさいぞ外野。聞こえとるねん。

　まあ、それは必要経費と受け入れるしかない。大人しく席に戻り、授業の準備を始める。

　ホームルーム、授業、昼休みを挟んでまた授業、とお決まりのルーティーンをこなして放課後。正直、授業には全然身が入らなかったが、普段から予習復習をしっかりしておいたおかげでなんとか乗り切れた。

　荷物を通学鞄に詰め込みながら、露本さんの席をチラ見する。露本さんも同じように帰り支度をしていた。自分から話しかけるべきか、露本さんを待つべきか、そこが問題だ。

　というか、クラス中がなんとなく様子を窺い、聞き耳を立ててる気がする。なんだなんだ。そんなに俺と露本さんの関係が気になるか。

　……そりゃ気になるわなぁ。露本さんはクラスのみんなと仲がいいが、俺はクラスで浮いてる側だし。

「おまたせ。じゃあ行こうか」

「あっはい」

　いつのまにか露本さんがすぐ近くまで来ていた。先に教室を出ていく露本さんを、慌てて追いかける。教室を出る直前、ちらと教室の中を覗いたら、やっぱりみんな慌てて顔を逸らしたような気がした。

　すたすたと先に行ってしまう露本さんを追いかけ、靴を履き替えて校門から外へ。帰路である駅前へ向かいつつ、駅近のファストフード店が並んでいるエリアに足を踏み入れる。最近よく通るな、この辺。

「今日はどこに行く？」

「え？　あ、いや、露本さんが行きたい場所でいいよ。特にないなら……ファミレスとか？」

　Ｑ．なに食べたい？　Ａ．なんでもいいよ。はＮＧだと聞いたので、とりあえずファミレスを提案。理由は単純に、今回の話は長そうだから、長居しやすい場所がいいかなと思ったからだ。

「まあ、いいんじゃない？」

　そう言うと、露本さんの足が近くのファミレスへ向かった。正解だったようで、内心胸を撫で下ろす。こんなに気をつかって接する相手は、妹以来初めてだぜ……。

　ファミレスに入り、案内された席でとりあえずポテトを注文。露本さんの分の水まで持ってきて、席に座る。

「…………」

「…………」

　露本さんは沈黙を貫いている。気まずいよぅ……。

　とはいえ、呼び出したのは俺だ。俺から口を開くのが筋だろう。大丈夫、今日一日、授業中に会話パターンはシミュレーションしてきた。とりあえず『昨日は気が利かなくてごめん』と謝って……。

「で、妹たちにはなんて言われたの？」

「うぇ!?　え、あー……。なんだったかな……？」

　やばい。出鼻をくじかれた。いやもしかしてわざとか？　露本さんのトーク力なら、逆に相手にトークさせない方法とかも得意そうだし……。

「で、どうなの？」

「あ、あー、いや、とりあえず全面的に俺が悪いって。詳しい理由までは教えてくれなかったけど」

「うん。そう言われて、アヤタカはどう思ったの？」

　学校の先生に怒られてる気分だ……。しかも高校じゃなく、小学校くらいの。

「露本さんを怒らせたのは俺だから、俺が悪いのは間違いないと思った。でも正直、なんで怒らせたのかまではわからなかったし、そういうなんか、気の利かなさみたいなのが、露本さんを怒らせた原因なのかなと」

「まあ、ある程度あってる」

　コップの水に口をつけ、露本さんが語る。

「前に話したよね？　アヤタカ、妹のことしか考えてないって。レナちゃんが日本に来たてくらいの、新学期のときに」

「いっつも同じようなこと言われるからいつかまでは覚えてないけど、言われてると思う」

「そういうとこだぞ」

「すみません……」

　迂闊なこと言うんじゃなかった……。今はひたすら平謝りのときだ。

「別に、妹を最優先するのはいいんだけどさ。アヤタカの長所でもあると思うし。でも、そこそこ長いこと一緒にいるのに、私のこと全然わかってないなって思ったら、急にイラッとしちゃってね」

　露本さんは頬杖をつき、顔を背けた。

「だからまあ、昨日はムキになった私にも非はあるとは思う。もう怒ってはないよ」

「いや、露本さんが怒るのも仕方ないって。俺も妹たちに言われて、初めて露本さんのこと全然知らないなって思ったし。妹たちに言われるまで気づかなかった俺が全面的に悪い」

　コップの水を勢いよく飲み干す。緊張のためか、結構喉が渇いていたらしい。

「だからまあ、その……、改めて言うと恥ずかしいけど、露本さんのことを教えてほしい。趣味とか、好きなものとか」

「ふーん……」

　頬杖をついて顔を背けたままだが、なんとなく、露本さんの雰囲気が柔らかくなったような気がする。

「ちなみに、現時点でアヤタカは私のことをどれくらい知ってるの？　たとえば、さっき好きなものって言ったけど、アヤタカは私はなにが好きだと思う？」

「……ジャンクフードとか？　よく食べてるし」

「それはアヤタカがそういう場所に呼び出すからじゃないかなあ！　普通に女の子をジャンクフード好き扱いするの、デリカシー死んでるからね!?」

「ご、ごめん……」

　ガチギレだった。しまった、今の発言でここまでの努力を台無しにしたかもしれん……。

　と、そのとき、顔だけ猫を模した配膳ロボットが注文していたポテトを運んできた。ナイスタイミング。

　ポテトをテーブルに載せ、ロボットの画面をタップして帰らせる。そしてポテトを露本さんに差し出しつつ一言。

「え、ええと……、食べます？」

「今の話の流れでジャンクフード渡すの、どういう神経してるの？」

「俺もそう思います。でも頼んじゃったし、届いちゃったので……」

「……まあ、食べ物に罪はないしね」

　そう言うと露本さんは、ポテトを三本まとめてつまんで、口の中に放り込んだ。思わず安堵のため息が漏れる。

「ほら、アヤタカも食べたら？」

「あっはい。謹んでご相伴に預かります」

「やめてよ。私が悪いみたいじゃん」

「滅相もございません。……あ、違うこのリアクションもだめだ。ごめんちょっと混乱してる」

　こういうところでキャパオーバーするの、俺も史穂のこと言えないな。そこはやっぱ兄妹ってことか。

　さておき、ちょっと話を整理しよう。えっと、そもそも今どういう状況なんだっけ。俺は結局、露本さんに許してもらったんだっけ？

「……まったくもう」

　ため息をつくと、露本さんはポテトを一本つまみ、つけあわせのケチャップを先端ですくったあと、

「ほら」

　そう言って、ポテトを俺の眼前に差し出してきた。

　いや、これは、いわゆるひとつの「あーん」と呼ばれる食べ方では？　史穂にはやったこともやられたことも何度もあるが、同級生の女子にそれをやられるのはなかなか精神的ハードルが高いぞ。

「ほら。私のポテトが食えないと申すか」

「あ、いえ、いただきます……」

　このポテトを頼んだのも、（おそらく）支払うのも俺なのだが……。いや、今の露本さんは俺にとって妹の次に偉いから、逆らうわけにはいかない。

　ええい、ままよ。気恥ずかしさをこらえて、口で受け取ってそのまま咀嚼そしゃくする。

「どう？　おいしい？」

「おいしい、です……」

　嘘ついた。正直緊張して、味はよくわからなかった。

　とはいえ、俺がポテトを受け取ったことで、露本さんはある程度納得したらしく、やや満足げな表情になった。

「よろしい。わかったら残りも半分食べて。私にジャンクフードを全部食べさせる気？」

「そういうわけでは……。いただきます」

　たしかに、俺が変に遠慮すると、これを全部露本さんに食べさせることになってしまう。

　皿の反対側からポテトをつまみ始める。最悪全部食べるつもりで、とりあえず半分食べてしまおう。

　俺がポテトをつまんでいる様子を眺めながら、露本さんは言った。

「まあ、ここまでの話をまとめると、別にアヤタカはシスコンのままでいいと思うけど、もうちょっと周りにも興味を持ったほうがいいと思うよ」

　それから小さな声で、

「具体的には私とか……」

　と呟いた。

「…………」

　ポテトを咀嚼しながら考える。

　中学の頃も、高校入学したてのころも、俺はほかの生徒たちと同じように友達を作ろうとした。

　だが、流行りの話題についていけないわりに妹の話ばかりするし、友達との予定よりも家事や妹のことを優先する俺は、『知り合い』まではいけても『友達』と呼べる相手はほとんどいなかった。体育でチーム競技をするときは普通に連携できるけど、二人組を作るときにあまりがちなくらいの、そんなポジション。

　まあ、体育は男女別だから、露本さんがいてもいなくてもそこは変わらないのだが……。さておき、妹をなによりも優先する俺なんかと友達でいてくれる露本さんには、感謝しかない。

　それもあって、露本さんに遠慮していたところもあったのだが……、もっと他人に興味を持てと言われたとおり、俺ももう少し積極的になってもいいのかもしれないな。

　……よし。

「露本さん」

「な、なに？　急にすごい真面目な顔になって」

　露本さんが面食らっている。ごめん。でも大事な話だから。

「さっき謝ったばかりの身で、非常に厚かましいとは思うんだけど……」

　俺はスマホを差し出しながら、露本さんに向かって問いかけた。

「……連絡先、交換してもいいかな？」

　実は俺は、露本さんの連絡先を何も知らなかったりする。

　友達のいない俺と、クラスの人気者の露本さんとか、一応男子と女子だしとか、いろんな理由で遠慮していたけれど、やっぱり友達って、こういうところで気兼ねをしない関係性だと思うから。

「……しょうがないなぁ」

　そう言いながら、露本さんはどこか、嬉しそうに見えた。











六章　実妹と義妹










　露本つゆもとさんと仲直りし、早数日。

「というわけで、露本隊長。本日も妹調査に出発するのであります」

「うむ。危険はなるべく避けるのだぞ。二重の意味で」

　仲直りしたとはいえ、俺のライフハックは変わらない。休み時間になったら妹たちの様子を見るために一年生の教室に向かい、バレないように一年生たちの様子を探る。

　ただ、以前と少しだけ変わったことと言えば……。

「あ。アヤタカ、ちょっと待ってて」

　そう言うと、露本さんは俺を少し離れた廊下に待たせて、一人で歩いていった。

　そして、通りかかった男子生徒に話しかける。

「ちょっとごめん。杉本すぎもとくん……だよね？　野球部の」

「は、はい。そうですけど……？」

「やっぱり。小堀こぼりくんが話してたよ。うちの部は捕手の層が薄いから、捕手志望が増えてありがたいって」

「先輩が……？」

　そのまま、なにやら一年生と話を続ける露本さん。あのコミュ力、まじで見習いたい。

　数分後、露本さんは会話を切り上げて帰ってきた。

「お待たせ。いろいろ情報仕入れてきたよ」

「さすが露本さん。略してさす本さん」

「うわ、センスなっ」

　そう、あれ以来、露本さんは俺の調査を積極的に手伝ってくれるようになった。

　はたしてあのやりとりを受けて、どうして手伝ってくれる気になったのか……。正直よくわからないが、下手に聞いても藪やぶ蛇へびになりそうなので口をつぐむことにする。俺は沈黙というコマンドの性能を理解したのだ。

「もちろん、タダで情報を渡すわけではないよ？　私がアヤタカの趣味に付き合ってあげてるんだし、代わりにアヤタカには、今度私の趣味に付き合ってもらうから」

「それはもういくらでも。なんなりとお申し付けくだせえ。げへへへへ」

「なんかこないだの一件以来、すっかり三下ムーブが染みついてきたね」

　妹の前だと肩肘張って立派なお兄ちゃんでいないといけないからな。ヒエラルキー下位にいるのはわりと気が楽で、正直ちょっと楽しんでる自分がいる。

「それで隊長。あの男子生徒からはどんな情報が取れたんです？」

「私が隊長なの、やっぱちょっとおかしいと思うけど……、まあいいや。多分、実際に見たほうが早いと思うからちょっと待ってて」

　そう言って、露本さんの指示通り、教室から少し離れた廊下の片隅でじっと待つ。廊下の人通りが少なくなったタイミングで教室の中を覗きに行こうという魂胆らしい。

　……ただ待っているだけというのも暇だな……。

「ちなみに、さっき露本さんの趣味にも付き合うって話になったけど、具体的にどんな趣味があるの？」

「あー、その話？　それじゃあ今度、ゲームセンターに一緒に行って、クレーンゲームで一番大きなぬいぐるみを取ってもらおうかな」

「なるほど、クレーンゲームか……。失礼かもだけど、露本さんがそういうのを好むっていうのは、ちょっと意外だった」

「いや、別にクレーンゲームが特別好きなわけではないんだよ。ただ、あれで景品を取ってもらうっていうシチュエーションに憧れがあるだけで」

「ふむ……。そういうもんですか」

　あまり経験がないので、取れるまでに結構散財する羽目になりそうだが……。まあ、必要経費だろう。

　それにしても、なんで露本さんは俺に取らせたいんだろうな。あれか？　他人の金で食う焼肉は美味い的な？

「お、そろそろ動くよ、アヤタカ隊員」

「イエスマム」

　廊下の人通りがほとんどなくなったタイミングを見計らって、露本さんが足音を忍ばせながら一年生の教室へと向かった。俺も同じく忍び足で後に倣う。そういうスニーキングゲームをやっている気分だ。

　やがて教室の前に到着し、扉の隙間から中を覗き込む。

「……あ、見つけた。ほら、あれ見てアヤタカ」

　露本さんが小声で囁きかけてくる。露本さんの視線を追い、俺も教室内を見渡す。

　おっ、レナ発見。数人のグループに混ざって会話している。グループのメンバーのほとんどが男子なのは気になるが……まあ、そんなもんだろう。

　もうちょい見渡した感じ、史穂は教室内にはいないようだ。さすがに四六時中一緒にいるわけではないだろうが、それぞれの友達ができたということだろうか？

「あのメガネの子がレナさんだよね？」

「ああ。そうだけど」

「うわ、露骨に声低くなった。やっぱ妹のそばに男子がいるのは不満？」

「まあ、妹に相応しい男なら認めてやらないでもないけど……」

　最低でも、クマを素手で撃退できるのが条件だな。やはりいざというときに妹を守れるフィジカルを見せてもらわねば。

　そういう視点で見ると、レナと話している男子たちはあまりフィジカルが期待できそうにないな。制服の上からでもそこまで筋肉がついていないのが見て取れる。史穂に馬鹿にされない程度に日々鍛えている俺のほうが、少なくとも腕相撲は強いだろう。

　ほかにも、失礼ながらふとましい男子もいるが、相撲取り的なたくましさは感じられない。筋肉の上から脂肪がついているタイプの体格ならまだよかったのだが。

　……というか、見ていて気づいたが、あのグループ、レナを含めてメガネ率が高いな。いや、俺もメガネなんだけどさ。

「そろそろ気づいた？」

「少なくとも、フィジカル面で俺の合格水準に達している人物はいなそうということだけはわかった」

「そりゃあ、アヤタカが求める水準、アヤタカ自身も満たせてないでしょ」

「…………」

　いや、そんなことはないが？　俺だって妹のためならクマを素手で撲殺できるが？　そんなシチュエーションが訪れないから試していないだけで。

　そんな話はさておき、露本さんが気づいていて、というかさっきの男子から情報を仕入れていて、俺にはまだ気づいていないことがあるらしい。なんだろう。視界内のメガネ率の高さとか？

　引き続き教室内を眺めていると、レナと会話している男子たちがスマホ片手に駄弁だべっているのが目に入った。うちのレナとの会話中にスマホを弄るとは何事か。

「あれ、今流行ってるアプリゲームをやってるらしいよ」

「ほほう？」

　そういえば、レナもなかなかやり込んでいるらしいことをこの間知ったような。

「ゴールデンウィーク以来、レナさんがそういうインドア趣味だってことを隠さないようになったらしくて、似たようなゲーム趣味のクラスメイト……特に男子と話す機会が増えたらしいよ」

「なるほど……。レナには今度注意したほうがいいかもな」

「なんで？」

「男子とは女子とちょっと会話しただけで好きになっちゃうチョロい生き物だからです。女子と接点の少ないインドア趣味の男子なんて特に」

「……そうなんだ。大変だね」

　その話でいくと、露本さんも気をつけたほうがいいけどね。特に俺に対してちょっと距離が近い気がするし。ほかの男子だったら勘違いしてるよ？

　…………ふむ？

「あ、やばい。史穂が来る。ちょっとごめん露本さん、ちょっと壁になってもらえる？　露本さんの面は割れてないから、ギリ大丈夫なはず」

「え？　いや、どこから……」

　露本さんが言い終えるより早く、俺は露本さんの陰に隠れた。間一髪、反対側の廊下から史穂がやってきて、教室に入っていく。露本さんが見慣れない顔だということには気づかなかったらしい。

「セーフ……！」

「いやなんで完全に見えてない状態から、史穂ちゃんが来るってわかったの……!?　妹レーダーでも搭載し……、……搭載してそう……」

　ご理解いただけたようで何より。

　史穂が参入した教室を、改めて外から窺う。史穂が来たなら大丈夫だ。俺は読唇術は使えないが、史穂の言動なら九割以上トレースできる。

　史穂は後ろからレナに抱きついた。ふむ、これは……。

『どーん！　なになにー？　レナなんの話ー？』

『以前話したappligameの話です。新charaの性能について議論してました』

『へー。見せて見せてー。……うわおっぱいデッカ。わたしより大きそう』

『スタイルがいい、露出が多い、性能がいいの三点は、売り上げを伸ばす上で重要なfactorですから。ところで重いのでどいてもらっていいですか』

『ヤダ。それで、レナはこのキャラは引いたの？』

『私は同属性のattackerを持っているので、今回は断腸の思いでthroughします』

『えー、残念。ガチャ回してるところ見たかったな〜』

「……ってところだろうな」

「うわキモ」

　二人の会話をアテレコしていたら、露本さんからガチでキモがられた。ちょっと凹む。

　引き続き眺めていると、男子生徒の一人が史穂に自分のスマホを差し出した。史穂はレナの肩越しに腕を伸ばして、スマホの画面をタップする。あの男子のアカウントでガチャを回しているのだろう。物欲センサーとか、いつもと違う場所でガチャを回すとか、ああいうのにはいろんな宗派があるらしいしな。

　しっかし、史穂は見た目が派手だから自然とスクールカースト上位側に入っていたが、それはそれとしてあまり女子と接点がなさそうな男子ともナチュラルに話せている。これは史穂の人徳がなせる技だろう。兄として鼻が高い。

　一方のレナも、自分から積極的に人と接するタイプではないものの、それが功を奏して、似たようなタイプとの連帯感を育んでいるようだった。そういうコミュニティの作られ方もありだと思う。

　これはまさに……あれだな。

「オタクに優しいギャルと、オタサーの姫……」

「史穂ちゃんギャル扱いしていいの？」

　いや、俺は史穂のことギャルじゃないと思ってるけどね。

　ただ周りからどう見られるかは別の話かと。派手というか映えるというか、いつからかそういうファッションを好むようになったのよな、あの子。

「しかし、オタサーの姫とオタクに優しいギャルがいる教室とか、どんなラブコメだよ……」

「いや、その二人と同居してるアヤタカがそれ言う？」

　願わくば、彼女たちの教室にラブコメ主人公が現れないことを祈る。

　ヒロインの兄で、主人公とヒロインの交際を邪魔する恋の障害ポジションになんて、絶対なってやらんからな。

「さて露本さん、バレる前に撤退しますか。次にやるべきことは、レナと親しい男子たちのプロフィールを調査することだな」

「執拗しつようでキモ怖い……」

「こんな男とクレーンゲームしに行って、本当に大丈夫？」

「自分で言うか」

　などと話しながら、俺と露本さんはこっそりと一年生の教室を離れ、自分たちの教室に戻ったのだった。




　　　　　◇◇◇




「ただいまー」

「お帰りなさい」

　放課後。俺が帰宅すると、リビングにいるレナから返答がきた。家に帰ると妹が待っているという環境は幸せなものだ。

「史穂は？　今日料理当番だったよな？」

「食材の買い物を済ませてから帰るから、遅くなるとのことです」

「なるほど」

　献立はその日の料理当番に一任してるからな。冷蔵庫にあるもので適当に作るもよし。帰りに食材を揃えるもよしだ。

　自室で制服から着替え、リビングに戻る。レナはソファの上で体育座りして、膝の上にスマホを乗せて操作していた。例のソシャゲをやっているのだろうか。

　俺も夕飯まで特に用事もないし、適当なテレビ番組でも見ながら史穂の帰りを待つか。

　などと思いつつ、リモコンを手に取ったとき、不意にレナが顔を上げた。

「そういえば史隆さん、今日教室覗きに来てませんでした？」

　ぎくっ。

　思わずリモコンを取り落としてしまった。

「……ナンノハナシカナー」

「すっごいカタコト。教室付近で見覚えのあるメガネ姿を見た気がしたのでもしやと思いましたが……やっぱり本人だったのですね」

「たまたまとおりかかっただけダヨー」

「ネタは上がってるんですよ。この間、露本女史について相談を受けたときも言ってましたし。罪を認めたほうが楽になりますよ？」

　妹の様子を見にいくのが罪と申すか。

　……まあ、同意を得てないし、罪かー。

「くくくっ、バレてしまっては仕方がない。そう、何を隠そう、犯人はこの俺だ」

「開き直らないでください」

「はい、すみません……」

　だって……教室にいるレナたちの姿が見たかったんだもん……。

　俺がしょんぼりしていると、レナはため息をついた。

「はあ……。まあ、史隆さんが史穂ちゃんを溺愛しているのはよくわかっているので、責めはしませんが。とはいえ、同居人が教師から注意される姿など見たくはないので、今後は控えてくださいね」

「ウゥ……。オ、オデ、ガッコウにいる二人が見たくて……」

「なんで急に、外見は醜いけど心は優しい怪物みたいな一人称になってるんですか。とにかく反省してください」

「はい……」

　怒られてしもうた……。

「……心配しなくても、私も史穂ちゃんもうまくやれてますよ。もう子どもじゃないんですから」

「いや、俺からすれば二人ともまだ子どもだし、仮にいくつになっても妹は妹だよ」

「…………。さっきまでオデだった人が、急に真面目なこと言わないでください。温度差で風邪ひきます。というか、私と史隆さん、一歳しか違わないじゃないですか」

「年齢はひとつしか差がなくても、お兄ちゃん歴は生きている限り伸びていくからな。これを覆すには、時間を操るしかないぞ」

「はいはい。史隆さんはお兄ちゃん歴を誇るより、彼女いない歴を終わらせる努力をしてください」

「これは手厳しい」

　妹たちを託すに足る男が現れて、二人とも無事に家を出たら考えるよ。それまでは俺の幸せより妹の幸せ優先だ。

　さて、ようやくリモコンを掴み上げ、テレビの電源を入れる。なにか面白い番組はやっているだろうか。

「ソファ、トナリ、オーケイ？」

「なんでさっきからカタコト多いんですか。別にそれくらいのことで確認を取る必要はありませんよ」

「それでは失礼しまして」

　許可を得たので、ソファに座る。史穂だったら平気でのしかかってきたりするが、相手はレナなので、距離感には若干気を遣っているのである。

　適当につけたチャンネルを見るでもなく見ながら、ふと隣に座るレナに雑談を振ってみる。

「こないださ、『如月きさらぎ』って二月を意味する単語だって話したじゃんか。あれ、結局なんで二月のことを指すのかってわかったりする？」

「なんででしたっけ……。ちょっと待ってくださいね、昔調べたはずなので」

　そう言うと、レナは自分のスマホの画面を叩き始めた。そう待たずに目的の情報を見つけたらしく、画面を見ながら口を開く。

「ふむ……。結局いくつかの説があるものの、答えはわからないようですね。有力な説は『衣更着』、寒さに備えて服を重ね着する季節だから説や、『気更来』、あたたかな陽気がやってくるようになる季節だから説、などがあるようです。……真逆の意味ですねこの二つ」

「ほんとだな。『秋茄子は嫁に食わすな』みたいだな」

「どういう意味ですか？　それは」

「これも解釈が二つあるらしくて。ナスは秋が一番美味しい時期だから、嫁に食わせるにはもったいないから自分で食べてしまえって説と、ナスは体温を下げる食べ物だから、これから寒くなる季節である秋には奥さんに食べさせるなって意味という説があるらしい」

「なるほど。私の人生観では性善説は採用されていないので、前者が由来だと思いますね。後者はなんというか、ナスに体温を下げる効果があるなんて、昔の人は知りようがないのでは？　と思いますし」

「そっかー。俺は逆に、昔の人だからこそ、理由はよくわからないけどこの食べ物はこういう効果がある、みたいなの詳しそうだと思ったけどな。ほら、人体のツボって、押すと効果があるのは証明されてるけど、医学的になんで効果があるのかはまだ解明されてないらしいじゃんか。それと同じで『理由はわからないけどナスを食べると涼しい』という経験が積み重なっていった結果なんじゃないかな」

「ふむ……。確かに、そのような解釈もありますか……」

　そこでレナは、ふと気づいたように、

「かく言う史隆さんも、ナスが体温を下げるなんてこと、よくご存知でしたね。私は辛いものを食べると汗が出る、くらいしか知りませんが」

「うちの両親、家を空けがちだからな。妹に栄養あるものを食べさせようと色々調べてた結果だよ」

「なるほど。その努力の甲斐あってか、たしかに史穂ちゃんは大変優れた発育をしていますね。特に胸」

「お兄ちゃんその話題はちょっとリアクションに困るなー」

　史穂もデリケェ〜トな年齢なのでな。兄とはいえ異性の俺がそういう話題を口にするのは憚られる。

「たっだいまー！」

　玄関から元気な声が聞こえてきた。愛しの我が妹のご帰宅だ。

「おかえり、史穂」

「おかえりなさい、史穂ちゃん」

「ただいまー二人とも！　なんの話してたの？　わたしの悪口とか言ってたら家出してやるんだからね！」

「言ってない言ってない。俺がそんなことすると思うか？　むしろ陰に日向に史穂の自慢しまくってるよ」

「ああ、そういえば、陰口の反対は日向口というとどこかで聞きましたね」

「うわ、なんか難しいこと言ってる！　そうやって頭良さげアピールしてー！　我が家ではそういうの禁止です！」

「そんな難しいことは話してないと思うぞ？」

「はい。あくまで雑学の延長かと」

「あー！　そうやって似たようなリアクション取るのもわたしの芸なのにー！　ずるい！」

　自分で芸って言っちゃうんだ。

「そう言わずに仲良くしておくれよマイシスター。そうだ、史穂は言語の違いで不思議に思ったことって、なにかないの？」

「え？　そうだな〜……」

　俺の問いに、うんうんと悩む史穂だが、なにかを思いついたように顔を上げた。

「わたし、英語で何曜日かっていまだに雰囲気でしか覚えてないんだけど、いい覚え方なにかある？」

「あー、それは有益な情報かもしれんな。俺もサーズデイとサタデイ、どっちが先だっけとか混乱することあるしな」

「……英語圏の身としては、tuesdayとthursdayのほうが覚えるのに混乱させられたものですが。なるほど、日本の発音ではそこで混乱するものなのですね……」

　レナは顎に手を当てて考え込んだ。こういうの理屈で考えるあたり、彼女は結構学者気質なのかもしれん。

「ふむ……。難しいですね。私にとっては、逆に生まれたときから当たり前のように英語を使っていたわけですから、そこに疑問を抱くことがありませんでした」

「「あー」」

　あるあるなやーつ。

「あれだよな。日本人はひらがなとカタカナと漢字を当然のように使い分けるけど、外国人からしたら意味わかんないってやつみたいだな」

「そう！　それは私も思いました！　alphabetなんて二十六文字しかないんですよ？　それはまあ、組み合わせで英単語になるので、それは覚えないといけないのは確かですが……。ひらがなやカタカナはどういうsituationで使い分けてるんだか未だによくわかりません……！」

「……わたし、今までで一番、レナの大きな声を聞いたかも」

「俺もそれ思った」

　日本に興味があったから日本語勉強したとのことだったが、やっぱり勉強中に鬱憤うっぷんがたまる瞬間もあったんだろうな……。

　史穂と俺の言葉に我に返ったらしいレナは、照れ隠しに咳払いした。

「……こほん。で、えーと、なんでしたっけ。英語での曜日の覚え方でしたっけ」

「うわ、強引に話戻したね」

「ああ、露骨ろこつに話逸らしたな」

「質問してきたのはそっちではないですか。まったく……。そうですね。月並みですが、なにかとっかかりがあると覚えやすいとは聞きますね」

「暗記科目の勉強でよく使われるテクニックだな。たとえば？」

「例えは……すぐには思いつきませんが。……いえ、日曜の日は、お日様を意味するsunなので、日曜日はsundayとかどうでしょうか。同じ理屈で、月曜日はmoondayなので mondayです」

「おー！　レナかしこい！　そっか！　じゃあチューズデイはツリーデイで木曜日なんだね！　……あれ？」

「……妹よ。チューズデイは火曜日だ。木曜日はサーズデイだ」

「史穂ちゃん……」

「し、知ってっしー。ちょっとこんがらがっただけだしー」

　まあ、今回は情状酌量の余地ありということで、執行猶予に留めといてやろう。有罪が確定したら勉強会だ。

「え、えーと。tuesdayは、そうですね……。どうしましょうか……、火曜、火星はmarsだし……。thursday……も、木星はjupiterだから全然違うし……」

　あかん。レナも混乱し始めてきてしまった。

　ここは兄力を発揮して、二人に冷静さを取り戻させねば。

「……そういえば、木星はなんで木なんだろうな？　火とか水とかはちょっとわかる気がするけど、木の星ってちょっとへんなチョイスじゃないか？」

　秘技、話を逸らすを発動。この技の効果により、二人の思考は比較的どうでもいいことに費やされる。

「……そうですね。実際、木星のほとんどはgasでできているそうですし、植物の印象はないですね。ちなみにthursdayの語源は、雷神トールの日だそうです。天候は植物や作物の成長に大きく関わりますから、雷を司る神は農家たちから深く信仰されていたとか」

　レナがメガネクイっ、しながら語る。よかった。若干正気に戻ったらしい。

「そう考えると、日本でthursdayを木曜日と呼ぶのも、不思議な気がしてきました。翻訳の都合でしょうか？」

「あれじゃない？　中国の五行ってやつ。火、水、木、金……あとなんだっけ？」

　史穂も正気に戻った。よかった、これで万事解決だ。

　目的は達成したが、せっかくだしこのまま雑談は続けることにする。

「ふむ。ちょいと待ってな」

　スマホでささっと検索検索ぅ。

「……ネットで調べたところ、残り一つは土らしい」

「それだぁ！」

「よく知ってましたね、史穂ちゃん」

「昔ゲームで出てきたからね。金属性ってどんな感じかあんまり想像できなくて、印象強かったから」

「なるほど……じゃあ日本は、五行の五つの属性と、そこに太陽と月の日月を加えて、七つの曜日にしたってことか。……いや、ちょっと『なんで？』って気持ちが残るけどな」

「まあ、五行思想自体は日本にも根付いていますから……。ほら、いわゆるjapanese fantasyの『陰陽道』にも、火から金までの五属性は登場するわけですし」

「おんみょーって、あれだっけ？　安倍あべの晴せい明めいがレッツゴーするやつ？」

「よくわかりませんが、多分半分くらいしかあってないと思います。実際、当時の陰陽道は、ある程度近代科学の側面も備えていたのですよ。中世の時代に錬金術から実際に科学が生まれたように、この向きに建物を建てたほうが日の光が入りやすい、つまり陰の気が集まりづらい、というような」

「ふむふむ………。ふむ？　ふむん……」

　あ、史穂のあのリアクション、よくわかってないときのあれだ。

　やばい。助け舟を出さねば。さて、どうするか……。

　秘技、話を逸らすを再発動。

「……どうでもいいけど、日曜日って、同じ漢字が使われてるのに、『にち』と『び』で読み方が違うの面白いよな」

「あー！　出ましたそれ！　日本語で一番いじわるだと思った部分です！　『日曜日の日付』とか言うと、さらに読み方増えるんですよ!?　わけわかりません！　あっ、というか日本の『日』も読み方違うじゃないですか！　うにゃあー！」

「「おっ、おう……」」

　頭を抱えるレナ。しまった、今度はレナが暴走してしまった。この秘技、二発目は効果を失うタイプだったか。

　まあ、あれだね。日本語って難しい、ってことだね。
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　別の日の放課後。　

　一年生と二年生のカリキュラムの違いで、三人の中で俺だけ家に帰るのが遅れた日のことだった。

「ふむ？」

　電車に揺られていると、テロン、とスマホが鳴った。史穂たちは二人とも家に帰ってるはずだし、夕飯の食材に買い忘れがあって『お兄ちゃん醤油買ってきて！』とかの連絡だろうか。

　などと思いつつ、スマホを確認。送信者の名前は少し意外で、面食らう。

「父さん……？」

　母さんと一緒に単身じゃない単身赴任をしている、父親からの連絡。こんな平日になんの用だろう。

『レナちゃんはうまくやってる？』

　そういえば、レナが我が家に来てからちょうど一ヶ月くらいだったな。親として聞きたくもなるか。

『問題なくうまくやれてるよ』

　さくっと返事をしたためて送信。さて、電車が駅に着くまでもう少し時間がかかるな。なにをして時間を潰そうか。

　テロン。返事が即座に返ってきた。平日やぞ。仕事してください父さん。

『どんな感じ？』

　どうと言われても、普通にやってるとしか。

　続けて連絡が来た。暇なんか父さん。

『向こうの親御さんから、レナちゃんがうまくやれてるか聞かれちゃって』

「ああ、なるほど……」

　親として、子どもの心配をするのは万国共通か。しかし、俺にではなくレナに直接聞けばいいのではないだろうか。

『レナからは連絡してないの？』

『質問しても、短文で返されすぎてよくわかんないんだってさ』

「ははっ、なるほどね」

　思わず笑ってしまった。でもレナが両親に楽しそうに連絡している姿は想像できないから、そういうもんなのかもしれない。

『史隆も史穂も全然連絡してくれないし(T T)』

　顔文字つけんな。

　しょうがないだろ、思春期なんだから。両親と腹を割って話すとか難しいんだよ。俺もレナも。

『心配しなくても、俺たちももう子どもじゃないんだから、上手にやってるよ』

　親からしたら、子どもはいくつになっても子どもなのかもしれないが。

　俺も史穂もレナも、もうちゃんと分別のある年齢だ。お互い支えあってやっていけるさ。

「…………」

　既読がついてから、しばらく返事は返ってこなかった。スマホの向こうで父さんも言葉を選んでいるのだろうか。

　……我ながら、父さん相手だとちょっと乱暴な態度になってしまうのはなんでなんだろうな。思春期だとか、史穂の親代わりとしてのプライドとか、色んな理由があるんだろうけど。

『困ったことがあったら、いつでも相談するんだよ？』

　結局、ほどなくして返ってきたのは、そんなありきたりな言葉だった。

『わかった。そのときはまた連絡する』

　既読スルーしてもよかったけど、そうすると父さんあとでうるさいから、それだけ返す。

　とはいえ、相談するようなことはおそらく起きないだろう。自分で言うのもなんだが、史穂の親代わり兼お兄ちゃんとして常に一緒にいる俺のほうが、父さんたちより史穂のことをよくわかっているだろうからな。

　それに、史穂だけでなくレナのことも、日本に来てから面倒見ているのは俺なわけだし。父さんには悪いが、レナのことも俺が保護者代わりとして振る舞ったほうが丸く収まる気がするし。

　などと考えているうちに、家まで帰り着いた。それこそ娘たちの出迎えを期待する父親のような心情で、玄関の扉を開く。

「ただいまー」

　……あれ？

　いつもだったら史穂が出迎えてくれるか、史穂が手が離せないときは代わりにレナが声をかけてくれるのだが……。

「二人ともー？」

　リビングまで行くと、台所で睨み合っている二人の姿があった。今日の食事当番は、たしかレナだったか。

　俺の帰宅に気づいた史穂が、レナのほうを指差しながら声を上げた。

「ちょっと聞いてよお兄ちゃん！　レナったら、ゴミ捨てるとき全然分別してくれないんだよ!?　今だってペットボトルゴミ箱に入れようとしてたんだから！」

「カナダではまとめて燃えるゴミとして扱いますし、プラスチックだって燃えますし、よいではないですか」

　ははーん。なるほどな。文化の違いが原因で口論になってしまったと。

　まあ、育ってきた環境が違うんだから、それくらいは仕方ないさ。今回は、レナに日本式のゴミの分別を覚えてもらって、史穂にも厳しい言い方しないようにねと言い含める、という方針で、話をまとめるとしよう。

「まあ二人とも。一旦お兄ちゃんに任せなさい」

「だいたいレナは大雑把すぎるんだよ！　この間だって、学校のゴミ箱にちゃんと分別しないで捨ててたでしょ！」

「くっ……！　確かに、日本の分別ruleの複雑さには困らされてますけど……！　史穂ちゃんにだけは大雑把とは言われたくないです！　私が大雑把だと言うのなら、史穂ちゃんは何事なにごとも適当じゃないですか！」

「あー！　言ったなー！　学校であんだけわたしにフォローさせといて！　日本に慣れてないレナにあれもこれも教えるの、すごく大変なんだからね！」

「それを言うなら、移動教室やら課題やら、史穂ちゃんだって頻繁ひんぱんに忘れてるじゃないですか！　あれですか、史隆ふみたかお兄ちゃんが見ていてくれないとなんにもできないんですか!?」

「……！　……いいじゃん、妹なんだから！　お兄ちゃんに頼ってなにが悪いの!?」

「二人とも、落ち着け。その辺にしておけ」

　間に割って入る。だいぶヒートアップしてるな、二人とも。

　この状況じゃ、お互い謝らせようとしても逆効果になりそうだ。少し頭を冷やさせるか。

「まあ、アレだ。今日の料理当番は俺が代わるから、史穂は先にお風呂にでも入っちゃえ。レナもまあ、ご飯ができるまで適当にくつろいでくれ」

「……仕方ありません。この場は史隆さんの顔を立てましょう」

「ふーんだっ」

　史穂は鼻を鳴らして、お風呂に直行してしまった。それを見届けてから、レナも自分の部屋へと戻っていく。

　ここ最近、ようやくレナがリビングでくつろいでくれるようになったのになぁ……。

「いや、史穂のほうも結構やばいな……」

　俺に言わなかっただけで、史穂も史穂でかなりフラストレーション溜まってたみたいだな……。あの子、一度拗ねるとだいぶ引きずるから、この状況はかなりめんどくさいぞ。

　さて、どっちから攻略したものかね。

「とりあえず、めし作るかぁ……」

　その後、『全員家にいるときは、三人揃ってご飯を食べる』という、最初に決めたルールは守ってくれたため、食卓には二人とも顔を出してくれたが……。

「……あー、レナ。今日のは口に合うか？」

「ええ、まあ。お気になさらず」

「そ、そうか……。史穂は、おかわりよそおうか？」

「いーよ。自分でやる」

「そ、そう、か……」

　気まずい……。

　その日の食卓は、レナが綾崎家にきて以来、一番静かだった。
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　翌朝。

　今日の朝食当番は俺だったので、二人より早起きしてキッチンで準備に取り掛かる。もっとも、朝食当番でない日も、同じ時間に起きてニュースを見たり授業の予習をしたりしているのだが。

「「あっ……」」

　史穂とレナが、同時に部屋から出てきた。お互いに目を合わせ、そしてすぐにそっぽを向く。お互い、まだ謝る気はないらしい。

「おはよ、お兄ちゃん」

「おはようございます、史隆さん」

「あ、ああ。おはよう」

　俺にだけじゃなくて、お互いにも挨拶してほしいなぁ……。

　それ以降は一言も発さず、席に着いてスマホを見ている二人の前に、トーストとサラダ、スクランブルエッグの洋風朝食セットを並べる。最後に自分の分を置き、俺自身も席につく。

「「「いただきます」」」

　声を揃えて挨拶し、食べ始める。その日の食卓は、昨日の晩よりも静かだった。

「ごちそうさま。わたし今日はもう行くね」

　食べ終わるなり、史穂が席を立つ。

　特に用がない限り、いつもは三人で同じ時間に家を出ている。そして今日、史穂に朝の用事があるとは聞いていないが……なんのために早めに発つのか、なんて聞くのは野暮だろう。

「では史隆さん、食後のコーヒーでもいかがですか？　私が淹れますよ」

「えと、じゃあいただこうかな……」

「…………」

　史穂が不機嫌そうに俺を睨んだ後、踵を返して玄関に向かった。俺が一緒に出発してくれないことが不満なのか、レナのコーヒーを飲むことにしたのが不満なのか。どちらにせよ、そんなに不満なら、家を出る時間をずらしたりしなければいいのに……。

　実際、俺としても、史穂から話を聞く時間が取れなくなるのでそれなりに困るのだが。まあ、いじいじモードに入った史穂はしばらく話を聞いてくれないから、仕方ない。

「どうぞ」

「あ、どうも」

　レナから差し出されたコーヒーを受け取る。カップから香りが広がり、鼻腔をくすぐる。

「……なあレナ。ああいうの、よくないぞ？」

「何がですか？」

「史穂に聞こえるように、俺にコーヒー飲むか聞いただろ」

「すみません。性格悪いもので」

　悪びれもせず、コーヒーの入ったカップを傾かたむけるレナ。こっちもこっちで、だいぶおかんむりみたいだなぁ……。

　コーヒーをすする。美味しいはずなのだが、状況が状況なだけに、味を楽しむ余裕はなかった。

　まあ、二人とももう高校生なんだし、いつまでも子ども扱いはできない年齢だ。そのうち自分たちで仲直りするだろう。

　兄としては、時間が解決してくれるのを待つだけさ。
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　一週間後。

「露本さん、助けてくれ」

「おおう、単刀直入。なにがあったの？」

　結局、一週間経っても二人の様子は変わらなかった。

　毎日時間をずらして家を出るし、夕飯の時も一言も会話しないし、偶然顔を合わせてもそっぽを向く。

　そんな日々を一週間繰り返して、二人ともお互いに顔を合わせようとしない土日を過ごして、これはあかんと理解した。このままほっといても事態は進展しない。なんとかして仲裁しなければならない。

　というわけで、悩んだときや困ったときには、とりあえず露本さんだ。

「これは詳細を省くが、結論だけ言うと、妹関係のトラブル、略して妹いもうトラブルだ」

「うん。どうせそんなこったろうと思ったよ。前にも言ったけど、アヤタカが妹のこと以外で悩むことないでしょう」

「さすが露本さん。よくわかってるね」

「アヤタカと五分話せば誰でも理解できるような情報なんだけどなぁ……。とりあえず詳しいことは昼休みでいい？」

「もちろん」

　朝のホームルームが始まる前に声をかけ、昼休みに時間を取ってもらう約束を取り付けることに成功した。あとは昼休みまでの間に、話す内容を頭の中でまとめておかないとな。

　そんなわけで、全く身が入らない午前中の授業が終わり、昼休み。

　授業が終わると同時に、即座に立ち上がり、弁当を持って露本さんの席へと向かった。

「露本さん。さっそくいいかな」

「いきなりだねぇ。そんなに緊急度高いの？」

「うん。割とマジで」

「そっか……。わかった。ちょっと待ってね」

　露本さんはそう言うと、いつも一緒にお昼を食べているクラスメイトに声をかけに行った。今日の昼食お断りの話をしに行ったのだろう。申し訳ないことをしたな。

「史隆のやつ、教室で堂々と……」

「やっぱ前から付き合ってて、隠すのをやめたのかな……」

「いや、あの二人の距離感、ゴールデンウィーク明けあたりから変わった気がするし、やっぱこの間話し合ってたタイミングで付き合い始めたんじゃ……」

　クラスの男子の考察が聞こえてくる。別に付き合ってないし、ゴールデンウィーク明けは、むしろ俺が好感度下げ選択肢を選んでしまったがゆえのバッドイベントって感じだったよ？

「おまたせ。多分場所変えたほうがいいよね」

「あ、ああ、そうだね」

　妹のためならクラスメイトとの距離感など無視する俺だが、さすがに周囲の視線が痛いのは確かだ。教室のど真ん中でするような話でもないしな。

　弁当を手に教室を出る露本さんの背を追って、俺も教室を後にする。

　どこに行くのかと思いつつ後ろを歩いていると、最終的に屋上へ繋がる階段を登っていった。そのまま踊り場に繋がる最後の一段で立ち止まり、段差に腰を下ろした。

「ここでいっか。アヤタカもそんなところで立ち止まってないで、はやく登ってきたら？」

「露本さん、ここがどういう場所か知ってる？」

「どういう場所も何も、ただの階段の踊り場でしょう」

「いやまあ、そうなんだが……」

　屋上の扉は基本的に施錠されているが、屋上へ向かう階段の踊り場自体は普通に足を踏み入れることができる。そして滅多に人が来ないため、人目をはばかって男女がイチャつくのにうってつけの場所だったりする。

　ようするに、カップル御用達のポジションなのだ。生徒たちの間では公然の秘密となっており、先生方も公序良俗に反しないかぎり——つまりエッチな用途に使わない限り——黙認している。

　つまり、男女でこの階段の踊り場にいるというのは、カップル宣言をしているようなものなのだ。

　露本さんはそのことを知らずにこの場所を選んだのだろうか？　でも、露本さんがこういう噂に疎いとは思えないし、ううむ……。

「それで、妹たちの話はしなくていいの？」

「あ、ああ、そうだった」

　そうだ。カップル御用達の場所だとか、そんな話は妹たちのケンカの前ではどうでもいい。俺の優先順位は全てにおいて妹が勝る。

　覚悟を決め、踊り場の床にどかりと座り込む。せめてもの抵抗として距離を広めに取ったのは密に。密に。

「……ヘタレ」

「え？　ごめん、聞こえなかった」

「すごい。そのセリフ、難聴系主人公以外が使ってるの初めて聞いた。さておき、妹ちゃんズはどういう状況なの？」

「ああ。それなんだが……」

　俺は大まかに、ことの経緯を語り出した。
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「……っと、まあ、こんな感じなんだ」

「なるほどね……」

　俺が大まかに話を終えると、露本さんは思案顔を作った。

　ちなみに話している最中、何度か男女二人組がやってきて、俺たちという先客が踊り場を占拠しているのを見て去っていった。彼らにはカップルと思われたんだろうが、後の祭りだ。今は妹持ち同盟の仲間としてのアドバイスのほうが優先だ。

「うーん……。……うん？　う〜〜ん……？」

　露本さんが腕を組み、首を傾かしげる。傾げすぎてすごい角度になっている。髪の毛の先端がお弁当箱に入らないかちょっと心配なレベル。

「当たり前のことだけど、私とうちのあおも、歳は離れてるとはいえやっぱり普通に喧嘩はするんだよね」

「ああ。たしかに、露本さんたちと初めて会ったとき、爆発寸前って空気だったもんな」

「……初めて会ったときって、あおと、って意味だよね？　私たち一年のときから同じクラスだったからあの日が初対面なわけではないんだけど、日本語の複雑さとか、言葉のあやとかだよね？」

「も、もちろん」

　もちろん、あの日が初対面のつもりで発言しました。ごめんなさい。

「……さておき、私とあおも喧嘩はするけど、一番エスカレートしたときだって一日はもたなかったよ？　あおが子ども特有の癇癪かんしゃくを起こしただけで、翌朝にはすっきりしてたパターンもあれば、私が大人げなかったなって反省してこっちから歩み寄るパターンもあるけど」

「露本さんに非があるパターンは、あんまり想像つかないけどな」

「それは嬉しいけど、私への信頼値高すぎだよ。アヤタカ相手にもしょっちゅう怒ってる、気の短い女だよ、私は」

　俺の言葉に、ちょっと照れたように語る露本さん。気の短い人は、あんなにクラス内で上手に立ち回れないと思うけどなぁ。

「まあ、私の話は置いといて、今は綾崎家の話だけど。アヤタカから聞いてた感じ、レナさんはそんなに聞き分けよくないタイプとは思えないし、史穂ちゃんもアヤタカに叱られればちゃんと理解してくれる子だよね？」

「ああ。うちの自慢の妹だからな」

「はいはい。そんな自慢の妹たちが、ちょっとした喧嘩がそんなに長続きするのは、ちょっと違和感があるんだよね……」

　腕を組んで唸る露本さん。さっきめちゃくちゃ首を傾げていたのはこれか。

　たしかに、実は露本さんには話していない情報がある。ただの同級生に話すには重い内容かと思って伏せておいた、一番重要な情報が。

　そこを察するあたり、やっぱり露本さんは賢いな……。

「アヤタカ。レナさんをホームステイで受け入れるとき、なにか親御さんから言われたりしなかった？　たとえば……その、元の学校であんまり上手くいってなかったとか」

　露本さんが言葉を選んでいるのが伝わってくる。

　……ここまで来たら、隠しても仕方ないか。

「レナが向こうの学校でいじめられてたとかはないから、そこは安心してほしい。ただ……、これ家族しか知らないことだから、露本さんも秘密にしてほしいんだけど……」

「う、うん……」

　露本さんはなぜか頬を赤らめたが、真剣な表情で耳を傾けていた。

「実は、血が繋がっているのは俺とレナのほうで、史穂が向こうの親御さんの子らしいんだ。海外の病院で、取り違えがあったらしくて」

「え？　あ、ええ……？　そういう……？」

　やっぱり混乱してるなぁ……。そりゃそうだよな。俺も初めて言われたときは全然実感湧かなかったし。ここは露本さんの混乱が収まるまで静かにしていよう。

「ええ……。そんなことある……？　いやあるからそうなってるんだろうけど……。まじかぁ……」

　とまあ、そんな感じでひとしきり唸ったあと。

「あー、じゃあ、それで、本当の両親とか、本来の故郷とかを見に来た感じ？　高校生で？」

「実際はもう少し早い段階で知ったらしいけど。ただ、元から日本には興味があったって言ってた」

「まあ、あの苗字と名前があれなら、日本に興味持つのも自然だよね……。そっかぁ……。それで綾崎家に住むことになったと。なるほどなぁ……」

　ある程度混乱は収まってきたようだが、それでも露本さんは頭を抱えて考え込んだ。

「あー、なるほど、なるほどね……。いろいろ合点がいった。そういうことかー……。どうしようね、これ……」

「だいぶテンパってるところ悪いんだけど、この情報も踏まえたうえで、二人の喧嘩をどう仲裁すればいいか教えてほしい」

「はいはい。ちょっと待ってね、言葉をまとめるから」

　露本さんは顎に手を当てたり、虚空に向かって人差し指を回してみたり、いろいろ考えている素振りを続けていたが、やがて考えがまとまったらしく顔を上げた。

「えーとですね。まず結論から言うと、だいぶ拗こじれてます、これ」

「一週間経っても仲直りしない時点でいろいろ察してはいたけど、そんなに？」

「そんなに。下手すると綾崎あやさき家崩壊の危機レベル」

　なんか、えらいことになってるな……。

　姿勢を正し、気を引き締めて、露本さんの話の続きを待つ。

「まず大前提として、史穂ちゃんからしたら、レナさんは受け入れがたい存在なんだよ」

「なんでだ？　史穂もレナと打ち解けようといろいろしてたけど」

「仮に、ある日突然『史穂の本当の兄です』と名乗る男が現れて、史穂ちゃんを連れていこうとしたら、どう思う？」

「ブチ殺す」

　塵ひとつ残さん。生まれてきたことを必ず後悔させてやる。

「一瞬で沸点を超えるどころか、噴火したね……。立場は逆だけど、史穂ちゃんからしたら、レナはそういう存在なんだよ。いきなり現れて、アヤタカの妹の座に割り込んできて、自分に偽物の妹のレッテルを貼る存在。そんなのと仲良くできると思う？」

「いや……。でも、史穂とも話をして、納得はしてくれたし……」

「本当に？」

　露本さんが、俺の目をまっすぐに見て問いかける。

「本当に、心から納得していたの？　納得した〝フリ〟をしていたわけじゃなくて？」

「それは……」

　……わからない。俺は史穂の兄だが、彼女の全てを理解できているとは言い難い。

　兄である俺の手前、納得したというポーズだけとった可能性は、否定できない。

「……まあ、他人の心なんて読めないから、今の質問はちょっといじわるだったけど。でも、史穂ちゃんとしては面白くなかったと思うよ。私だって、『お姉ちゃんなんだから我慢しなさい』って何度言われたか」

　兄弟喧嘩の原因として、よく聞く話だ。お兄ちゃんなんだから我慢しなさいとか、小さい子をいじめちゃだめでしょとか。原因が下の子のほうにあったとしても、なぜか喧嘩両成敗みたいな扱いになってしまうという。

　俺は『お兄ちゃんなんだから我慢しなさい』どころか、『お兄ちゃんなので喜んで我慢させていただきます』みたいな考えで生きてきたが、それが普通の兄妹とはちょっと違うことくらいはわかる。

「いや……、もしかしたら、史穂ちゃんもわかってなかったのかもしれないね。私も、実はあおと血が繋がっていないなんて言われても、絶対ピンとこないもん。最初はよくわからず受け入れてたけど、時間がたって理解できるようになっていくと同時に、少しずつ自分が不満を抱いていることに気づいてきた、とか」

「ああ……。それはあるかもしれない」

　あの子は良くも悪くも、考えても仕方ないと判断したらすぐに思考を放棄する癖がある。そこがかわいいところでもあるのだが、さておき。

　レナが我が家にやってきて、一ヶ月とちょっと。

　その間、レナに日本の常識を教えたり、お互いの価値観をすり合わせたり、いろんなことがあった。

　それだけの時間と交流があれば、最初は実感が湧かないからと放置していた血の繋がりがないという命題に、向き合わざるを得なくなる。

　考えること自体が好きじゃない子だ。そういう状況に置かれているだけでストレスだろうし、自覚がないまま不満が募っていって、そのまま……ということなのかもしれない。

　以前、俺が「レナは学校に馴染めているか？」と聞いて、史穂が拗ねてしまったことがあった。

　あのときも、史穂どんな気持ちだったのだろうか。俺が史穂よりレナを優先していると感じてしまったのだろうか。

「……俺は、だめな兄だな」

「じゃあ、史穂ちゃんのお兄ちゃんやめる？」

　……わかってて言ってるな、これは。

「そんなわけないだろ。俺は人類が滅びても、世界が滅びても、史穂の兄を続けるよ」

「例えがよくわかんないけど、まあ、そう言うよね、アヤタカは」

　クスクスと笑う露本さん。ちょっとムカっとするが、下手に慰められるよりはよっぽどマシか。さすが露本さん、俺のこともよくわかってるな。

「とりあえず、帰ったら史穂と話し合ってみるよ。相談に乗ってくれてありがとう、露本さん」

　そう言って、残った弁当をかき込んで教室に戻ろうとするが……。

「いや、ちょっと待ってアヤタカ。まだ話は終わってないよ」

「んむ？」

　原因はわかったのだから、あとはその解決に向かって動くだけだと思うのだが……。まだ話が終わってないとは？

「さっきまでのは史穂ちゃんの話。でも、今回話し合わないといけないのは、史穂ちゃんだけじゃないでしょ？」

「うぐっ……。そ、そうだった……」

　今回は、史穂とレナの喧嘩を仲裁するのが目的だ。史穂とだけ話しても、解決には至らないかもしれない。

「じゃあ、レナ側の原因って？」

「それはね……」

　だが、そのとき、予鈴が鳴った。

「やば、お弁当全然食べれてないんだけど……」

「ごめん露本さん。放課後も時間もらっていいかな？　話の続きはそっちでってことで」

「まあ、乗りかかった船だし。ここまできて放置するのは後味悪いしね」

「『乗りかかった船』なんて表現、実際に使ってる人初めて見た」

「くだらないこと言ってないで早く支度しなさい」

　二人して急いで昼食の残りを平らげて、慌ただしく教室に戻るのだった。

　二人揃って教室に戻ってきたのを見て、クラスメイトからなんともいえない視線を向けられたが、意味は深く考えないことにする。
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　放課後。

「じゃ露本さん。俺下駄箱あたりにいるから」

「うん。またあとでね」

　ホームルームが終わると同時に、露本さんに一言かけておく。露本さんもクラスの友達に、今日一緒に帰れない旨を伝えてからくるらしい。我が家の問題につき合わせてしまって申し訳ない。

　クラスの男子からの、羨望と嫉妬の入り混じった視線に気づかないふりをしつつ教室を出る。そのまま下駄箱で上履きを履き替え、下校する生徒の邪魔にならないようはじの方に移動する。

　露本さんを待っている間、特にすることもないので、スマホで適当なニュースでも眺める。こういうとき、とりあえずスマホを見るの、現代っ子って感じだよなぁ。

　……そういえば、こないだ露本さんの連絡先もらってたな。わざわざ教室でクラス中の生徒の視線を浴びながら話しかけなくても、連絡すればよかったのではと今更ながら思う。すっかり直に用事を伝えるのが癖になってしまっている。

「おまたせ。待った？」

　露本さんが追いついてきた。靴を履き替え、こちらに歩いてくる。

「ううん、今来たとこ。……って言えばいいやつ？」

「デートだったらそれが正解だから、今のうちから言えるよう練習しておいていいかもね。さて、それじゃあ行こっか」

　そう言って、二人で校門を出る。足を運んだのは、いつものように駅前のファストフード店……ではなく。

「喫茶店？」

　ファストフード店の数々をスルーして、露本さんが足を踏み入れたのはコーヒーの看板が印象的なカフェだった。なんちゃらかんちゃらオーバードライブみたいな、必殺技みたいな商品名のドリンクがＳＮＳで人気なタイプのお店だ。

　まあ、話ができればどのお店でもいいので、一番安いコーヒーと、小腹が空いたのでクッキーを注文。先に飲み物だけ頼んで席を取っていた露本さんと同じ席につく。

「露本さん、今日は食べなくて大丈夫なの？」

「……まあ、たまにはね。いつも脂っこいもの食べてても、身体に悪いし」

　目を泳がせながら語る露本さん。

　あー……。これあれだ。体重が気になってきたやつだな、多分。女性にそういう話はデリケートだし、あんま触れないようにしよう。

「言っておくけど、アヤタカが頻繁に私を呼び出して買い食いにつき合わせたのも、原因の一つではあるんだからね？」

「ごめんなさい。というか、なんで考えてることわかったの」

「表情でだいたい読める」

　まじか。もっとポーカーフェイスを鍛えなければ。

　さておき。

「それで、本題に入るけど、レナのほうの問題って？」

「うーん……。それなんだけど……」

　アイスカフェラテのグラスを傾け、氷を鳴らしながら、思案顔を見せる露本さん。

「正直、こっちはよくわからないんだよね。データが足りてないというか。アヤタカも史穂ちゃんほどレナさんのこと、よくわかってないだろうし」

「ああ、恥ずかしながら、そのとおりだ」

　さすがに、知り合って一ヶ月ちょっとの相手と、十五年一緒にいる妹とでは、理解度に差がある。

「でしょう？　アヤタカでさえわかってない子のことを、又聞きの私が理解するなんて無理があるよ」

「じゃあ、どうすれば？　史穂じゃないけど、考えても仕方ないなら、わかる部分からやっていくしかないんじゃ？」

「それはそう。だけど、これは血の繋がりとか、妹がどうとかじゃなくて、もっとシンプルな人と人との話」

　そこまで言ってから、露本さんはなにかに気づいたように顔をあげた。

「……一瞬だけ話変わるけど、アヤタカ、史穂ちゃんと喧嘩したことある？」

「そりゃあ俺たち兄妹だって、十五年も一緒に生きてるんだから、喧嘩したことも十や二十じゃきかないさ。まあ、大抵は俺が先に謝って、そのあとなにが喧嘩の原因だったのか納得いくまで話し合うようにしてたけど」

　両親が不在がちで、兄であると同時に親代わりでもあった俺が、立派なお兄ちゃんになるために積み上げた努力の歴史だ。

「まあ、史穂ちゃん相手ではそうなるよね……。同級生とか、クラスの男子とかと喧嘩した経験は？」

「それも、多くはないけど一応ある」

「じゃあ、ぎりぎり理解できるかなぁ……？」

　若干不安げながらも、露本さんは俺をまっすぐに見つめて言った。

「あのね、アヤタカ。喧嘩して、お互いに自分が間違ってないって思ってるときってさ。——先に謝ったほうが負けた感じがしない？」

「あー……」

　目から鱗というか、俺にはない視点で、かつめちゃくちゃ納得のいく発言だった。

　たしかに俺も昔、史穂の髪にいたずらした男子を丸坊主にしてやったことがあったが、先生に促されても絶対に謝らなかったしな。そっちが謝るのが先だろうと。

　その史穂との喧嘩にしたって、俺から折れて謝ることが多かったけど、それは俺がお兄ちゃんだからであって。仮に同級生と喧嘩していたら、同じことをできる自信はない。

「アヤタカもやっぱ、そういう感情あるんだね。ちゃんと伝わったようでなにより」

　話を強調するためか、音楽の指揮者が指揮棒を振るうように、露本さんは人差し指を振ってみせた。

「だから言っちゃえば、先に謝ったほうが負けなんだよ、この状況。でも、史穂ちゃんと話をつけにいくってことは、史穂ちゃんに先に謝らせるってことでしょ？」

「そんなつもりはないけど……史穂がそう受け取る可能性は高い、か」

「そういうこと。だから史穂ちゃんだけじゃなくて、レナさんの事情も把握しておかないといけないわけ。史穂ちゃんだけ悪役にするわけにもいかないからね」

「なるほどな……」

　そうなると、レナ側の事情を理解して、その解決を目指さないといけないわけか……。

　ただ、そっちは俺たち二人で悩んでも答えが出ないとさっき結論が出たわけで。堂々巡りだな……。

「うーん……。レナさんは落ち着いた性格みたいだし、妹キャラな史穂ちゃんに反論されてムキになっちゃったとか？　私もアヤタカに正論で反論されたらかちんと来るしね」

「露本さんの中の俺って、そんな感じなんだ……」

　さすがに露本さんより常識あるとは思ってないけどさ……。

「さておき、レナも史穂を妹分みたいに見てたのは確かだと思うけど、それが原因ってわけではない気がするんだよな……」

「となるとやっぱり……生まれ育ちの問題、ってことかな……」

　生まれ育ち、と露本さんは言葉を選んでくれたが、要は血の繋がりのことだ。

　半分は日本人なのに、ずっと海外で暮らしていて、兄妹のいない一人っ子で、今年初めて日本にやってきた。レナのパーソナリティとしては、そんなところか。

　この中に、レナについて知る要素が……？

「うーむ、だめだわからん……。ごめん露本さん、家事当番の都合もあるから、そろそろおいとまするよ」

「あ、了解。ちょっと待って」

　グラスに残ったアイスカフェラテを飲み干して、露本さんも立ち上がる。トレーとグラスを返却口に戻して、一緒に店を後にする。

「大変だとは思うけど、頑張って、アヤタカ。私もできる限り力になるから」

「ありがとう露本さん。いつも俺ばっかり助けてもらって申し訳ないな」

「そんなことない……とは言えないけど。まあ、あれだよ。アヤタカがいつも通りじゃないと張り合いがないってやつ。いつものシスコンアヤタカじゃないと、邪険に扱うのが申し訳なくなるから」

　シスコンアヤタカのときでも、邪険に扱わないでほしいのだが……。いや、俺の日頃の行いが悪いんだろうけどさ。

「まあ、そうだね。俺はお兄ちゃんなんだ、妹二人の問題を解決せねば。なんなら二人とも同じ問題を抱えてるんだから、解決してしまえば一挙両得だ」

　俺のその発言を聞いて、露本さんはなにかに気づいたように顔を上げた。

「……ふと思ったんだけど、『レナさんも妹のつもりで接したらいい』って、新学期始まったばかりのときに言ったじゃない、私」

「ああ、あったね」

「まだ取り違え子のこととか知らないときの発言ではあるんだけど、もしかして私、結構とんでもないこと言っちゃった？」

「うん、まあ。さすが露本さん鋭いなって思った。核心をついてたから、俺としては目が覚める思いだったよ」

「えー……。知らなかったとはいえ、自己嫌悪がすごい……」

　頭を抱える露本さん。そんなに後悔することでもないと思うが。

「とりあえず、気を取り直してもろて。なにか進展があったら連絡させてもらうよ。こないだ連絡先教えてもらったから、メッセ送れるしね」

「……うん。わかった。近いうちにいい知らせが届くことを祈ってるよ」

　そうして、俺は露本さんと別れ、帰路に就いた。
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　と、露本さんには言われたものの。

「ううむ……」

　話をするために、どちらかと二人きりになれるタイミングを見計らっているうちに、さらに時間が過ぎて、今や金曜日の最後の授業終わりである。

　というか、普通に学校のある平日に、都合よく二人きりになるのが無理があると思い知らされた。二人とも、家に帰って飯食ったら、すぐに自分の部屋にこもってしまうし。

　いっそのこと部屋の中まで訪ねてしまおうかとも思ったが、それをすると露本さんが言っていた「先に謝ったほうが負け」理論で、俺が先に部屋に訪れたほうが悪い、みたいな感じになるし。かといって、このまま土日に突入するのもごめん被りたいし。

「どうしたものか……」

　帰りのホームルームのさなか、担任の話を上の空で聞きながら考える。結局のところ、妹ズのうちどちらかと接触しなければ話にならないのだ。

　……しかたあるまい。かくなるうえは……。

「きりーつ。れーい」

　ホームルームが終わった。と同時に、俺はカバンを引っ掴んで教室を飛び出す。同級生たちから奇異なものを見る視線を浴びたような気がするが気にしない。クラスで浮いているのは今更だからな。

　階段を二段飛ばしで飛び降りて、下駄箱で靴を履き替える。そのまま外に向かってダッシュして、校門を出た直後に急ブレーキ。急な停止は事故の原因になりますので、良い子は真似しないでね。

「ふう……」

　目的を達成して一息ついていると、スマホが振動した。電話……いやメッセか？

『すごい勢いで教室を飛び出していったけど、なにかあったの？』

　露本さんからの連絡だった。まあ、家族以外でメッセージを送ってくる相手なんて、露本さんくらいか。

『妹たちの片方と腹を割って話すタイミングがないから、校門前で待ち伏せして先に来たほうを捕まえようかと思って』

『Oh……』

　俺が返信すると、露本さんからは、やたらニヒルなウサギが肩をすくめているスタンプが送られてきた。なんだこれ。女子高生の間で人気だったりするのかな。

『まあ、頑張れ』

『（親指グッ）』

　スタンプ課金とかしてないから、デフォルトのシンプルなスタンプで返すしかない俺なのだった。

　さておき、スマホをポケットに仕舞い、校門の壁に背を預けて、出てくる生徒たちを待つ。俺が妹たちを見落とすはずもないが、一応な。

　帰宅部っぽい奴らから順に、校門からちらほらと姿を見せ始めた。校門前でスタンバってる俺を、奇妙なものを見る目で一瞥した後、すぐに目を逸らして去っていく。今日の俺、ずっと奇異の視線で見られてるな。正直辛いが、これも妹のためだ。兄は辛いよ。

「おーうアヤタカ。どうした？　ダッシュで教室出ていったと思ったらこんなところにいて。露本さん待ちか？」

　校門から出てきたクラスメイトに声をかけられた。

「いや、妹待ち。そっちは？　いつもは三人組でいるけど、今日はどうしたん？」

「あいつらとは仲はいいけど、四六時中一緒なわけじゃねーよ。帰る方向も違うしな」

　そう言って、後頭部をガシガシと掻く……えっと……名前なんだっけ。クラスメイトなのは確かなんだが……。

「そういや、お前の妹もうちの学校なんだっけか。たしか史穂ちゃんっつったっけ？」

「なんで知ってんの？　うちの妹狙ってんの？　殺し合う？」

「沸点低過ぎだろ……。お前が隙あらば妹自慢するからやろがい」

　そうだった。それはごめん。

「……まあ、うちはおっかない姉ちゃんしかいねえから、兄妹仲良好なお前の話を聞いてるとちょっと羨ましくなるよ」

「ほほう。それはどうも」

　俺と妹はともかく、うちの妹二人は今絶賛ぜつさん喧嘩中だけどね。

　しかし、そうか……。兄姉が必ずしも弟妹を守る存在というわけでもないのか……。俺は気をつけないといけないな。

「じゃ、そろそろ行くわ。また学校でな」

「ああうん、また」

　そう言うと、同級生の何某くんは軽く手を振って校門前を去っていった。

　……結局名前思い出せなかったな。俺がクラスで浮いてるの、こういう妹以外への無関心さが原因の可能性がなきにしもあらずな気がしてきた。

　いやでも、さっき向こうから話しかけてくれたし、俺が思ってるほど浮いてないのか？　どうなんだろう……。

「……史隆さん？　こんなところでなにをしているんですか？」

　そうこうしているうちに、待ち人来たる。
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　運否天賦うんぷてんぷに身を任せた結果、先に話し合う相手はレナに決まったようだった。

「おっす。待ってた。突然だけど一緒に帰ろう」

「……まあ、いいですけど」

　レナは俺を一目見て、なにかを察したようだった。さすが、頭の回転が速い。

　二人で駅まで歩き、改札を通って電車に乗る。もう少し遅い時間になると、帰宅ラッシュの社会人も乗り込むから車内は混むようになるのだが、放課後になりたての今は同じように下校中の学生をそれなりに見るくらいで、車内は比較的空いていた。

　レナと二人、並んで吊り革に掴まる。そう待たずに電車は走り出した。

　さて、どう切り出したものか……。

「レナ。最近はどうだ？　学校では上手くいってるか？」

「史隆さん、そればっかりですね。娘との共通の話題がない父親みたいです」

「それは光栄だな」

「いえ、褒め言葉ではないのですが」

　本業が兄、副業で父親代わり、自己研鑽けんさんで高校生をやっているもので。

「それで、どうなんだ？」

「どうもこうも。順調ですよ。共通の趣味で話せる相手もできてきましたし。母国語の問題とか、home stayの件とか、その辺もだんだん周囲が気にしなくなっている実感があります」

「そうか……」

　たしかに、同級生の男子とソシャゲの話で盛り上がってたっぽいもんな。女子の友達ができたのかは気になるが。

　レナが自分の趣味をオープンにして、独自のコミュニティができたのは喜ぶべきことだとは思うが、それが原因で、学校では二人が話さなくてもなんとかなってしまっているのかもしれない。

　揺れる電車の中から外の風景を眺めながら、レナは答えた。

「……変に探りを入れたりせず、正直に言ったらどうです？　史穂ちゃんと仲直りしろって」

「さすがレナ。察しがいいな」

「私でなくても、史穂ちゃんだってわかりますよ。最近の史隆さん、ずっときょろきょろしてますし」

　不意に、レナは自嘲じちょう気味に笑いながら言った。

「まあ、部外者の私が家の中の空気を悪くしているんですから、迷惑でしょうね。申し訳ないと思っていますよ、史隆さんには」

「こら。部外者とか言うんじゃありません。それに、姉妹喧嘩なんて、普通の家じゃよくあることでしょうに」

「……本当にpositiveですね、史隆さんは。ちょっとした喧嘩から発展して、十年来の親友と縁が切れることだってあると聞きますよ」

「我が家ではそういうことが起きないようにするのが、俺の役目だよ」

　お兄ちゃんっていうのは、下の子を幸せにするのが役目だからな。まったく、忙しくて参っちゃうぜ。

「というわけで、お兄ちゃんとしては妹たちに仲直りしてもらえると嬉しいんだが……。まだ二人の事情も、どう思っているかも聞いてないからな。結論を出すのは、そのあとだ」

「…………」

　レナは呆れと不満が入り混じったような、なんとも言えない表情を浮かべた。

「……どう言われても、私の意見は変わりませんよ。結局、お互いの価値観の不一致が原因ですから。どちらが悪いとかではありません。強いて言えば、私がhome stayしてきたのが悪い、といったところでしょう」

「またそういう……」

　脱力するように、吊り革を掴む腕に体重を預けながら、考える。

　レナとの付き合いは、せいぜい一ヶ月くらい。まだまだわからないことのほうが多い。

　そんな俺でも、少なからずわかっていることもある。

「……今の言い方だと、レナは自分が悪いって思ってる、って認識でいいのか？」

「まあ、そうですね。かといって私から謝りたいとは思いませんが」

「それはなんでだ？　いや、謝れって言いたいわけじゃないけどさ。君は自分の非を認められないほど、自己分析ができない子じゃないだろ？」

「…………」

　レナが押し黙ってしまった。

　だが、俺は間違ったことは言っていないはずだ。レナと会ってまだ日は浅いが、彼女が聡明そうめいで気配りもできる子だということくらいはわかる。

　そんな彼女が謝ろうとしないのは、なにか理由があるはずだ。

　たとえば、露本さんが言ったとおり、頭では謝ろうと思っていても、感情的な理由で謝れないとか。俺も彼女たちも、結局まだまだ子どもだからな。

「レナは、うちに来てから、楽しかったか？」

「……ええ、まあ」

「ならよかった。けど、このままだと高校を卒業してうちを出ていくまで、会話らしい会話のない冷めきった家庭になっちゃうかもしれん。それでもいいのか？」

「そうなったとしても、仕方がないでしょう。家ではほとんど会話のない家族だっているんですから。私と史穂ちゃんもそうなってしまったというだけで」

　その言葉で、電車に乗る前、校門で話した同級生のことを思い出した。

　彼は姉のことを怖いと思っていて、姉弟仲もよくはないという。

　実際、そういう兄妹、家族の在り方もあるのだろう。というか、俺と史穂の関係のほうが珍しいことくらいはさすがに理解している。

　……けど。

「でもさ、俺がいやなんだよ。兄の勝手なわがままかもしれないけどさ。レナにも史穂にも、俺の妹として生まれてきてくれた限りは、幸せになってほしいんだ」

　そのとき、電車のアナウンスが流れ始めた。もうじき帰路の最寄り駅に辿り着くと、放送が伝えてくる。

　ほどなくして電車が止まり、扉が開いた。扉に近い位置にいたレナから先に、電車を降りていく。俺もレナに続いて、ホームへと降りる。

「……そういうところなんですよ」

　先を歩くレナが、こちらに背を向けたまま何か呟いたようだったが。

　電車の走行音にかき消されて、俺には聞き取れなかった。
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「ふーむ……」

　その日も、特に会話らしい会話もなく夕食が終わり、二人とも部屋に戻っていってしまった。

　俺も自室の勉強机に向かい、椅子の背もたれに体重を預けて腕を組んでいる。

「明日、どうしようかねぇ……」

　とうとう一週間が終わり、休日がやってくる。いつもだったら妹と戯れ放題のハッピーデイなのだが、今は妹二人が喧嘩しているためアンハッピーな雰囲気が漂っている。このままにしていいものか。いや、していいはずがない。

　下校時にレナと話してみて、彼女のほうから謝るつもりはなさそうだと感じた。まだなにか、不明瞭な部分があるというか、パズルのピースが揃っていないような感覚があるが、これ以上深掘りするのは難しそうだった。

　となると、もう一人の妹のほうも情報を集めたいところだ。それも、できれば今日中に。気まずい土日を過ごしたくないからな。

　などと考えていたら、部屋の扉がノックされた。

「お兄ちゃん。ちょっといーい？」

　ベテランお兄ちゃんの俺にはわかる。この甘え上手な可愛い声は史穂である。

　史穂とレナの二択しかないって？　こまけえことはいいんだよ。

「おーう。どうした？」

　俺が返事をしながら振り返ると、扉から史穂がひょっこりと現れた。

「うん。ちょっとお願いがございまして」

　そう言って、部屋に入ってきて扉を閉める史穂。

　実にナイスなタイミング。二人きりで話ができる状況を、向こうが作ってくれるとは。

　だがまあ、こちらの話は一旦後回しにして、ひとまずは史穂のお願いとやらを聞いてあげようではないか。

「なんだい？　お兄ちゃんになんでも言ってみたまえ」

「うん。えっとね……」

　自分から部屋にやってきた割に、史穂は話を切り出すのに時間をかけていた。

　これは……あれだな。お兄ちゃんだからわかる。気まずいというか、後ろめたいというか、そういう感情があるときの振る舞いだ。

「えっと……明日、友達の家に泊まりにいっていいかな？」

「……ほほう？」

「いや、せっかく高校でも友達できたしね？　その友達の家に入れさせてもらって、そのまま一泊二日、遊んじゃいたいなー、なんて……。ダメ？」

　小首を傾かしげ、可愛いらしくおねだりしてくる我が妹。ったく、可愛いなぁもう。

　本来であればどんな無茶なお願いであっても無条件で受け入れてしまいたくなるような一億点満点の笑顔なのだが、ここで堪えなくてはならないのが保護者の辛つらいところだ。

「……はあ、まったく」

　ついつい無限に甘やかしたくなる兄心を、ため息にして逃す。ここで甘やかすのは、史穂のためにならない。

　本当はこんなこと言いたくはないんだが、これもお兄ちゃん兼保護者の務めか。

「別に、本当に友達の家で夜通し遊びたいから泊まるっていうんだったら、俺も止めはしないよ。けど、本当はレナと一緒にいるのが気まずいだけだろ？」

「べ、べっつにー。そんなことないしー。というかわたし悪くないしー」

「嘘おっしゃい。お兄ちゃんなんでもお見通しなんだからね」

　露骨に図星のときのリアクションだ。うちの妹は悪知恵ばかり働くんだから。

「実際、史穂はレナのなにが不満なんだ？　そりゃあ日本に慣れてないから、いろいろ困らせられることもあるかもしれないけど、悪気はないんだしさ」

「つーん」

　わかりやすくそっぽを向いた。そんな顔も可愛いのだが、甘やかしちゃいかん。

「いいか史穂。お兄ちゃんは別に、レナに謝れって言ってるわけじゃないんだ。レナもレナで自分は悪くない的なこと言ってたし、どっちが悪いのかは俺にはわからん。だからこそ、なにが不満でどんな気分なのか教えてくれないと、なにもできないじゃないか」

「むすー……」

　不満そうに頬を膨らませる史穂。そんな顔も可愛いのだが以下略。

　ここはじっと、史穂から話し始めるのを待つ。史穂はしばらく不満そうな顔のまま固まっていたが、やがてポツリと口を開いた。

「お兄ちゃんは、わたしとレナのどっちの味方なの？」

「前にも言ったろ？　俺は史穂の味方だけど、史穂のためにならないことはしないよ。もしも史穂が間違ってるっていうんなら、そのときは……」

「——わたしは間違ってないもん！」

　史穂が突然、大きな声を出した。

「ここはわたしたちの家でしょ……!?　お兄ちゃんはわたしのお兄ちゃんでしょ……!?　なのになんで!?　なんでわたしにばっかり怒るの!?　なんでわたしばっかり我慢しなきゃいけないの!?」

「べつに、怒ってるわけじゃ……」

「お兄ちゃんはわたしのお兄ちゃんなんだから、わたしの味方してよ！　なんでレナの話ばっかりするの！　レナはうちの子じゃないじゃん！　急に出てきて、急に家族だとか妹だとか、わけわかんない！」

「ちょっと落ち着いて、史穂」

「血の繋がりとかわかんないよ！　取り違えとかわかんないよ！　なにそれズルじゃん！　はいそうですかって受け入れられるわけないじゃん！」

「——史穂！」

　思わず、大きな声が出た。

　史穂はビクリと身体を震わせて、

「……っ」

　じわりと、瞳に涙を滲ませた。

「……わたしは、お兄ちゃんの望むような、いい子にはなれないよ……っ」

「あっ、史穂……！」

　俺が何かを言う前に、史穂は部屋から飛び出していってしまった。

　反動で扉が閉まり、部屋に一人残される。そのまま、力無く椅子に身体を預ける。

「……やっちまった……」

　なにがどうやっちまったなのか、自分でもよくわからないが、最初に口をついて出たのはそんな言葉だった。

　史穂を泣かせたのなんて、何年振りだろうか。小二のとき、間違って史穂のプリン食べたとき以来だから、ほぼ十年前になるか。いやそんなことはどうでもいいんだよ。

　百点とは口が裂けても言えないが、及第点くらいの兄ではいたつもりだった。

　けど、妹があんなに思い詰めているのにも気づかないで、口論になって、泣かせてしまった。これじゃ兄失格だ。

「くそっ……」

　数週間前の、史穂が拗ねてしまったときのことを思い出す。考えてみれば、ヒントはいくらでもあったじゃないか。

　自分は本当は血の繋がった兄妹じゃなくて、本物の兄妹がやってきて一緒に暮らすことになるなんて、なにも思わないわけがない。

　それを考えずに済んでいたのは、史穂が普段と変わらない振る舞いをしてくれていたからだ。ずっと史穂に支えられていたのに、俺はレナのことばかり心配して……。史穂が癇癪を起こしても仕方がない。

「……謝らないと……」

　でも、なんて謝ればいい？　

　謝って、仮に史穂が機嫌を直したとしよう。けど、根本的にはなにも解決しない。レナがいる限り不満の種はなくならないし、根底にある『史穂一人だけ血が繋がっていない』という問題が解決するわけでもない。

　けど、そんなのどうやって解決しろっていうんだ。生まれ育ちなんて、後天的に変えられるわけないだろ。

「なにか、俺にできることは……」

　俺にできること。

　そんなもの、本当にあるのか？　大した取り柄もない、どこにでもいる普通の男子高校生である俺に？　ついさっき、一番大切な妹を泣かせた、兄失格の俺に？

　俺にできることなんて、これ以上事態が悪化しないよう、大人しくしていることくらいなんじゃないのか……？

「ん……？」

　不意に、スマホが鳴った。こんなときに誰だよ、と思いつつ画面を見る。

　そして、表示された連絡相手の名前を見て、思わず首を傾げた。

「……父さん？」
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　間が悪いと思いながらも、無視するわけにもいかず、通話に出る。

「……もしもし」

『ああ、もしもし、史隆？　元気にしてる？』

「……暴れ出したいくらい元気だよ。こんなときに急になんの用？　俺、忙しいんだけど」

『うう……。息子が冷たいよぅ……』

　ごめんなさいね。史穂ともレナとも問題抱えている状況で、ろくに保護してくれない保護者から連絡が来たもんでね。

『さておき、あれだよ。一ヶ月ちょっと経ったけど、レナちゃんは馴染んでる？　ほら、こないだまた連絡するって言ったきり、史隆も史穂も連絡よこしてくれないからさ』

「……まあ、それに関しては申し訳なかったよ。こっちはこっちで忙しかったもんで」

　いくら家にいない期間が長いとはいえ、父親だし心配もするか。これに関しては近況報告とかしなかった俺にも非があるから、その点は攻めまい。

『それで、どんな感じ？　日本の勉強はしてるって言ってたけど、やっぱり知識で知ってるのと実際に目で見るのは別だし、いろいろ楽しんだり振り回されたりしてるんじゃない？』

「あ、ああ……。どこから説明しようかな……」

　……いや、待てよ？　もしかしたら……。

「なあ、父さん。ちょっと相談があるんだけど……」

　いくら普段家にいないとはいえ、大人だし、父親だ。もう、俺にはどうすることもできないこの状況でも、なんとかしてくれるかもしれない。

『ほほう!?　史隆のほうから相談なんて珍しいね！　なんだい？　パパになんでも相談してみなさい？』

「うわ、ちょっと相談するのやめたくなったな……」

　なんというか、史穂が話も聞かず適当に安請け合いするときのような。いや、むしろ史穂に頼られてるときの俺のほうが近いか？　そういうところ、ちゃんと親子なんだなぁ……。

　とはいえ、背に腹はかえられまい。こんなんでも父親だし。

「えっとだな……」

　それから、俺は我が家の現状を順番に語った。

　新学期始まりたて。レナが引っ越してきたばかりのころは、うまくいっていたこと。

　レナ自身は、日本や学校に馴染んできたこと。

　だが、レナと史穂が些細なきっかけで大喧嘩してしまったこと。

　今は二人とも絶交状態で、レナは自分から謝るつもりはないこと。

　そして史穂も、我慢していただけで、レナが家にいる状況をよく思っていなかったことが爆発してしまったこと。

　最後に、それが原因で、俺が史穂を泣かせてしまったこと……。

『……なるほどね……』

「…………」

　全部の話を聞き終えた、父さんの第一声は。

『まあ、なんとかなるよ』

　そんな楽観的な発言だった。

「……おい親父、話聞いてたか？」

『ああ、とうとう父さん呼びですらなくなってしまった……』

　そりゃ、人生最大レベルの問題に直面している状況で、そんな適当なリアクションされたら、こういう対応にもなるだろうよ。

　相談した俺がバカだった、と通話を切ろうとしたが、父さんはまだ話を続けてきた。

『史隆は心配しすぎだよ。二人ともまだ子どもだけど、良い子だ。ちゃんと導いてあげれば、正しく解決するさ』

「……導くって、どうやって？」

『それは、話を聞いているだけの父さんより、すぐそばにいる史隆のほうがよくわかるんじゃないかな？　誰よりも史穂のことをしっかり見てきていたのは、史隆でしょ？』

「それはそうだけどさ……」

　史穂のことを一番見てきたはずの俺が、史穂の抱えていた葛藤に気づけなかったからこうなってしまっているわけで。

『あれこれ考えすぎちゃってるのは、史隆も一緒だよ。もっと肩の力を抜かないと、いつもなら見えてるはずのものだって見落としてしまうよ』

「そんな人生相談に対する回答みたいな抽象的なアドバイスは求めてないんだよ。もっと具体的なアドバイスが欲しいんすよ俺は」

『それは難しいことを言うねぇ……』

　電話越しに苦笑したあと、父さんは改めて口を開いた。

『……父さんもね、昔は史隆に負けず劣らず心配性な性格だったんだよ？』

「ダウト」

『ほんとほんと。よくあーでもないこーでもないって、まだ起こってない出来事の心配ばかりして、なにをするにも決断するのに時間がかかる人間だったんだよ』

「あー……」

　それはちょっと、想像がつくかもしれない。父さん、優柔不断だからな。

　俺が理解を示したからか、電話越しに肩をすくめるような気配を感じた。

『そんなだから、我慢の限界を迎えた母さんに荒療治されてね。「新婚旅行に行ってなかったから、これから行きましょう」って、海外旅行することになったんだ』

「あれ？　それって……」

『そう。史穂とレナが取り違えられる原因となった海外旅行だよ』

　その旅行の話は、父さんと母さんの思い出話として、何回も聞かされた。新婚旅行と称して海外に丸一年住んでいたという、だいぶぶっ飛んだ話。

　二人とも楽しそうに語るからてっきり大満足の内容だったのかと思っていたが……そんな事情があったとは。

　ちなみに、そのときすでに俺は生まれていたから、俺も海外旅行の経験はあることになるが、記憶はない。なぜなら……

『あの旅行のときはまだ、史隆は一歳だったからね。そんな年齢で旅行なんて連れていって大丈夫なのかって心配でたまらなかったよ』

「まあ、はたから聞いてる俺ですらそう思うもんな……」

　一歳の赤子を抱えて、母国語が通じない環境で丸一年過ごす。どれほどの苦労が伴うのか、とても想像がつかない。

『旅行が決まったあとも、父さん不安で仕方なかったよ。史隆が攫さらわれたらどうしようとか、海外で変な病気もらってきたらどうしようとか……』

「それはまあ、不安にもなるわな……」

『そもそも飛行機がハイジャックされたらどうしようとか、史隆が気圧に耐えられなくて破裂しちゃったらどうしようとか……』

「お、おう……。その心配は多分、杞憂に終わると思うけど……」

　毎日毎日、そのレベルで心配されたら、さすがに母さんも我慢できなくなって父さんの矯正きょうせいに走ってもしかたないかもしれない。

　……あれ？　ていうかもしかして、史穂の心配してるときの俺って、はたからはそんな風に見えてるのか？　やば、急に恥ずかしくなってきた。

『そんなわけで、毎日毎日不安で仕方がなかったんだけどね。ある日、どうにか史隆を寝かしつけた夜に、母さんが言ったんだよ。「ほら、なんとかなるでしょう？」って』

「…………」

　まあ、俺は今も生きているわけだし、なんとかなったのは確かだが……。

『それからかな。僕が想像するような最悪の事態なんてそうそう起こらないし、もし問題が起こっても、大抵のことはきちんと解決できるって思えるようになったのは』

「……それで、今ののほほん両親が誕生したと」

『父さんは、本当は今でも心配性だけどね。それでもなんとかなると思えるようになったのは、母さんが一緒にいてくれるからで。全部、母さんのおかげだよ』

「息を吸うようにのろけ始めたね」

『ははっ、照れるなぁ』

　褒めとらんが。

　いや、こういう隙あらばのろけ始めるところ、隙あらば妹トークし始める俺とやってること一緒なんだろうな……。ちょっとマジで明日からの身の振り方を考えよう。

　というか、育児ノイローゼって言葉があるくらい、赤ん坊の面倒をみるのは大変だって聞くが、海外まで行って赤子と父さんの面倒見てる母さんすごすぎないか。

『さておき、話を戻すと、最悪の事態なんてそうそう起こらないし、起こらないよう努力すれば回避できるものさ。だからきっと、なんとかなるよ』

「なんとか……なるかなぁ」

『なるさ。なるって信じることが大事なんだ』

　そういうものだろうか。

　などと思っていると、電話越しで表情はわからないが、父さんが笑ったように感じた。

『なにより、なんだかんだ言いつつ、レナちゃんはまだうちにいるんだろう？　だったらきっと、本心では仲直りしたいと思ってるはずだよ。その気になれば実家に帰ったり、ホームステイ先として、他の家を探したりすることだってできるはずなんだから』

「楽観的だなぁ……」

　だが、確かに見えている範囲で、レナはうちを出ていこうという素振りは見られない。

　なら、きっとまだ仲直りのチャンスはあるはずだ。それくらいポジティブ思考なほうが、たしかに人生はうまくいくのかもしれない。

『それじゃあ、任せっきりで心苦しいけど、史穂とレナちゃんの仲直りは任せたよ。父さんもその場に居たら手伝ったんだけど……』

「というか、割と家庭崩壊の危機だから、一度帰ってきてもバチは当たらないと思うんだけど」

『そうしてもいいかもだけど……。いや、やっぱりだめだな。兄弟姉妹の喧嘩に親がでしゃばると、余計拗れることが多いんだ。特に二人とももう高校生だしね。頭ごなしに叱って効果がある年齢じゃない』

　そこで父さんは言葉を区切った。まるで、ここからが本題だと言うように。

『だからこそ、親でも当事者でもない、お兄ちゃんの出番なんだよ。二人だけで解決できない問題を解決するのは、一番長く史穂のそばにいて、すぐ近くでレナちゃんのことを見ていた史隆にしかできないことだ』

「————」

　俺にできることなんて、もうないと思っていた。

　けど、違った。俺が気づいていなかっただけで、俺にしかできないことだったんだ。

「……そうだな。お兄ちゃんたるもの、こんなところで挫けてられないよな……！」

『うんうん。立派な長男に育ってくれて、父さんも嬉しいよ。……ちょっと度がすぎてるときがあるような気はするけど』

「そりゃ、父さんがいない時間のほうが長いんだから、俺が兄と父親代わり両方しないといけないもんですからね」

「それはごめんよ……。父さんだって、本当は授業参観とか行きたいよ……」

　まあ、大人の給料の話とかはわからないけど、都内に一戸建てで不自由なくを保てているのは父さんたちが頑張ってるからだと思うし、そこは感謝の気持ちを忘れないようにしないとなとは思ってるよ。恥ずかしいから言葉にしないだけで。

「じゃ、そろそろ通話切るよ。二人のことはなんとかしてみせるよ」

『うん。信頼してるよ、史隆』

「任せといて。あ、そうだ、通話切ったら二人の入学式の写真送るから」

『おおっ、楽しみにしてるよ』

　父さんの嬉しそうな声に苦笑したあと、宣言通り通話を切る。

　そしてスマホのアルバムを開く。写真だけで下手なアプリゲームよりも容量を食っている。写真を撮ったのは別のカメラだが、最近のカメラはハイテクなもので、データだけを移し替えたりすることもできるのだ。

　新しい順に並び替えると、上の方に、入学式のときの写真が現れた。真新しい制服を着た史穂とレナが、入学式の看板を挟んで並んでいる。まだぎこちない表情のレナと、笑顔でさまざまなポーズをとっている史穂。カメラの性能もあるが、被写体の素材がいいおかげで非常に見栄えのする写真に仕上がっている。

　そのほかにも、入学式のあとに撮った写真が何枚もあった。これはちゃんとしたカメラではなくスマホで撮影したものだ。

　初めての日本に表情を抑えつつも目の輝きを隠しきれてないレナと、そんなレナとたびたびツーショットを取っている史穂。小さい頃からずっと写真を撮り続けているから、史穂はスマホを向けただけで映えるポーズやカメラ目線をしてくれる。おかげでどの写真もＳＮＳにあげたら万バズ確定の最高に可愛い写真ばかりだ。

　他にも、ゴールデンウィーク中にレナの希望で向かった、いろんな観光地で撮った写真もある。これくらいの時期になると、レナの表情からも硬さが取れ、いい笑顔が見られるようになった。

　全部、全部、大切な思い出だ。たとえ一ヶ月程度の時間に過ぎなくても、この小さな携帯端末の中に、楽しかった幸せな時間の思い出がつまっている。

　だからこそ、取り戻さなくてはならない。

　妹たち二人だけで解決できないのなら、兄である俺が手助けする。

　それが、お兄ちゃんの役割だ。

　アルバムを閉じ、メッセージアプリを開く。そのまま、誰よりも頼りになる友達に通話をかける。

「……あれ？　そういえば俺、なんのためにアルバム開いたんだったっけ……」

　なにか大事なことを忘れているような気がしたが、通話が繋がったら意識がそちらに向いてしまい、それからすっかり忘れ去ってしまったのだった。




　　　　　◇◇◇




　翌日。

　朝食の場で、レナが最初に切り出した。

「今日はちょっと、用事があるので外出します。帰ってくるのは遅くなるかと。時間がわからないので、夕飯の準備は不要です」

「ああ。わかった。行ってらっしゃい」

「…………」

　史穂は無言だったが、レナは気にも留めず……あるいはわざと気にせず、話を切り上げた。

　朝食を済ませ、レナは軽く身支度をしたあと、宣言通り家を出た。今日の朝食当番は史穂なので、史穂は食器を洗っていた。

　というわけで、俺はリビングに一人、いつものソファに座っている状況だ。

　……さてと、作戦を開始しようか。

　スマホを軽く操作したあと、俺は洗い物をしている史穂に声をかけた。

「食器洗いが終わったら、俺たちもどこか遊びにいこうか」

「うーん……」

　煮え切らないというか、バツが悪そうというか、そんな感じの声。昨日のことを気にしているのだろう。あれから一日と経っていないもんな。普通はそうなるか。

　史穂には悪いけど、俺は父さんと通話して振り切ったし……なにより、俺は普通の兄じゃないのである。

「じゃあ、誘い方を変えるよ。お兄ちゃん行きたいところがあるんだけど、史穂、ついてきてくれない？」

「……うん。まあ、いいけど……」

　食器洗いを終え、手を拭きながら、史穂が答える。その間、史穂は俺と目を合わせようとしなかった。

　声のトーンが低い史穂……。違和感がすごい。いつもの史穂が恋しい。史穂にはいつだって、笑顔でいてほしい。

「お兄ちゃん？　洗い物終わったけど……。着替えとかしなくていいの？」

「おお、すまん。今回は大丈夫。大した距離じゃないから。あ、荷物もなくていいから。携帯と、あと必要だと思ったら財布、くらいで」

「？　まあ、わかった」

　おしゃれなハンドバッグを手に出かけようとしていた史穂を静止する。持っていっても別に困るものじゃないが、今回は多分、身軽のほうがいいからな。

　玄関で靴を履き替え、家を出る。史穂も厚底のブーツを履いてついてきた。

　家を出て、歩き始める。目的地までは徒歩で十五分ほど。駅よりは遠いが、それでも俺たちは昔、毎日のようにここに通っていた。

「さあ、着いたぞ」

「え、ここ？」

　史穂が首をかしげる。うむ。ここだ。

「ここって……公園じゃん」

「うむ。公園だ」

　最近は危ないからって、ブランコとかは撤去される例が多いらしいが、ここは都内では珍しく、遊具類がまだ残っている公園だ。

　その甲斐もあってか、まだ朝の比較的早い時間だというのに、もうすでに小学生くらいの子どもが各所にいる。遊具で遊んだり、ベンチでカードゲームしたり、遊び方も遊んでいる年齢層も様々だ。

　ほかにも、園内を走り回っている幼稚園児くらいの子どもと、その保護者らしき組み合わせや、ウォーキングしているご老人、犬の散歩に公園沿いを歩いていく飼い主なども見受けられる。まさに、都内の小さなレクリエーションエリア、という感じだ。

「懐かしいな。子どもの頃は、よくこの公園で遊んだよなー」

「……うん。そうだね」

　お金をかけずに遊べる場所が都内には少ないということもあり、近辺の小学生たちは放課後、校庭かここに集まって遊んでいた。それこそ今ベンチにいる子たちみたいに、一旦家に帰ってデッキを持ってきてデュエルしたりな。

　運よく空いているベンチを見つけたため、そこに腰をかける。史穂も隣に座った。

「…………」

　公園で遊ぶ子どもたちを眺める。やはり小学生くらいの子どもが多い。俺たちが小学校を卒業したあとも、この場所は小学生たちが遊ぶ伝統の場所として重宝されているようだ。

　隣に座る史穂の顔を見る。彼女は足元の砂ばかり見ていた。昨日のことで気まずさを感じているのか、それとも……。

「……この公園だったよな。やっぱり、いやな記憶のほうが強いか？」

「そういうわけじゃないけど……」

　自分の金色の髪を弄びながら答える史穂。

　そう、史穂が小学生のころ、同級生に髪の毛をマジックで塗られたのが、この公園だった。俺が犯人を捕まえて、そいつの髪を一本残らず電動髭剃りで剃り落としたのも。

　あれ以来、史穂は俺が連れていかないかぎりこの公園には来なくなり、俺が一年早く卒業したあとはめったに来なくなったようだ。それから史穂も卒業し、二人とも公園に足を伸ばさなくなり、今に至る、と。

「ごめんな、史穂」

「……なんで、お兄ちゃんが謝るの？」

「俺は、史穂に自分の理想の妹像を押し付けてたのかもしれないって思ってさ」

　レナと俺は血が繋がっているらしい。だから、俺はレナを妹として大事にしたい。

　けど、史穂にも、レナを受け入れろというのは、俺のわがままだったのかもしれない。

　いくら兄妹といっても、違う人間だ。違う考え方をして、好きなもの嫌いなもの、許せるものと許せないものが違ってくるのは当然のことだ。

　自分の好きなものを公言するのはいい。けれど、それを他人にも強いるのは間違っていると思う。

「この公園で、史穂をいじめたやつをこらしめたとき、俺はさ、これをするために生まれてきたんだって思ったんだよ。俺が史穂の兄になるために生まれてきたし、俺がお兄ちゃんになったのは史穂のおかげなんだって。うまく言葉にできてる気がしないんだけどさ」

「…………」

「でも、それは俺の人生の話であって、史穂には史穂の人生があるんだから、史穂の好きにしてくれていいんだよ。レナのことも、俺がどう思っているかなんて気にせず、史穂のしたいように振る舞ってくれていいんだ」

　人と人の関係性なのだから、どうしても合う合わないは発生する。おおむね好きだけど、この部分だけは好きじゃない、みたいなものもあるだろう。

　それをお互いに受け入れ合うことが、親しくなっていくってことだと思うけど……レナと家族になりたいっていうのは、あくまで俺のしたいことでしかない。それを史穂にも強要するべきではなかったんだと思う。

「……よくわかんない」

「そっか。ごめんな、説明下手で」

　曖昧なことを言っていると、俺自身も思う。正しさがどうとかなんて、なにが正しいのか俺自身もわかんないし。

「まあ、お兄ちゃんも間違うことがあるから、それで史穂がいやな思いをしちゃったらごめんなって話だ。俺もお兄ちゃん力を鍛えてる最中だから」

「べつに、お兄ちゃんが完璧だなんて思ったことないし」

「手厳しいなぁ……」

　これでも兄歴十五年のベテランなんだけどなぁ……。まだまだ史穂の求める理想のお兄ちゃん像には程遠いってことか。

「ほら、こないだ、史穂は『いい妹にはなれない』みたいなこと言ってたけどさ。俺は史穂には立派な大人になってほしいけど、俺相手にいい子になる必要はないんだよ。俺といっしょにいるときは、だらしなかったりわがままだったりしてもいいんだ。俺が勝手に理想の兄になりたいだけで、史穂は俺に合わせる必要はないんだから」

「…………」

　俺の言葉を聞いて、押し黙ってしまう史穂。俺の言いたいことは、ちゃんと伝わっただろうか。

　しばらく、史穂は公園で遊ぶ子どもたちを眺めていた。史穂が口を開くまで、俺も同じように、公園にいる人々を眺める。

「あーもう、ついてくんなよ！」

「まってよ、おにいちゃん……！」

　不意にそんな声が聞こえて、声のしたほうへ視線を向ける。

　見た感じ、小学校低学年くらい。うちと同じで、兄と妹の兄妹だ。兄のほうは遊びにいきたいが、妹がついてくるせいで遊びにいけない、という様子だった。

　うちでは俺が史穂をあちこち引っ張り出してた側だったから、ああいう光景にはなったことがないな。年頃の兄妹あるあるで微笑ましいが、妹ちゃん側が悲しむようだったら止めに入らないとな。

「おにいちゃ……いたっ！」

「「あっ……」」

　妹ちゃんが転んだ。思わず、俺と史穂が同時に声を出す。

　さすがにあれは、妹ちゃん泣き出しちゃうだろう。こんなこともあろうかと絆創膏は財布の中に常備してある。妹ちゃんに駆け寄ろうと立ち上がって——

「待って」

　——史穂が腕を伸ばして、俺を静止した。

　思わず史穂のほうを見る。だが、史穂は腕で俺を静止したまま、まっすぐ兄妹を見つめていた。

「ふえぇ……。いたぃ……」

「っ……」

　転んだ妹ちゃんを見て、お兄ちゃんが立ち止まる。一瞥し、無視して立ち去ろうとして、数歩歩いてからまだ妹ちゃんが立ち上がれてないのを見て、

「あーもう！　だからついてくるなって言ったじゃん！」

　悪態をつきながら、お兄ちゃんは大股で妹に歩み寄った。妹ちゃんが足を擦すりむいているのを見て、おんぶして水場まで連れていった。

　……あの様子なら、大丈夫そうだな。

「「ふう……」」

　思わずため息をついたら、史穂と被った。お互い顔を見合わせ、どちらともなく苦笑する。

　そのあと、一息ついた史穂が口を開いた。

「……お兄ちゃんは、本当に、誰に対してもお兄ちゃんなんだね」

「？　俺は史穂のお兄ちゃんだぞ？　最近はレナのお兄ちゃんにもなったけど」

「そういうことじゃなくて、年下の子の面倒を見る癖が染みついてるってこと」

「そりゃあ、二十四時間四六時中いつでもお兄ちゃんできるようスタンバってるからな。常在戦場の心得だ」

「戦場なの？」

「全力でお兄ちゃんを遂行することに命かけてるからな。戦場みたいなもんだ」

　そんなくだらないやりとりをしている間、史穂は笑っていたが、不意に真面目な表情になった。　

「……お兄ちゃん、さっき『もっと自由に振る舞っていい』みたいなこと言ったじゃん」

「ああ。言ったな」

「でもさ、大人になると、そうも言ってられなくなるじゃん。クラスでも、孤立しないようグループに入る努力をしないといけなかったり、苦手な相手とも仲良くしないといけなかったりさ」

　そう言って、また史穂は自分の毛先を弄んだ。

「これだって、髪が派手な色してるから、そういう印象を受けるような服を選ぶようになったし。まあ、おしゃれ考えるのは楽しいからいいんだけどね。……じゃなくて、人とやっていこうとすると、どうしても、ある程度大人のふりしないといけないじゃん？」

「ふーむ……」

「だから、クラスでは明るい人気者の史穂ちゃんになれるよう頑張ってるけど、やっぱりずっとはできなくて、うまく頑張りきれないときだってあるんだよ。……だから、レナと喧嘩しちゃったんだと思う」

　不意に、露本さんとペルソナの話をしたことを思い出した。

　人は誰しも、仮面を付け替えて生きている。教師の前では生徒の仮面を、同級生の前では友達の仮面を、そして、家族の前では家族の仮面を。

　髪の色が悪目立ちすることもあり、子どもの頃の史穂は引っ込み思案な性格だった。

　そんな史穂だが、いつのまにか明るくなったし、友達もたくさん作れるようになった。学年が上がるにつれ、精神的にも成長したものだと思っていたが、それは彼女が周囲に馴染む振る舞いを理解し、適応できるようになっただけで、根っこの部分では、人と接するのがあまり得意ではないままなのかもしれない。

　俺は兄として、一人の年長者として、史穂に何を言ってあげられるだろうか。

「……史穂は、どんな自分になりたいんだ？」

　口をついて出たのは、そんな言葉だった。

　俺に問われて、史穂は困ったように顎に手を当てた。

「どんな、って言われても……。そんなこと急に言われてもわかんないよ」

「なんでもいいさ。重要なことだから、思いついたことを適当に言ってごらんよ」

　俺がそう言うと、史穂はますます困った顔をして、

「べつに、楽しく毎日過ごせればそれでいいしな〜……。そういうお兄ちゃんはどうなのさ。どんな大人になりたいの？」

「俺は、史穂のお兄ちゃんであればそれだけでいいから」

「なにそれ、答えになってなくない？」

　いつもの調子を取り戻した史穂の言葉に、思わず笑みが溢あふれる。

　最近、史穂とレナがトゲトゲしてたせいであまり話ができてなかったからな。久しぶりに、史穂とまともに話している気がする。

「言った通りさ。俺は史穂に誇れるお兄ちゃんでいたいし、それだけでいいんだよ。極端な話、史穂から憧れられる兄でさえいられれば、ほかの人からどう思われてもどうでもいいのさ」

「……ふーん……」

　俺の言葉に、史穂はある程度納得した様子を見せていた。

「まあ、さすがに嫌われ者の兄を持つ妹なんて可哀想だから、嫌われないようにはしてるつもりだけどね。それでも、人間は一人ひとり違うし、百人いたら百人が違う考え方をしてるから、全員から好かれるなんて無理だよ」

　明るくてクラスで人気者の史穂ちゃん、になれるなら、それでもいいと思う。

　でも、クラスメイト全員と仲良くなるのは難しいと思うし、それで疲れちゃったら元も子もない。

「自分のことを嫌いな奴のために悩むなんて時間の無駄だって、なんかの本にも書いてあったしな。それで史穂が無理をするのが、お兄ちゃんとしては一番嫌かな」

「むーん……」

　難しい顔をする史穂。

　まあ、しっかり悩むべき問題だ。彼女は元来、考えることが苦手だし。この機会にたっぷり考えて答えを出せばいいさ。

「……でもお兄ちゃん、嫌われるってほどじゃないけど、クラスで浮いてるってもっぱらのウワサだけど」

「ぐふぅ……。どこからそんな噂が……」

「お兄ちゃんがちょくちょく一年生の教室を覗きに来てるの、みんな知ってるからね。ちょっと恥ずかしいからじちょーしてください」

「うっ……。バレてたのか……。はい、自重します……」

　だって……教室で過ごしている妹見たいし……。

　それに悪い虫が付かないか見張ってないといけないし……。

「で、嫌われる勇気！　みたいなこと言ってたお兄ちゃんだけど、クラスメイトのほとんどから距離を置かれてるのはいいの？」

「しょうがないじゃないか。クラスメイトより妹のほうが大事なんだから。その結果クラスで浮くんだったら、甘んじて受け入れるよ」

　そりゃあ、体育の授業のときに二人組を作れないのは非常にしんどいが。身から出た錆さびだから、納得するほかない。

「でも、そんな俺でも受け入れてくれる友達はいるわけだし、そんなに間違ったことをしてるとは思ってないぞ、俺は」

「えっ……！　お兄ちゃん、友達いたんだ……？」

「それはちょっとデリカシーないんじゃないかなぁ史穂さん！」

　俺、友達いないと本気で思われてた？　傷つくぞまじで。

　いるんだよちゃんと。一人だけだけど。露本さんには今度菓子折りとか持っていったほうがいいかもしれん。

「まあ、それはさておいて、俺は史穂にいいお兄ちゃんだと思われていればそれでいい。で、史穂は、どんな自分になりたいんだ？」

「それは……」

　言葉に詰まる史穂。だが、これはこの場ではっきりとさせなければならない。

　史穂がどうしたいのか。

　そして、レナとどうしたいのか。

「……どうだ？　なにか思いついたか、史穂？」

「うーん……」

　しばらく悩んだあと、史穂はぼそりと呟いた。

「……逆に聞くけど、お兄ちゃんはわたしにどんな大人になってほしいの？」

「犯罪者にさえならなければ、なんでも」

「テキトーすぎない？」

「ほんとだって。俺はどんな史穂でも愛してるからな」

「うっそだー」

　冗談めかしながらも、そう言った史穂の声色は少し硬かった。

「……じゃあ、お兄ちゃんは、わたしがレナと仲良くしたくないって言ってもいいの？」

「できれば仲良くしてほしいとは思うけど……。それもしょうがないことなんじゃないか。さっきも言ったろ？　全ての人間と仲良くなるなんて無理だって」

　人間、どうしても合う合わないは存在する。俺にとって気の合う相手でも、史穂からしたら気が合わない可能性もある。

　だから、史穂がレナとどうしても相容れないというのなら……悲しいけど受け入れて、その上でどうするか考えるしかない。

「日本に慣れてないレナがかわいそうだから仲良くしろー、とは言わないんだ」

「そういう役割は俺がすればいいだけだからな。史穂は史穂のしたいことをすればいいさ。レナの面倒は俺のほうで見るから」

「そうやってわたしに構う時間が減ると、またスネてわがまま言うかもよ？」

　思わず苦笑する。たしかに史穂ならそういうことしかねない。俺としてはかまってちゃんモードの史穂も可愛いから全然いいんだけどな。

「だってしょうがないだろ？　俺は史穂の理想のお兄ちゃんにならないといけないんだから」

「えー、かわいい史穂ちゃんを我慢させるのにー？」

「だからだよ。ほかの人をみんなないがしろにして、史穂だけを女王様みたく扱うような兄を、史穂は尊敬してくれないだろ？」

「うく……」

　俺がそう言うと、史穂は言葉に詰まったようだった。

　そうだ。史穂は必要なときは、自分が我慢してでも他人を優先することができる子だ。優しい子に、育ってくれたんだ。

　そんな子に、他人に優しくしない兄の姿を見せたりしたら、幻滅されるに決まってる。

「それで、史穂から見て、史穂だけを優遇して、レナのことを構わないようなお兄ちゃんは、史穂に憧れてもらえるお兄ちゃんかな？」

「…………」

　俺の問いに、史穂はしばらく考え込んだあと、

「どーん！」

「あいたぁ！」

　史穂にいきなり体当たりされた。普通に大ダメージだ。お兄ちゃんバフによって耐久性能が向上していなければ危なかった。

「今の質問の仕方は、答えが一個しかないからずるいと思います！」

「た、たしかに……。ごめんよ……」

　今の話の流れで、「レナに構わないお兄ちゃんになってくれ」とは答えられないわな……。ごもっともです。お兄ちゃんが悪かったです。

　ぷんすか、というような効果音が出そうなオーラで腕を組んでそっぽを向いていた史穂だが、ほどなくして呟いた。

「……じゃあ、お兄ちゃんは相手がレナじゃなくても面倒見るんだ？」

「？　まあ、多分そうだな」

「そっか……」

　何かに納得したような、疑問が解けたような。そんな表情で、史穂が頷いた。

　それから、ベンチをぺちぺちと叩きながら、

「お兄ちゃん、お膝！」

「お膝？　正座ではなく？」

「正座ではなく、お、ひ、ざ！」

　お膝。つまり膝枕をさせろと。家の中ならともかく、こんな公園のど真ん中の、公衆の面前で。

「いやぁ、それはちょっとお兄ちゃん恥ずかしいよ……」

「なんでこんなときばっかり常識人のふりしてるの！　じゃあわたしがもっと恥ずかしいことするよ!?　年甲斐もなく地面に寝っ転がって駄々こねるよ!?　それでもいいの!?」

「お、おおう……」

　どっちも視線が痛いなら、俺が苦しんだほうがましか。そんなに膝枕してほしいのか……。

　しかたなしに、史穂の隣に座り直す。

「はい、どうぞ」

「とーう！」

　元気よく史穂が倒れてきた。俺の太ももはそんなにやわらかくないと思うけどなぁ。

「むふー……」

　……まあ、満足そうだしいいか。

　公園では変わらず子どもたちが走り回ったり、保護者同士で談笑したりしている。さっきの転んだ子どもは、もう公園から去ったようだ。

　……うう、通りががった人から視線を感じる。まあ、史穂美人だから、視線が引き寄せられるのは自然の摂理だが……。公衆の面前で膝枕は、さすがにちょっと恥ずかしいなぁ……。

　とはいえ、史穂が満足するまで我慢するしかない。くう、お兄ちゃんとはかくも茨の道なのか。

　羞恥心を乗り越えるため素数を数えていると、やがてゆっくりと、史穂が口を開いた。

「……多分、本当はね。レナに怒ってたわけじゃないんだ」

「そうなのか？」

「うん。いや、レナの家事のしかたとか、気になるところはあったけど。それは理由でしかないというか。あれだよ。表面的な問題ってやつ」

「じゃあ、根本的な問題っていうのは？」

　膝枕しているから当たり前かもしれないが、史穂は視線を合わせようとしなかった。

「……お兄ちゃん、さっき『家に来たのがレナじゃなくても面倒見てた』って言ったよね？」

「ああ。だいたいそんなこと言ったな」

「それといっしょ。うちに来たのがレナじゃなくても、『本当の妹』なんだったら、きっと最後には喧嘩になってたと思う」

「それは……」

　……薄々、そうなのではないかと思っていた。

　史穂がレナに抱いている感情は、血の繋がりがある存在に対する、劣等感や疎外感のようなものなのではないかと。

「最初はさ。やっぱり、よくわかんなかったんだよね。血が繋がってないって言われても、ずっと家族としてすごしてきたわけだし。でも……」

　そこで史穂は、一度口を閉ざした。

　視線を彷徨さまよわせたり、指を忙せわしなく動かしたり。うまく言語化できないものを、精一杯頭の中で言葉にまとめているようだった。

「うーん……。やっぱりうまく言葉にできないけど。横顔とか、指先とか、後ろ姿とか、あと匂いとか。そういうので、やっぱり兄妹なんだなって感じるときがあるんだよ。……わたしは、お兄ちゃんに似てるって言われたことないのに」

「そうか……」

　実際、史穂の目立つ髪色もあってか、俺たちが兄妹だと伝えても、似ていると言われたことはほとんどない。

　それが史穂にとってコンプレックスだったのかもしれない。あるいは、レナという比較対象が現れたことで、コンプレックスを感じるようになってしまったのか。

「お父さんとお母さんはいつも家にいないから、こういうとき頼りにならないしさー。そんなわけで、史穂ちゃんのアイデンティティがクライマックスなわけですよ」

「クライシスじゃないかな」

「そうとも言うかも。いやあんまり間違ってないかも」

「たしかに」

　アイデンティティの危機、という意味ではクライマックスでも案外間違いじゃないかもしれない。

　さておき。『本物の妹』という存在に対する危機感から、つい攻撃的な言動を取ってしまった。それが今回の喧嘩の原因だったのだろう。

　史穂が抱えている不安や疎外感は、残念ながら俺にはどうすることもできない。俺がいくら「実の妹と同じように、あるいはそれ以上に愛している」と伝えても、史穂自身が自分を見失っているかぎり意味はない。迷子の子どもに住所を伝えても、自分がどこにいるかわからないようなものだ。

　俺にできることは、史穂の不安を極力取り除くこと。彼女の兄として、彼女を安心させることだ。

「……レナはさ。俺と史穂の箸の持ち方がそっくりだって言ってたぞ」

「そうなの？」

「ああ。やっぱり箸の使い方コソ練してたみたいでさ。ちょっとだけコツを教えてあげたことがあるんだ。そのときにな。クラスのみんなちょっとずつ箸の持ち方違うけど、俺と史穂はそっくりらしい」

　日本に馴染むため、周りをよく観察しているレナらしい視点の話だ。

「……まあ、わたしに箸の持ち方教えたのお兄ちゃんだし、そりゃよく似るよねって話じゃない？」

「そうかもしれないな。洗い物の順番とか、洗濯物の畳み方とか、そういうのを教えたのも、全部俺だ。そして、俺はそういうことを、全部父さんと母さんから教わった」

「…………」

　血の繋がりがあるのなら、俺とレナの遺伝子は近いことになるのだから、無意識に似てしまうこともあるだろう。

　けど、俺は両親から家事の仕方を教わって、それを史穂に伝えてきた。親から子へ。兄から妹へ。そしていつか、俺や史穂が親になったときに、また親から子へ伝えていくのだろう。

　血の繋がりがなくとも、親子って、家族って、そういうものなんじゃないのか？

「それに、レナはよく、俺たちの喋り方とか考え方とか兄妹らしいって言ってたじゃないか」

「言ってたっけ？」

「言ってたよ。二人でレナにダル絡みしてるときとか、『めんどくさいですねこの兄妹……！』みたいなことよく言ってたじゃないか」

「あー……。たしかに、言ってたような」

「だろう？　俺たちが気付けないだけで、レナから見たらそっくりなのかもしれないぞ？　俺たち」

「むーん……」

　膝枕状態のまま、史穂が寝返りを打った。周囲の視線がさらに痛くなるからやめてほしい。

　とはいえ我慢だ。好きにさせるのも、兄の甲斐性ってもんさ。

「……怒らないの？」

「ああ。俺以外に迷惑をかけてないなら、怒る理由がないからな」

　俺以外の誰かに迷惑かけたら、ちゃんと叱りますけど。

「……お兄ちゃんって、本当に妹に甘いよね」

「そりゃそうだろう。俺にとって、妹は命より大事なものなんだから。世界中を敵に回したって妹を守るって」

「……そうだね。お兄ちゃん重いし。普通に同級生が引くレベルのシスコンだしね」

「そうだな。俺も同級生から距離置かれてるしな」

「こういうときに茶化すのもよくないと思う」

「ごめんなさい」

　似たようなことを露本さんにも怒られたような気がする。気をつけよう……。

「……お兄ちゃんがそんなんだから、妹はこんなめんどくさくなっちゃうんですよ？」

「え、俺のせいだったの？」

「うん。ぜんぶお兄ちゃんが悪い。わたしを不安にさせるから」

「それは、大変申し訳ございませんでした。不徳の致すところです」

「うむうむ。反省して。こんなにめんどくさくて情緒ふあんてーな、手のかかる妹に育てたのは、お兄ちゃんなんだからね？」

「まじかー」

　俺のせいだったかー。まあ、保護者してたのは俺だしな。そうと言われればそうかもしれん。

「……こんな手のかかる妹、お兄ちゃんくらいしか面倒みれないんだから。こんな妹に育てた責任、ちゃんととってよね？」

「ああ、もちろん」

　責任とるってどこまですることかわからないが、俺はお兄ちゃんだ。史穂の幸せに必要なことはなんでもするさ。

「帰ったら、レナと仲直りできるか？」

「うーん……。お兄ちゃん、ここは『うん』って言ってほしいところ？」

「さっきも言ったろ？　史穂の好きにしたらいいさ」

　仲直りしてくれると嬉しいのは事実だけどな。とはいえ、史穂のペースでいってくれればいいと思う。

「じゃあ、ちょっとすぐにはムリかな……。レナが何考えてるかわからないもん。やっぱり、わたしも悪いところはあったけど、やっぱりわたしだけが悪いっていうのはちょっと違くない？　って思っちゃうし」

「そういうの、理屈じゃないからなぁ……」

　悪いことをしたとわかっていても、素直に謝れないときが人間にはあるものだ。俺が史穂をいじめた奴の髪を丸坊主にしたとき、悪いことだとわかってても絶対謝らなかったのと同じように。

「よいしょっと」

　ようやく史穂が身を起こしてくれた。周囲の視線はもう取り返しがつかないくらいの放射量を浴びたような気がするが、史穂が満足したならそれでいいのだ。

「……ねえ、お兄ちゃん」

「なんだい史穂」

「わたしと血が繋がってないって言われたとき、どう思った？」

　……直球で投げつけてきますね、この妹。

「まあ、ショックじゃなかったと言えば嘘になるけど……。でもまあ、考えてみたら、そんなに気にすることじゃないかなってなった」

「どうして？」

「史穂と血が繋がっていようといまいと、過去は変わらないからさ。俺はお兄ちゃん歴十五年の大ベテランなわけだけど、実は実妹じゃなかったからといって、いきなりその過去がなかったことになるわけじゃないだろ？　家族って、血が繋がってるから家族なんじゃなくて、一緒に過ごした時間の積み重ねがあるから家族になるんだと思うんだよ」

　だからこそ、俺はレナとも時間を積み重ねて家族になっていきたいし、史穂にもそう感じてほしいとも思う。

「ほら、父さんと母さんだって最初から家族だったわけじゃなくて、出会って親しくなって結婚して、そこで初めて家族になったわけだろ？　それと一緒だよ」

「家族に、なる……」

　史穂はなにかを探すように、その言葉を反芻はんすうしていた。彼女なりの納得のいく答えが見つかってくれればいいんだが。

　けれど、きっと大丈夫だ。なにせ史穂は、世界一の俺の自慢の妹なんだから。

「……でも、よかった」

　そう言って、史穂は俺の肩に頭を預けてきた。金の髪が、さらりと流れる。

「お兄ちゃんが、取り違えのことどう思ってるのか、よくわからなかったから」

「どう思ってるかと問われれば、なんとも思ってないが答えだけど。あれ、もしかして俺、言ってなかった？」

「うん。わたしもちゃんと聞いてなかったけど、たぶん言ってないと思う」

「まじか……」

　まさか、これまでずっと、一番大事なことを言っていなかったとは。

　それで史穂に不安な思いをさせていたとなったら、これは兄失格ものの大失態だ。

「……もう手遅れかもしれないけど、改めて言っておくな」

「うん」

「俺は、血の繋がりとか関係なく、史穂のことを世界一大事な妹だと思ってるよ」

「……知ってるよ」

　と言いながら、おでこを俺の肩にぐりぐりと押し付けてきた。

「知ってても、言葉にしてもらえないと不安になることはあるんだよ」

「それは、本当にごめん」

「ちなみに、レナと血が繋がってるって言われてどう思ったの？」

「最初は困惑したけど、すぐに『妹が増えてラッキー』くらいの気持ちになった」

「ふつーにデリカシーないと思うよそれ!?　わたしはめっちゃ悩んでたのにさぁ!?」

　おでこぐりぐりが頭突き攻撃に変化した。痛い痛い。

「ごめんて。でも妹に嘘つけないしさ」

「まったくもう……！」

　史穂がぷんすかしながら立ち上がった。

「お腹すいた！　帰ってお昼にするよ！　お兄ちゃん作って！」

「サーイエッサー」

　今日の食事当番は史穂なのだが、さすがにこの流れでは断れまい。

　史穂が大股で帰路につく。とはいえ、あれは怒ってるアピールをしているだけで、本気で怒っているわけではないだろう。いつもの兄妹のじゃれあいだ。

　経緯はどうあれ、いつもの調子を取り戻してくれてよかった。

　あとは、レナのほうをどうするかだが……。

「おっ……」

　などと考えつつ史穂の後ろを歩いていると、ポケットの中でスマホが震えた。ポケットから取り出して画面を確認すると、未読のメッセージがあることを伝えるポップアップが表示されている。

「お兄ちゃん早くー。歩きスマホよくないよー？」

「ああ、ごめんごめん、すぐ行くよ」

　手早くメッセージを確認する。

　送信者は露本さん。メッセージの内容は『これから接触する』という簡素な報告。

　……もう一人の妹の問題も、進展があったようだ。




　　　　　◇◇◇




　昼食の食材を買い足しながら帰宅し、料理を作って史穂と二人、早めの昼食を摂る。

　食後のティータイムでまったりし、課題を済ませると言って部屋に戻ったあと。

「そろそろかな……」

　課題を進めながら、時折スマホの通知欄を確認する。正直、通知が気になって課題がなかなか進まない。

　……これ、はたから見たら好きな人からの連絡を待っている青春真っ盛りみたいに見えるのかな。実際は俺と露本さんは全然そんな関係じゃないし、目的は露本さんではないのだが。

　などと思っていると、ちょうどスマホがバイブレーションした。

「っ……！　きた……！」

　ロックを解除し、メッセージを見る。露本さんから、『お待たせ。終わったよ』と連絡が来ていた。

　俺もメッセージで露本さんに返事をする。

『ありがとう。せっかくの休みなのに面倒な頼み事してごめん』

　俺がそう連絡すると、やたらハードボイルドなウサギが葉巻を吸っているスタンプが返ってきた。露本さんのスタンプのセンスはナゾい。そしてどういう感情のスタンプなんだこれ。

『何度も謝らなくていいよ。乗りかかった船って言ったでしょ？』

　どうやらあのスタンプは、何度も謝るな、という抗議のスタンプだったようだ。ありがとう、というスタンプをこちらからも返す。

『言われた通り、録音データ渡すね。頑張ってね、お兄ちゃん？』

　というメッセージのあと、音声ファイルが送られてきた。お礼にもう一度ありがとうスタンプを送る。

　そしてイヤホンをつけ、音声ファイルを再生した。

　派手な音はなく、かすかに足音が聞こえてくる。この音声の収録者、つまり露本さんの足音だろう。

　それから程なくして、なにかにぶつかるような音が聞こえてきた。

『あ、ごめんなさい！　ちょっとよそ見してて……』

　これも露本さんの声だ。その後、がさがさと、何かが擦れる音がした。おそらく、ポケットにスマホをしまったのだろう。録音はスマホでやってるだろうしな。

『いえ、お気になさらず』

　ポケットにスマホをしまったあとの、くぐもった音質でも、はっきりとわかった。今の声、そして言葉選びは間違いなくレナだ。

『あ。人違いだったらごめんなさい。もしかして、あなたが如月きさらぎレナさん？』

『……？　失礼ですが、そういうあなたは？』

『私は露本です。露本みどり。綾崎史隆くんの同級生で、レナさんのことは何度も聞かされてたから。あ、人違いじゃない……ですよね？』

『史隆さんの……。はい、私がレナで間違いありません。史隆さんたちにはお世話になっております』

「……さすがだぜ、露本さん」

　そう、俺が露本さんにお願いしていたのは、露本さんのほうでレナと接触して、情報を集められないかというものだった。

　史穂と喧嘩中のレナは、気まずさから外出するだろうと踏んで、昨日のうちに連絡しておいたのだ。露本さんはレナと直接話したことがないから、おそらく顔は割れてないからな。

「……顔が割れてないなんて表現、人生で使う日が来るとは思わなかったな……」

　それにしても、露本さんの振る舞いはさすがとしか言いようがないな。事故を装って接触し、俺という共通の話題を持ち出すことで違和感なくレナと会話を繋げている。

　さすがのコミュ力というか、交渉術というか。露本さんだから許されてるだけで、なんか色んな悪事に使えそうなスキルな気がする。

　などと関係ないことを考えている間にも、会話は進む。

『アヤタカ……あ、史隆くんのあだ名なんだけど、彼からよく話を聞いてたから、一度会ってみたいと思ってたんだ。突然で申し訳ないけど、今時間ある？』

『……ええ。急ぎの用事はありませんが』

　そうだろうな。史穂と顔を合わせないようにするための外出であって、実際は特に用事はないはずだ。

『だったら、一緒にお茶でもしない？　せっかくだから奢るよ。さっきのお詫びもあるし、私のほうがお姉さんだしね』

『お姉さん……ですか』

『うん。なんならお義姉ねえさんと呼んでもらっても構わないよ？』

　その表現は誤解を招くからやめていただきたい。

　……というか、今の言い方だと俺とレナの本当の関係を知っていることを匂わせてないか？　露本さんがどこまで話すかはわからないが……まずい、急に不安になってきた。

　とはいえ、俺が今ここで不安になっても、これは録音なわけで。こちらの気持ちなどお構いなしに、会話は進む。

『……まあ、予定も決めかねていましたし、少し早いlunchということでしたら』

『やった、じゃあさっそく行こう。何か食べたいものある？』

『特にはなにも。すみませんが、お任せできればと思います』

　そうして、しばらくは他愛もない雑談をしながら歩いている音声が続いた。

　いくつか店を見て回って、食べるものが決まったらしく、店に入っていくらしき音が聞こえた。

『……それだけでいいの？　せっかくだし、甘いものも頼んだら？　そういうのが売りのお店なんだしさ』

『いえ……甘いものは、あまり得意ではなくて』

『あら、珍しい』

　まじか。俺も知らんかった。

『美味しいとは思うのですが、食べたあとすぐに胸焼けしてしまって……。あ、代金は自分で払いますのでお気遣いなく』

『律儀な子だね〜。別にいつもアヤタカに奢らせてるから、一回くらい大丈夫なのに』

　たしかに、最近は露本さんに頻繁に奢っていたような気がする。俺の払った代金が回り回ってレナのお腹を満たすのなら、奢った甲斐があるというものだが、断られてしまったな。

『……先ほどから気になっていたのですが、……えっと、露本先輩、でしたっけ』

『うん、そうだよ。みどりお姉さんでもいいよ？』

『史隆さんみたいなreactionしないでください。……その史隆さんとは、どういう関係なのですか？』

『あ、それ聞いちゃう？　それはね……』

『それは……？』

『…………』

　そこでなぜか間を空ける露本さん。いやただのクラスメイトだよ。なんでわざわざ意味深な沈黙を作るの。

『……あ、あのへん空いてるよ。話は席についてからにしようか』

『は、はい、わかりました……』

　うっわ、露骨に話変えおった！　なんだこの、めっちゃいいところでＣＭ入れられたときみたいなモヤモヤ感！　そんな引っ張るような話題じゃないでしょうに！

　いや……もしかして、これが露本さんの会話術なのか？　なんだかんだ言って、初対面かつ、あまり人に懐かない性格のレナが、すっかり露本さんの話を聞く態勢になっている。

　もしそうなのだとしたら……さすが露本さん。高校生離れしたトークスキルだ。将来、詐欺師とかの道を選ばないかちょっと心配になるレベルだ。

　などと考えている間に、トレーをテーブルに置いたような音がした。多分、二人が席に座った音だ。

『いただきまーす』

『あ……。いただきます……』

　話さないんだ……。先に食べ始めるんだ……。やばいな、露本さんがなに考えてるかわからなくて怖くなってきた。

『あ、美味しいこれ。レナさん、そっちはどう？』

『え、あ、はい。これも美味しいです』

『ちなみに、私はアヤタカにとって特別な存在だよ？』

『ごほっ……!?』

　レナがむせた！　というかなに言っちゃってんの露本さん!?

『ごほっ、ごほっ……！　んんんっ……！』

『ごめんね食べてるときに。はい、お水』

『ごくっ……。っふう……。すみません……。いえ、そうではなく……！　あの人、あれだけ家族serviceしながら、学校にはgirlfriendまでいるんですか!?　Supermanですか!?』

　家族サービスて。俺はパパではなく兄なのだが。まあ、父親代わりも兼任してるけどさ。

『そうそう、ガールフレンド。アヤタカ、私しか友達いないから』

『Huh？　友達……ですか？』

『うん。友達。帰ったらアヤタカの連絡先一覧見せてもらうといいよ。高校に入ってから増えた連絡先、レナさんと私くらいしかないだろうから』

　連絡先見せろはやめてください。人の心ないんですか。

　……まあ、たしかに、学校で胸を張って友達と呼べる相手は露本さんしかいないし、唯一の友達、という意味では『特別な存在』という言い方に間違いはないのかもしれないが……。

「ま、紛らわしい……！」

『ま、紛らわしい……！』

　おっと、リアクション被った。

『いや、ごめんごめん。レナさん、真面目なタイプだから、ついからかうのが楽しくなっちゃって』

『はあ……。真面目に悩むのがバカらしくなってきました。食べ終えたら帰っていいですか？』

『ごめんってば。でもレナさん、これくらいダル絡みしてくる相手じゃないと、わざわざコミュニケーション取らないタイプでしょう？』

『……まあ、否定はしませんが』

　たしかに、史穂は距離感バグってるタイプだし、俺も兄兼親代わりとして振舞うと決めてからは、史穂と大差ない距離感で接していたからな。レナがあまりアクティブな性格じゃないのもあって、彼女と親しくなろうとするにはそれくらい積極的にいかないといけないのかもしれない。

　そういうレナの性格を瞬時に見抜いて、それに合わせた振る舞いをできるのが、露本さんのすごいところだよな。

『でさ、話のついでに聞いちゃうんだけど、レナさん、アヤタカのこと、結構高く評価してるんだね。さっきスーパーマンとか言ってたし』

　あれ、そうなの？　お兄ちゃん飛び上がるほど嬉しいけど。

『……いえ、別に』

『この場に私とレナさんしかいないんだし、素直になっちゃいなよ。もちろん、私からアヤタカに言ったりなんてしないからさ』

　録音している状態でこのセリフを言える胆力よ。しかも録音データを渡しただけで、本当に実際に自分で言ったわけではない事実。露本さん、マジで詐欺師の才能ありそう。

『…………』

　レナは少しの間逡巡しゅんじゅんしていたが、やがて観念したように口を開いた。

『……まあ、家事もできますし、成績もいいようですし。妹に対していつも全力でぶつかっていく姿勢は、尊敬すべき点があると思っていますよ。……ときどき、いえしょっちゅうやりすぎますけど』

　おお、レナからそんなふうに思ってもらえていたとは。お兄ちゃん嬉しくて泣いちゃいそう。

『そうだね。アヤタカからは、いつもいつも、いっっっつも史穂ちゃんのこと聞かされるよ……』

『心中お察しします……』

　あれ？　今、俺を共通の敵とすることで結託しなかった？

『その史穂ちゃんとはうまくいってるの？　同い年で同じ学校だし、当然接点は多くなるよね』

　とか言ってたら、露本さんがついに本題に踏み込んだ。レナはどう答える？

『……まあ、そういうこともありますね』

『やっぱり、ずっと一緒だと疲れる、みたいなこともある？　なにか不満があるなら聞くよ？　異性であるアヤタカには言えない悩みとかもあるだろうし』

『…………』

　互いの考えを窺うような沈黙の後。

　レナは、ため息まじりに口を開いた。

『……露本先輩、私と史穂ちゃんが喧嘩してること、史隆さんから聞いてますよね？』

『あ、やっぱりバレた？』

『ええまあ。タイミングよすぎますし。もしかして、史隆さんから喧嘩の仲裁の手伝いをするよう頼まれたりしました？』

『そんなことはないよ。ただ、最近アヤタカがずっと悩んでるっぽかったから、友達として相談を受けただけで』

　……ちょっとだけ嘘混ぜるの上手いな。露本さんのトーク力ちょっとおかしくない？

『もしこの場にアヤタカがいたら、史穂ちゃんの悪口言ったらブチギレるかもしれないけどさ。いないんだし、思ってること言っちゃっていいんじゃない？』

『妹の悪口言ったら、地の果てからでも飛んできそうじゃないですか？　あの人』

『あー、それはあるかも』

　どんなイメージされているんだ俺は。地の果てから飛んできたりはできないよさすがに。地の果てまで追いかけはするけど。

『……とはいえ、どこまでいっても史隆さんは史穂ちゃんの味方をするでしょうから、どうせ無駄だと思いますが』

『そんなことないって、わかってて言ってるんでしょう？　ツンデレするならデレを見せないとだめだよ？』

『ツンデレって……。そんなanimecharaじゃないんですから』

　いや、ツンデレの定義はわからないけど、レナは口では文句言いつつノってくれる、気まぐれな猫みたいなところあるぞ。

　だからこそ本心がわかりにくいという側面もあるのだが……。この場で露本さんがどれくらい聞き出してくれるか、だな。

　聞き耳を立てて、録音された会話の様子を窺う。先に口を開いたのは露本さんだった。

『私もさ、妹と喧嘩したことあるんだよね。厳密には、喧嘩の一歩手前くらいになったことだけど。そのときにたまたまアヤタカがその場にいて、妹を宥なだめてくれたんだよ』

　ああ、露本さんと友達になったときのことだ。懐かしいな。

『でもさ、姉妹喧嘩なんて生きていたら普通にあることだと思うんだよ。どっちも所詮しょせんは子どもなんだからさ、ぶつかって当たり前じゃない？　アヤタカが普通じゃないだけで』

『……そうかもしれませんね』

『だから、レナさんが史穂ちゃんと喧嘩したことも、仕方ないことだと思うんだよ。一緒に住んでいる以上、どうしても価値観の違いでぶつかることもあるだろうし。でもさ、それってどちらが正しいとか間違ってるとかじゃなくて、ただの育った環境と考え方の違いでしかないんじゃないかな』

『…………』

　さすが露本さん。含蓄がんちくのある発言をしてくれる。レナも思うところがあるのか、考え込んでいるようだ。

『まあ、同い年で同じ家で暮らすってなると、友達というよりは兄弟、姉妹に近い感覚になるだろうから、妹のいる私なら相談に乗れることもあるかなーって思ったんだけど、どうかな？　お節介だった？』

『……そうですね。お節介です。あなたも、史隆さんも』

『やっぱり？　ごめんね。一年長く生きてる分、どうしても気になっちゃうことが目についちゃってさ。特にアヤタカなんかは、私以上にあなたたちに接してるわけだし』

『そう、ですね……』

　それからしばらくの間、食事を進める音だけが響いて。

　ほどなくして、ぽつりとレナが呟いた。

『……本当はもう、史穂ちゃんのこと、怒ってはいないんです。まあ、あのときはムキになって言い返しちゃいましたけど。でも冷静になって考えてみたら、史穂ちゃんの言ってることもわかるし』

『うん』

『だから、史穂ちゃんのことを悪く思ってはいません。素直に謝ったほうがいいってわかってはいるんですけど……』

『頭ではわかってても、感情が邪魔をして正しい行動ができない、なんて、よくある話だよね』

『そうですね……』

　……そうだな。正しい行動と、感情を排はいしてその行動を取れるのかは、別の話だ。俺も史穂が熱を出したとき、本当は学校に行かなくちゃいけないとわかってても史穂の看病を優先したことあったしな。

　でも、レナも謝りたいと思ってくれているというのは収穫だった。レナも史穂も、本心から相手を嫌いになったわけではなかったのだ。あとはきっかけさえあれば、きっとやり直せる。

『……多分、私は史穂ちゃんが羨ましかったんだと思います』

　唐突に、レナが呟いた。

『どんなところが？』

『私は一人っ子でしたし、両親も仕事で家を空けがちだったので……。生まれ育ったカナダは多様性の国とはいえ、やっぱり人種が違うと、仲良くなるまでのhurdleが一段高いんですよ。子どもの頃は、特に』

　不意に、史穂の顔が脳裏によぎる。

　子どものころ、史穂は髪の色でからかわれたり、邪険に扱われたりした。そのたびに俺が飛び出していったものだが……。

『そのうち、段々人と距離を詰めるのが億劫になってきて、一人の時間をanimeのようなsubcultureで潰すようになっていったんですが……。やっぱり、寂しいと思うこともあって』

『そっか……』

　うちも両親が家を空けがちだったから「ただいま」と玄関で言っても、返事が返ってこない寂しさはわかるつもりだ。

　それでも、俺には史穂がいたから、寂しくなかった。けど、一人だったレナは……。

『史穂ちゃんも、身の回りのことはある程度一人でできますが、やっぱりそばで見てると、ときどき感じるんですよ。ああ、この隙の多さやおおらかさは、いつも自分を守ってくれる兄がいるからこそなんだろうな、と……』

「…………」

　俺は物心つく前から史穂と一緒だったから、史穂のいない人生なんて想像もつかない。

　多分それは、史穂も同じなのだろう。だからこそ、普段の生活の中でも、無意識に俺がいることを前提とした振る舞いをしてしまう。

　そしてそれは、兄弟のいない環境で育ったレナにはないものなのだ。

『私は、それが妬ましかったんでしょうね。私たち、二人とも血が……えっと、二人とも両親が不在がちな環境で育ったのに、私は兄がいないから一人で生きていかなくちゃいけなくて、史穂ちゃんには兄がいた。ずっと、心の奥でそれが妬ましくて、喧嘩したときについ……』

『爆発しちゃった、と……』

『……はい』

　レナは知らないだろうが、露本さんは俺から聞いているため、史穂とレナが取り違え子であることを知っている。

　だから、露本さんも気づいているだろう。レナの史穂への嫉妬は、単純に「兄妹がいる環境で育ったこと」に対してではなく、「血が繋がっていなくても、兄妹として接してくれる存在がいる」ことに対してなのだと。

　史穂が内心では、突然現れた「実の兄妹」という存在に苦悩していたように。

　レナもまた、自分にはいなかった「兄妹」というものに苦悩していたのだ。

『なるほどね……』

　カラカラと、氷が鳴るような音。おそらく露本さんが手元のコップでも弄んでいるのだろう。俺と二人で食事してるときも、話題の隙間でそういう動きしてたしな。

『つまり、全部アヤタカが悪いと』

「なぜそうなる……!?」

『なぜそうなるんです……!?』

　また俺とレナのリアクション被ったが!?

『だってこの問題って、結局史穂ちゃんにだけ兄がいたことが原因なんでしょう？　レナさんにも兄がいれば、……まあどっちの兄のほうがいいか的な争いは起こる可能性はあるにせよ、ここまで拗れなかったと思うんだよ』

　いや、そういう問題ですかねぇ……？

『……なるほど。一理ありますね』

　あ、あるんだ。

『たしかに、元を正せば全部史隆さんが悪い気がしてきました』

『そうそう。無関係な私まで問題解決に巻き込むし。アヤタカが悪いよ、全部』

　あ！　露本さん、最後のが本音だな!?　俺のトラブルに巻き込まれて貴重な休日を消費することになったから、腹いせに俺を悪役に仕立て上げよう的な！　騙されるなレナ！　それは露本さんの話術に乗せられてるぞ！

『……いっそのこと、一貫してお客様として扱ってくれたほうが、まだ楽だったんですけどね。いろいろ考え込む必要なくて』

『あはは……。それに関しては私もちょっとアドバイスしちゃったから、あんまり強く言えないんだけどね。でも、アヤタカがそんな器用なことできないって、しばらく一緒に住んでるんだからわかるんじゃない？』

『……そうですね』

　やっぱり俺ディスられてる？　また俺を悪役にすることで意気投合してるし。女ってこええ……。

『結局、アヤタカが全部悪いんだけどさ。だから、史穂ちゃんは悪くないんでしょ？　じゃあ、やることは決まってるんじゃないかな』

　あ、俺のことは悪役扱いなままだが、いい感じに話をまとめてくれた。さすが露本さん。

『…………』

　レナはしばらくの間口を閉ざしていたが、やがて大きくため息をついた。

『いつかは謝らないといけないとはわかってるんですが……、やっぱり気が重いですね。私から先に謝るのは癪しゃくだという気持ちもやっぱり残ってますし』

『そこは素直にさ。頼れるお兄ちゃんに相談してみれば？』

　レナと同時に、録音を聴いている俺にも向けたような発言。任せろレナ。お兄ちゃんいくらでも頑張っちゃうぞ。

『頼りになりますかね、あの人』

『頼れるお兄ちゃん扱いがいやなら、事件の発端扱いでもいいよ。自分で蒔いた種なんだから、自分で回収しなさいって言っておきな？』

　なにおう。俺が頼れないお兄ちゃんだとでも？

『いえ、そういう話ではなく。……史隆さんはやっぱり、史穂ちゃんの味方をするのではないか、と』

『ああ、そっちの心配？　それなら問題ないよ』

　平然と、露本さんが語る。

『アヤタカはもう、あなたのことも妹だと思ってるから。どっちかの妹だけ贔屓したりなんてしないよ』

　繰り返しになるが、露本さんは俺とレナが実の兄妹だということを知っている。

　けど、レナはまだその事実を知らない。その上で、露本さんは「俺がレナを本当の妹のように思っている」と話した。

　これが、はたしてレナにどのように伝わるのか……。

『……どう、なんでしょうね』

『間違いないよ。さっきも言ったでしょ？　アヤタカはそんなに器用じゃないから、二人とも妹として扱ったほうが絶対簡単だと思ってるよ』

　露本さんの言い方には引っかかるものがあるが、俺がレナも妹だと思っていることは本当だ。

　血の繋がりがあるからじゃない。一緒の家で暮らして、家族となった相手だから、大事にしなきゃと思うし、大事にしたいと思えるのだ。

『……そう、ですね。そうかも、しれませんね』

　しばらく考え込んでいたレナだが、やがてゆっくりと、露本さんの言葉を肯定した。

『じゃあ、どう？　史穂ちゃんと仲直りできそう？』

『……それとこれとは、ちょっと話が別ですかね。言いすぎたかなと思う反面、向こうも言いすぎだろうと感じた発言はありますし』

『そっか〜』

　史穂と同じようなこと言ってるな。やっぱり、お互い罪悪感もあるけど、それ以上に自分のほうが正しいと思っている感じか。

　それはまあ、喧嘩なんてそんなもんだから仕方ない。けどやっぱり、レナのほうから謝ってもらうのも無理そうか。

『ところでレナさん、このあとの予定は？　なにか目的があって外出したの？』

『……ここまで話したので白状しますが、家にいるのが気まずいから外に出ただけで、別段目的があっての外出ではありません』

　やっぱりそうだったか。まあ、同じ立場だったら、俺も同じようなことするだろうしな。

『じゃあ、今日は一日私に付き合ってもらえる？　そうすればレナさんも、人と会って遊んでたって言い訳できるでしょ？』

『それは構いませんが……。露本先輩の予定は大丈夫なのですか？』

『うん。一人でショッピングするだけだったし。どうせなら一人より二人で見て回ったほうが楽しいでしょ？』

　実際、俺が頼み込んで、露本さんにレナの様子を確認してもらったわけだし、それ以外の用事はないだろうしな。

　しかし、俺の頼みを聞いてくれるだけでなく、レナの面倒まで見てくれるなんて、露本さんってもしかして聖人？

『日本の女子高生の間で流行ってるものとか教えてあげられるし。それに今日は好きなだけアヤタカたちの愚痴を聞くよ？　もしかしたら私が先に愚痴るかもだけど』

『あはは。それは魅力的な提案ですね』

　前言撤回。露本さんは聖人ではなさそう。てかこの二人、俺への不満で意気投合するのやめてくれないかな……。

　と、その辺で録音データの再生が終わった。確かに重要な話は聞き終えた感じはするし、露本さんの判断で録音を切り上げたのだろう。

　イヤホンを外しつつスマホの画面を見ると、図ったようなタイミングでメッセージが届いた。送り主は露本さんだ。

『そろそろ聞き終わった？』

　録音データの時間から逆算して、この時間に連絡を送ってきたってとこだろう。ほんと、器用なことするなぁ……。

『聞き終わったよ。ありがとう。露本さんは俺と話してて大丈夫なの？』

『お手洗いって言って抜けてきた。この情報で大丈夫そう？』

　ああ。十分すぎる。

　史穂もレナも、本心から相手を嫌いになったわけではなかったのだ。ちょっと、ボタンのかけ違いがあっただけで。

　それがわかっただけでも十分。あとは、俺が兄として、やるべきことをやるだけだ。

『本当にありがとう露本さん』

　俺がそう送ると、やたらハードボイルドなウサギが、葉巻を咥えているスタンプが返ってきた。やっぱりこのウサギ、露本さんのお気に入りらしい。

「さて……」

　スマホのカレンダーを確認する。今日は土曜。明日も休日だ。

　レナが帰ってくるのは遅くなるだろう。夕飯前に帰ってくるかどうかといったところか。

「なら、決行は明日だな」

　お兄ちゃんプレゼンツの、仲直り大作戦だ。











七章　家族になるということ










　史穂しほもレナも、本心では仲直りしたいと思っている。

　なら、兄として、やることは一つだ。

「今日は三人で出掛けるぞ！」

　あれから一晩明けた日曜日。

　三人揃っている朝食の場で、俺は二人に向かって宣言した。

「ほえ？」

「はあ……」

　朝食を食べながら、二人とも気のない返事。だが、それでめげる兄ではないのだ。

「食べ終わって身支度を済ませたら、すぐに出発するぞ！　今日は遠出になるからな、しっかり準備しておくように！　そうだな……女の子だし準備も色々あるだろうから、十時出発を目処にしようか！」

「朝からテンション高いね、お兄ちゃん……」

「またいつものめんどくさいmodeに……」

　妹二人が呆れたような声を出す。そうだぞレナ、兄モードになった俺はめんどくさいのだ。

　二人が仲直りするまで、ノンストップだからな。

「ああ、俺はすでに準備万端だから、食器洗いは俺がやるよ。食べ終わったらシンクまで持ってきてくれ」

　そう言って、自分の分を早々に食べ終え、台所まで持っていく。

「…………」

「…………」

　ちらと覗くと、食卓に残された二人は気まずそうに無言で食事を進めていた。

　……自分たちだけで仲直りするのは、まだ少し難しそうか。

　まあ、そのためのお兄ちゃんだ。仲直り作戦は考えてある。

　あと二人に必要なのはきっかけだけだ。それを作るのが俺の役目であり、そのためのおでかけだ。

　史隆ふみたか先生の次回作にご期待ください。
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　宣言通り、二人とも十時前にはおめかしを済ませ、玄関前にスタンバっていた。

「あ、史穂。もっと動きやすい靴の方がいいぞ。今日は結構歩くからな」

　厚底のヒールを選ぼうとした史穂に待ったをかける。ハイヒールで歩くと、史穂の長い足がより強調される……んだろうか？　多分。よくわからないけど、そういうオシャレなのだろう。

　それも可愛くてよいと思うが、今回は自重してもらおう。行き先が行き先だしな。

「その前に、どこに行くか教えてよお兄ちゃん」

「それは着いてのお楽しみということで。んじゃ、早速出発だ！」

「まったくもう……」

　ため息をつきつつ、動きやすそうなスニーカーに履き替え、家を出る史穂。

　そしてその間、レナは終始無言だった。やはり俺と史穂の会話に割り込む気は今はないらしい。

　二人を連れ立って、いつもの最寄り駅へ向かう。毎朝の通学路と一緒なのだが、三人揃って家を出たのは一週間ぶりくらいなので、随分と久しぶりのように思える。

　電車に乗り込み、三人並んで吊り革に掴まる。妹二人は当然のように、俺を挟んで反対側に並んだ。

「「…………」」

　やっぱり無言の時間が続く。レナに至ってはアプリゲームまで始めてしまった。道中はこのまま会話はなさそうだ……。

「おっと？」

　ズボンのポケットの中で、スマホが震えた。取り出して画面を見ると、史穂からのメッセージが入っている。

『どういうつもりなの？』

　史穂のほうを見るが、スマホの画面に視線を落としたままで、顔をあげようとはしなかった。直接言えばいいのに。

　……と言いたいが、やはりレナには聞かれたくないという気持ちがあるのだろう。こうやって密談ができるというのは、文明の利器の便利なところでもあり、怖いところでもあるな。

『当然、お兄ちゃんの仲直り大作戦だが？』

　俺が返事をすると、史穂からはグラサンかけて怒りマークを浮かべているウサギのスタンプが送られてきた。このウサギ、露本さんも使ってたけど、女子高生の間で人気なやつだったりする？

『そんなに怒らなくても（泣）』

『言っとくけど、私からは謝らないからね。レナが先に謝ったら考えるけど、私悪くないもん』

　あくまで頑なな態度を崩さない史穂。やはり史穂が自分から謝るというのは難しいようだ。

　とりあえず、泣いているスタンプを送って……また怒ってるグラサンウサギのスタンプが来た。ぴえん。

『それで、目的地はどこなのですか？』

　史穂からの返事……いやこれ違う、レナからのメッセだ。

　……いや、史穂はともかく、レナは口で言ってもいい内容なのでは？　まあ返事するけど。

　俺たちがこれから行こうとしているところは……。

『父さんと母さんが、初めて会った場所だよ』
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　電車とバスを乗り継いでたどり着いたのは、都内で有名な森林公園だ。

　国営で管理されているため整備が行き届いており、豊富な自然を味わうことができる。都内のコンクリートジャングルと地続きで広大な自然が広がっている光景は、違和感を覚えるような、本来あるべき姿のような、不思議な気持ちにさせられる。

　また、木々の間を散歩するハイキングコースのようなルートだけでなく、木材を使って組み上げられたアスレチックで遊べるエリアや、フリスビーや凧揚げなんかができるくらい広い運動場のようなエリアもある。身体を使う遊びは大抵できる、うちの近所の公園をレベル99にしたような場所だ。

　見かける客層も、近所の公園と一緒で、小さい子どもを連れた家族や、遊び盛りの子どもグループとその保護者というような構成が多い。地元の公園よりは、観光客風の服装の人を多めに見かけるくらいか。

「って、ここいつもの森林公園じゃん！」

　史穂が声を上げる。いや、普通にバス降りたあたりで気付こうよ。

「……ここが、史隆さんのご両親が初めて出会った場所なのですか？」

　レナの発言に、史穂がムッとした表情で俺とレナを見やる。なんでレナがそのことを知ってるんだ、という表情。

　それでも、直接レナにそれを尋ねることはしないらしく、あくまで俺に向かって口を開いた。

「でも、お父さんもお母さんもいないけど、なんで来たの？」

「思い出の場所だったり、何かの記念の場所だったりするのでしたら、私が連れてきてもらうのは筋違いかと思うのですが……」

「…………」

　俺を中継して会話するの、やめてくれないかなー。

　ま、こういうとき、どうするかというと……。

「というわけで、早速だがルール説明だ」

「「？」」

　揃って同じ方向に首を傾かしげる二人。息ぴったりやんけ。

　荷物を預けるために近場のコインロッカーに近づきながら、説明を続ける。

「今日はこの森林公園で、目についた遊びを三人で片っ端から挑戦する。その中で勝ち数を競い合って、一番多く勝った人が優勝だ。優勝者は特典として、負けた二人になんでも一つ命令できる……というのはどうだ？」

「……！」

「っ……」

　妹二人は顔を強張らせた。お互いの表情を窺おうとし、目が合ってしまってすぐに逸らす。

　これが俺の考えた作戦だ。

　二人とも、「謝りたいが、先に謝るのは気に食わない」という感情を抱えている。これは、俺が頭ごなしに謝るよう指示しても逆効果だろう。

　だからこそ、「どっちが先に謝らせるか」の権利を賭けて競い合わせる。謝るためのきっかけ、あるいは言い訳を用意する、というのが俺の作戦だ。

　ニンジンを鼻先に吊るすことで馬を走らせるアレのように、エサで釣って二人が交流する時間を強制的に作ってしまおうということだ。

　あとはまあ、運動してれば、だんだん悩むのがバカらしくなってくれないかなー、なんて打算もある。我ながら自画自賛に値する作戦だと思う。

「で、どうする？　やるか？　そういえば史穂、昔夏にここに来たとき、セミ捕り対決で俺にボロ負けだったよなぁ？」

　とりあえず史穂を乗せるため、煽りを試みる。綾崎家では悪口と陰口は禁じられているが、戦いで勝つための盤外戦術は禁じられていないのだ。

「むっかー。いいよ。やったろうじゃん。あとでアレをアレしないでよね！　なんだっけ、吠え面！」

　あとで吠え面かかないでよね、と言いたいのだろうなぁ……。まあ、「むっかー」とか口で言ってる時点で本気で怒ってはいないから、まあいいか。

　さて、残るはレナだ。というわけでレナの方を見る。史穂もなんか腕を組んで顔を背けるツンデレみたいなポーズで視線だけレナに向けている。ツンデレはレナだって露本つゆもとさん言ってなかったっけ。

「……いえ、私は別に勝ち負けに興味ないですし、お二人で勝手に戦ってもらえれば……」

「ちなみにレナ。綾崎家では不参加は敗北とみなすルールが適応されている。参加しなければ不戦敗とみなして、俺が優勝したら最低一週間はトイレ掃除してもらう。俺は……やると言ったら必ずやるぞ」

「っ……！」

　すごい恐れ慄おののくレナ。普段から妹のこととなるとちょっと見境がなくなってしまう俺だが、その姿を知っているからこそ説得力があるのだろう。

　……ちょっと我が身を振り返らねばと思わないでもない。

「……わかりましたよ。付き合えばいいんでしょう？」

　持っていた手荷物を叩き込むようにコインロッカーにぶち込み、レナは宣言した。

「世界最大の軍隊はどこだと思います？」

「どうした急に」

「そう、アメリカ合衆国です。本場北米の風土で育った人間の身体能力、思い知らせてあげましょう！」

　レナが高らかに宣言し、こうしてなんでもいうこと聞かせます券を賭けた熱き戦いが幕を開けた。
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「ぜえ、ぜえ……。た、体力ありすぎじゃありませんか、二人……」

　アスレチックから即座に落ちて周りを困らせたレナが言う。

「……お兄ちゃん。豆知識だけど、世界最大の軍隊があるのはアメリカだけど、世界で一番肥満率が高いのもアメリカらしいよ」

「ピザとコーラとハンバーガーの国だもんなぁ……。そら太るわなぁ……」

　まあそれで言うと、レナは痩せ気味の日本人らしい体型をしてはいるが。とはいえインドアゲーマー気質のレナに、運動関係の勝負は確かに不利だったかもしれない。

「私が……運動不足なのは認めますが……。二人はなんでそんな動けるんですか……。二人とも帰宅部なのに……」

「そりゃあ、俺は自慢の兄でいないといけないからな。体力なかったり、成績悪かったりする兄じゃ尊敬されないだろ？」

　俺はお兄ちゃんだからな。妹の前で、情けない姿を晒すわけにはいくまいて。

「普段のお兄ちゃんが尊敬に値するかは議論の余地があるけどねー」

「やかましゃー。今回のアスレチック早渡り対決は俺の勝ちだからな。そういう史穂は走り込みが足りないんじゃないのか？」

「ちっちっち。甘いな兄者。このゲームは長期戦なのだよ。お兄ちゃんがリードをとった時点で体力温存作戦に切り替えたのさ。お兄ちゃんこそ、一戦目からそんなに飛ばして体力もつの〜？」

「ほほう？　それがお兄ちゃんに対する発言かね？　よかろう、目に物見せてくれようではないか」

　などと戯れているが、実際史穂は運動が得意だ。昔は引っ込み思案だったが、二次性徴を迎えて身体が出来上がってきた辺りから急激に動けるようになった気がする。

　そんな史穂に追いつかれないように身体を鍛えていたら、史穂が俺を追いかけて身体を鍛え始めて……と、まるで少年漫画の主人公とライバルのようにお互いを高めあったからな。

「……史穂ちゃんが体育の授業で運動部以上に動けていたのは、もしかしてこの兄のせいですか……？」

「さて、とりあえず俺が一点先取させてもらったが、次はどうする？　次の勝負を決めるのは早い者勝ちとさせていただきます」

「あ、じゃあアレやりたーい。自転車貸し出してるし、サイクリングコースでレース対決で」

「おお、漫画みたいで面白そうだ」

「げ、現実はcomicじゃありませんし、普通に危険なのでは……!?」

「大丈夫だって。俺たち一般人が、漫画みたいなド派手な走りできるわけないし〜」

　並んでいるレンタル自転車を見る。ふむ。どれも性能は変わらなそうだな。とりあえず、一番黒いのを選ぶ。

　頼むぜ、一時的とはいえ、今の君は俺の相棒、『ブラックホーク二号機』だ。
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　結果。

「くっ……！　史穂に負けた……！」

「みんなありがとう！」

「みんな？　……まあ、ともかく、妥当な順位ですね」

　サイクリング対決は、史穂の勝利だった。というのも……。

「……史穂さんや。お兄ちゃんの自転車に体当たりしてくるのはよくなくない？」

「よくなくなくない。勝負は勝てばよかろうなのだよ。勝つためにほかの選手の妨害をするのは、ルールの範疇はんちゆうであれば立派な戦術だって」

　まあ、そうかもしれんが……。

「……自転車がぶつかりそうになったら、妹の身を案じて避けようとする兄の習性を利用して攻略するのは、ルール上問題ないとはいえ褒められた戦術ではないのでは……」

「いやあ、やっぱり勝つと気持ちがいいなぁ！」

　レナの苦言を打ち消すためか、ことさらに大声で叫ぶ史穂。盤外戦術絶好調ぜっこうちょうである。

「……やれやれ。まあ、非情になりきれなかった俺にも敗因の一端はあるから、今回は負けを認めよう。さて、次はどういうルールでいく？」

「あ、はい！　私から提案があります！」

　レナが勢いよく手を上げた。ルールを決めるのは早い者勝ち。そして今レナは勝ち星ゼロだ。ここはなんとしても、自分が有利なルールで戦いたいところだろう。

　とはいえ、インドア派のレナが有利なルールなどあるだろうか？

「よろしい。ではレナさん。どんな競技にしますか？」

「……こほん。あれを見てください」

　ヒートアップしてる自分を恥ずかしいと思ったのか、今更クールキャラを装いながら、レナは遠くの広場を指差した。

　そこでは、平たい円盤上のものを順番に投げている人々がいた。円盤を投げて、届いた距離だけ先に進んでいるように見える。

　……あ、進路上の先に、ゴールっぽいカゴがあるな。あそこに円盤を入れたら勝ちっぽそう。

「あの、フリスビーのようなものを投げる勝負にしましょう。見た感じ、ちゃんとしたruleがありそうなので、それに従って」

「まあ、いいんじゃないか」

「フリスビーを遠くに投げるルールなら、運動が得意なほうが有利な気がするけどねー」

　独り言のフリをしながら、史穂がレナに聞こえるように言う。レナも一瞬ムッとした表情になったが、無視することを選んだようだ。

　ちょっとずつ、二人の間に会話が戻ってきている感覚がある。このまま順調に進んでくれるといいのだが……。
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　例のフリスビーっぽいものを投げるゲームは、「ディスクゴルフ」というらしい。

　ルールも名前通り、ボールの代わりにディスクを使ったゴルフのようなものだった。俺も妹たちもゴルフのルールはなんとなく知っているため、すんなりゲームは始まった。

　ゲームの内容や駆け引きもゴルフと同じで、なるべく少ない回数でディスクをゴールに入れるために、コース取りや投擲とうてき距離を考えながらプレイするものらしい。

　結果。

「っ……入りました！」

　レナのディスクがバスケットに入り、めでたくレナの本日初の白星となった。

　勝利の喜びでガッツポーズするレナ。普段あまり感情を表に出さない子だからこそ、こういう振る舞いは新鮮で見ていて心地いいな。

「ふふっ……！　どうですか。physicalでは二人に劣りますが、駆け引きでは遅れは取りませんよ。伊達に長いgamer歴をしてはいません……！」

　俺にとってお兄ちゃん歴の長さが自慢となるように、レナにとってはゲーマー歴の長さが武器となるらしい。似た者同士だな。

　さておき、喜んでいるレナとは対照的に、史穂はジトっとした目でレナを見ていた。

「結局、最後のほうはグダって、みんなでバスケット囲んで誰が一番最初に入れるかみたいな感じになってたけど」

「……いいではないですか。最初に入ったのだから、勝ちは勝ちです」

　それまでの嬉しそうな表情から一転、いつもの無表情でそっぽを向くレナ。

　実際、レナは勝ち誇ってこそいるものの、ゲーム内容は決して自慢できるものではなかった。

　史穂は必殺技名っぽいのを叫びながらジャンピング大回転投擲をして大暴投するし、レナも「完璧なcourse取り」と言いつつ、狙ったルートにディスクを投げられるようになるまでだいぶショボい投擲を繰り返していたし。

　まあ、俺も人のこと言えるほど上手に投げれてなかったけどさ。最終的にみんなゴールであるバスケットに上手く入らず、史穂の言ったとおり、順番にバスケットに向かって投げ続ける勝負になっていた。

　それでも、最終的に勝ったのはまぎれもなくレナだ。最後まで勝ちにこだわったのは、生来の負けず嫌いが原因か、それとも……最終勝者に与えられる、なんでも言うこと聞かせます券に、それだけの価値を見出しているということなのか。

　なにはともあれ、作戦通り、レナが一ポイント獲得した。これで全員がイーブンだ。

「さあ、お兄ちゃん、次のゲーム……」

　そこまで言ったところで、史穂の腹の虫が元気よく鳴き始めた。

「ぷっ……」

「…………」

　レナが思わずといった様子で吹き出した。史穂がムッとした顔を向ける。

　と、史穂の腹の虫に応えるように、レナの腹の虫も元気に自己主張し始めた。

「フッ……」

「…………」

　今度は史穂が鼻で笑い、レナが悔しそうな顔になった。

　……もうこの二人、仲直りしてる扱いでいいんじゃないかな。

「とりあえず、一旦休憩にして、公園内にあるレストランでメシにしようか」

　二人とも、無言で頷いた。
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　その後も二人と一緒に、様々な遊びをした。

　身体を動かす系は俺が有利だったが、頭を使うタイプのルールではレナが一番勝率がよかった。そして史穂は漁夫の利を得るのがうまく、ちょくちょくいいところで勝ち星を持ってかれてしまった。

　そんな感じで三人で遊び倒して、はや夕方。

「……っ、とう、ちゃ〜く……」

　階段を登り終え、膝に手をついて息を吐く。一日遊び回った終盤に階段全力ダッシュはさすがに堪えた。

「うう……。もう足パンパン……。足太くなっちゃうよぅ……」

　俺に次いで階段を登り終えた史穂が階段に座り込んだ。他に人通りがあれば階段を塞ぐのをたしなめるところだが、その様子もなし。少しくらい休ませてあげよう。

「ぜえ……、ぜえ……。明日、絶対筋肉痛ですよ、こんなの……」

　最後にレナがよたよたと追いついた。階段を登り終えた瞬間膝にきたのか、転びそうになったのを咄嗟とつさに支える。

「あ、ありがとう……ございます……」

　息も絶え絶えな状況でちゃんとお礼が言えるの、偉いぞレナ。

「どういたしまして。それはそれとして、階段ダッシュ対決は俺の勝ちだったな。これで俺が一点リードか？」

「アレだけ運動したあとの終盤のゲームで、階段駆け上がらせるの、鬼かと思ったよね。なんなの？　お兄ちゃんは筋トレのサポーターかなにかなの？」

「……たしかに、これは勝負以前に、athleteのtraining menuかなにかでしたよ……」

　階段ダッシュがよほど堪えたらしい。俺へのヘイトが原因で、史穂とレナの意見が一致してしまっている。

　なんかこの間も、レナと露本さんが俺への不満で仲間意識芽生めばえさせてたよな。俺、嫌われてる？

　まあいいさ。俺のお兄ちゃん力をもってすれば、好感度の再獲得なんて思いのままだ。また今度家族サービスして回復するとしよう。

「ごめんごめん、ただ、ここからの光景を見ておきたくてさ。二人を連れてくるために、ゲームとか適当な言い訳しちゃったわけなのだよ」

「ここって……？」

「…………」

　首を傾かしげるレナと、俺の意図を理解している様子を見せる史穂。これから説明することを思えば、対照的なリアクションを取るのも当然か。

　俺が二人を連れてきたのは、森林公園の中にある展望エリアだった。森林公園のほぼ一帯を見渡せる高台となっており、高台の端には落下防止の壁と、備えつけられた有料の望遠鏡もある。百円で二分か三分か覗けるやつだ。子どもの頃、親にねだって見せてもらったなぁ。

　望遠鏡のそばまで近づき、壁に寄りかかる。この壁も、小さいころは父親に抱っこしてもらわないと風景が見えなかったのに、今ではこうして縁ふちに寄りかかれるくらいになった。我ながら大きくなったものだ。

「ここな、父さんが母さんにプロポーズしたところなんだとさ」

「っ……」

　レナが少しだけ身を強張らせる。俺の父さんと母さん。つまりは血の繋がったレナの実の親でもある。

「俺の父さんの仕事がなんなのか、知ってるっけか？」

「……tour conductorだと聞いています」

「そ、ツアーコンダクター。父さんがまだ若い頃、遠方からこの森林公園に来る人たちの案内をしてたんだとさ」

　国営の森林公園というだけあり、ただ遊ぶだけでなく、植生やら珍しい動植物やらがお目にかかれるため、遠くからはるばる調査に来る研究員とかもいるんだと、父さんから教わった。

　俺と史穂がセミ捕り対決してたときも、いい年した大人が俺らと同じくらい虫やら花やらに夢中になっていたが、あれも今思えば研究職の人たちだったのかもしれないな。

「それで、何度か旅行客をこの公園に連れてきているうちに、近くの宿泊施設で働いていた母さんと頻繁に顔を合わせるようになって、紆余曲折の果てに結婚したんだそうだ。毎年、耳にタコができるくらい聞かされて参っちゃうよ」

「毎年、ですか」

「ああ。そういった経緯で、できれば結婚記念日に、それが無理でも年に一回は家族でこの森林公園にきて、レストランでディナーを食べて帰るっていう家族ルールがあるんだ」

「…………」

　展望台から、眼下に広がる風景を眺める。夕方になり、西陽に染まった森林公園は、西陽のオレンジと木々の緑、そして伸びる影の黒のグラデーションが見事だった。今日はなんでもない週の日曜日だから人気はないが、いつも来る祝日とかでは、観光客やカップルでごった返している。

「まあ、さすがに結婚記念日に来れることはほとんどなくて、大体ゴールデンウィークとか、お盆とかの大型連休に来るんだけどな。その時期だと人が多いのなんの」

「……もしかして、golden weekのときに語っていた、家族四人で外出するeventというのは……」

「おお、よく覚えてたな。そう、この森林公園、ひいては展望台に来ることだよ」

　話の中で、レナがちらりと、史穂のほうを見た。史穂は階段に腰掛けて足をぷらぷらさせながら、無言で俺たちのやりとりに耳を傾かたむけている。

　史穂なりに思うところがあるだろうに、何も言わずに話を続けさせてくれている。やっぱり史穂はいい子に育ってくれた。

「だから、本当は両親二人ともいるときに、五人でここにきて、綾崎家へようこそレナ、みたいな展開にするつもりだったんだが……ま、事情が変わったからな」

「「…………」」

　史穂とレナが、気まずそうに顔を背けた。お互い自覚があるんならいいんだけどさ。

「改めて言っておくと。俺は史穂のことを本当の妹だと思ってるし、レナとは本当の家族になりたいと思ってる。血の繋がりとか関係ない。俺が、そうしたいんだ」

　史穂とレナが生まれた日、俺はお兄ちゃんになった。

　ずっと一緒に過ごしてきたのは史穂だったけど、血の繋がりがないと言われたからって、彼女の兄として過ごしてきた事実が失われるわけじゃない。俺はずっと、史穂の兄として生きてきたから、今、史穂の兄だって確信できてるんだ。

　それと同じように、レナとこれから一緒の時間を過ごしていきたい。血の繋がりではなく、過ごした時間を誇って、レナの家族、レナの兄だと言えるように。

「だから、俺は二人に仲直りしてほしいし、家族になってほしいと思ってる。けど、二人が本当に嫌だと言うのなら、無理強いはしたくない。どうかな？」

　二人に同時に問いかける。

　史穂もレナも、隣にいる相手を意図的に見ないようにしていた。けど、俺の言葉は届いたのだろう。気まずそうというか、もじもじとしている。

　傾かたむいていた夕日が、完全に沈んだ。一瞬にして、周囲が暗闇に染まる。

　二人が驚いたように、身を震わせる。けれど一いつ拍ぱく間をおいて、すぐに展望台に灯りが灯ともった。

　それが、何かの合図になったのか。それとも、緊張の糸が途切れたのか。

　ほどなくして、二人とも同時に苦笑し、肩をすくめた。

「レナ」

「史穂ちゃん」

　呼び声は全く同時。今日初めて、そして約一週間ぶりに、お互いに向かって声をかけた。

　一瞬、相手の言葉の続きを待つ沈黙が流れたが、すぐに史穂が口を開いた。

「さっきの階段ダッシュ対決はわたしのほうが速かったから、今はわたしのターンね！」

「……さっきraceは、史隆さんの勝ちだったのでは？　というか今までのgame、結局意味あったんですか？」

「はじめからここに直行して、今の話すればよかっただけじゃんな気はするね」

「まあ、私たちを疲労させて判断力を奪う意図はあったのかもしれませんが……」

「人聞きが悪いな。身体を動かすとスッキリするって言うだろ？」

「お兄ちゃんは黙ってて」

「ちょっと黙っててください」

　俺への呼びかけまで、まったく同時だった。ぐすん。

　でもいいのさ。これがお兄ちゃんの役割なんだから。

「……レナ。えっと、あのね……」

　気まずそうに後ろで腕を組みながら、史穂が言葉を紡つむごうとする。

　けれど、レナが史穂の前に手をかざして、言葉を遮った。

「史穂ちゃん。それは、一緒に言うということで」

「わかった。それじゃ、せーのっ」

「「ごめんなさい」」

　声を揃えて、二人がついに、その言葉を口にした。

　それから、お互いに顔を見合わせ、どちらからともなく笑い合う。

「あはっ、一度口に出しちゃうと、なんであんなことにこだわってたんだろうって気分になるね」

「ふふっ……。同感です」

　どうやら、二人とも無事仲直りできたらしい。よかった……。

「って、お兄ちゃん!?　泣いてるの!?」

「うう……っ。ふだりがながなおりしてくれでよがったよぅ……」

「うわぁ……。ちょっとキモいです」

　美しいものを見て、つい涙が止まらなくなってしまった。尊すぎて、もはやてぇてぇ……。

「ほらお兄ちゃん。涙拭いて。お鼻チーンして」

「ううう……。ズビッ……」

「泣き止んだ？　じゃあいつものディナーに行くよ。わたし、お腹すいちゃった」

　いつものディナーといっても、昼間も行ったレストランにもう一度行くだけなんだけどな。まあ、ランチメニューは終わってるから、ディナーと表現するのも間違いではないか。

　さて、涙拭いたハンカチをポケットにしまって、鼻かんだティッシュはあとで捨てるために反対側のポケットに入れて、っと。

「それじゃ行こうか。いつもどおりに。今回はレナも連れて、な」

「……はい。よろしくお願いします」

　やや気恥ずかしそうに、レナは頷いた。




　こうして一週間にも及んだ妹たちの喧嘩は、無事に幕を下ろしたのだった。










終章　兄たるもの










「というわけで、二人は無事仲直りして、めでたしめでたしというわけさ」

「それはよかった。一肌脱いだ甲斐があったよ」

　どれだけ過密な日曜日を過ごしても、月曜日は必ず訪れるわけで。

　今日も当たり前のように登校して、当たり前のように授業を受けて、昼休みに当たり前のように弁当を食べている。

　以前までと変わったことは二つ。

　一つは、一週間ぶりに史穂とレナが一緒に登校したこと。

　ここ数日この二人の絡みがなくて教室の空気が重かったみたいだし、今はきっと新鮮で軽やかな空気が流れているに違いない。

　そしてもう一つはというと。

「妹とホームステイの子が喧嘩して気まずいから、相談に乗ってくれって言われて色々アドバイスしたり手伝ったりしたけど、無事解決したなら私の努力も結ばれて嬉しいよ」

「小説冒頭で世界観説明するキャラばりに説明セリフ喋るやん、露本さん」

「女子高生というのはすべからくおしゃべり好きなものだよ、アヤタカ。嘘だと思うならクラス内を見渡してごらんよ」

　そう言うので、言われた通りに教室内を見渡すも、男女ともに興味のないふりをしながら俺と露本さんの会話を窺っているばかりで、言うほどおしゃべりしている女子高生はいなかった。

　もう一つの変わったことと言えば、これまで妹の相談をするときは教室を離れて話していたのに、今回は露本さんの提案で教室のど真ん中で報告させられたことだ。

「最近アヤタカと露本さんの距離が近かったのは、そういうことだったのか……。付き合ってたわけじゃなかったんだな……」

「いや、わからんぞ。そういう口実で接点作ってた可能性や、これを機に接点が増える可能性もある。そしてゆくゆくは、というパターンかも……」

「アヤタカぁ……！　このラノベ主人公がよぉ……！」

　いつもの男子三人組の会話。だから聞こえてるんだって。でもなんか、これがあると平凡な日常が帰ってきたって気がするな。

　実際、露本さんが教室内で話すよう提案してきたのも、解決の報告ついでにクラスメイトたちの誤解を清算しようということなのだろう。

　普段ならそこまで深読みはしないのだが、録音データをもらったときの露本さんのメンタリズムじみた会話術を見ると、どうしてもな……。

「じゃあ、これにて一件落着、ということでいいよね？　これからも何かあったら気軽に相談してね。同じ妹がいる者同士、力になるよ」

「それはありがたいけど……。やっぱ教室のど真ん中でするのはちょっと気が引けるかな。周囲に変な印象を与えても困るし」

「でも、アヤタカ、仮に私と史穂ちゃんが二人とも崖から落ちそうになってたら、史穂ちゃんを優先するでしょ？」

「うん。それはそう。申し訳ないけど」

「即答……」

　似たようなやり取り、前にもしたような。いや、このやりとりを教室でやるからこそ意味があるのか？

「まあ、だから、アヤタカが全てにおいて妹を優先するのは周知の事実だし、クラスのみんなもそこは理解してるだろうし、気にしなくていいんじゃないかな？」

　ポケットからスマホを取り出し、なにがしか操作を行いながら語る露本さん。そうかなぁ。さっきの男子達とか、俺と露本さんの関係疑ってたけどなぁ。まあ、彼が露本さんに気がある可能性はなきにしもあらずだけど。

　などと考えていると、スマホが鳴った。誰だろう。史穂か両親かな。ほかに連絡先ほとんど登録してないし。

『他人に聞かれたくない系の相談は、こっちでね？』

　顔を上げると、スマホを振りながら微笑んでいる露本さんと目が合った。

　……まいった。俺は露本さんには頭が上がらなさそうだ。
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　放課後。

　ちょいと職員室に書類を届ける用事があったので、それを済ませてから帰路に就く。やれやれ。早く帰って妹を愛でるという用事を済ませたいぜ。

「あれ？　お兄ちゃんじゃん」

「おや、史穂」

　帰りの駅の前で、偶然鉢はち合わせた。これは、妹を愛でたいと思っていたのが以心伝心したか？

「どうした？　俺と一緒に帰りたくて待っててくれたのか？」

「きも〜。そんなわけないじゃん。掃除終わったらこれくらいの時間だっただけだよ。あ、今キモい発言したからわたしは違う車両に移らせてもらいま〜す」

「ええ〜。お兄ちゃん昨日まであんだけ頑張ってたんだし、ちょっとくらいご褒美あってもいいじゃんよ〜」

「うわぁ、それを言われると反論できないじゃんよ〜」

　などとくだらんやりとりをしつつ、やってきた電車に搭乗。口ではああ言いつつも、ちゃんと隣に乗ってくれた。史穂ちゃんやさしい。

「……レナは先に帰ったのか？」

「うん。掃除は別の班だから」

「そっか」

　と話していると、突然史穂が肩からぶつかってきた。車内での乱暴行為はおやめください。

「またそうやってレナレナレナレナってさぁ〜。史穂ちゃんまたスネるよ？　ヘラるよ？」

「ごめんて。しょうがないじゃん、家族なんだし」

「ぶーぶー」

　今度は頭突きがきた。地味に痛い。

　そんな頭突きが三ヒットほどしたあと。

「……なんてね。わかってるって」

　頭突きの代わりに、史穂が俺の肩に頭を預けてきた。

「……お兄ちゃんも大変だね。こんなめんどくさい妹を二人も面倒見ないといけないなんて」

「なあに、昔から言うだろう？　手の掛かる子ほど可愛いって」

「そこはウソでも『全然平気だよ』とか言ってほしかったな〜」

「こらこら。自分が手が掛からないかどうか、胸に手を当てて考えてみなさい」

「やーだよー」

　俺の肩に頭を預けたまま、史穂は楽しそうに微笑む。それだけで、これまでの苦労が全て報われたような充足感を覚えた。

　頑張った甲斐があったというものだ。この笑顔があるだけで、俺はなんだってできるのだから。

「とんでもない秘密を教えてあげよう、史穂」

「え、その前フリは絶対ろくでもないやつだよ？」

「まあ聞きんしゃい。……お兄ちゃんっていうのはな、妹がいないとお兄ちゃんになれないんだ」

　血の繋がりとか取り違えとか、そんなことは全部どうでもいい。

　俺は、君が俺の妹でよかったと思ってるよ。史穂。

「……当たり前じゃん。なにそれ」

　呆れたように笑いながらも、電車を降りるまで、史穂はずっと俺に寄り添っていた。




　　　　　◇◇◇




　夕飯の買い出しがあると言って、史穂とは駅前で別れた。

　一緒についていこうとしたが、「それよりも食卓の準備とかしてくれてたほうが助かるかも」と言われたらぐうの音も出ない。もっと一緒にいたかったんだがなぁ。くすん。

　まあ、気を取り直して。

「ただいまー」

　玄関を開け、勢いよく挨拶する。史穂情報によると、レナは先に帰っているはずだが。

「……おかえり、なさい……」

　リビングのほうから、蚊の鳴くようなか細い声が聞こえた。レナの声で間違いないようだが……。

「……レナー？」

　リビングまで向かうと、レナがソファに横になっていた。制服から着替えてすらいない。急な体調不良とかだと大変だ。

「全身が……痛いです……」

「大丈夫か!?　救急車呼ぶか!?　身体が痛いとなると季節外れのインフルエンザとかの可能性もあるが、なんか未知の病気かも……！」

　とりあえずスマホで一一九を押す準備をする。この間コンマ秒未満。妹の緊急事態だ。相対性理論くらいなら無視できる。

　と、電話する構えを取ろうとすると、レナがふらふらと片手を上げた。

「ご心配なく……。ただの全身筋肉痛ですので……」

「おお、そうか……。それならよかった」

　お騒がせな……。まあ、何もないのが一番だ。

「というか、史隆さんも史穂ちゃんもあれだけ動き回ってなんで平気そうにしてるんですか……。physical monsterすぎませんか……」

「前にも言ったかもしれんが、妹の前で無様を晒すわけにもいかないからな」

　まあ俺も、流石にちょっと倦怠けんたい感があるけどな。今日はゆっくりお風呂に浸かろう。

「とりあえず、史穂になにかアミノ酸多めな食べ物……いやもう栄養ドリンク直接飲んだほうが早いか。買ってくるよう連絡しておくよ」

「痛み入ります……」

　いつもの気を張った態度はどこへやら、ふにゃふにゃな返事を返してくるレナ。まあ、それだけ気を許してくれたということだろう。

「湿布とか貼らなくて大丈夫か？　喉乾いてないか？　飲み物持ってこようか？　一人で飲めるか？」

「別に病気というわけではないので、そこまで手厚くfollowしてもらわなくても大丈夫です……。ご存知の通り、学校までは普通に行けたので。家に着いたら気が抜けてしまいましたけど……」

「たしかに今朝はそこまで苦しそうにはしてなかったな」

「登校しなければという意識のほうが先立ってましたね、そのときは。でももう帰宅したので、少し怠なまけさせてください……」

「ああ。好きなだけだらだらしなよ。ここは君の家なんだから」

「…………」

　俺がそう言うと、レナは黙って寝返りを打った。やっぱり、まだこういう言い方には遠慮があるのだろうか。我が家を帰る場所だと思ってはくれてるみたいなんだけどな。

　さておき、レナは大丈夫そうだから、一旦制服から着替えるか。

「俺は着替えてくるけど、レナも制服のままあんまりごろごろしちゃいかんぞ？　シワがついちゃうから」

「そうですね。頭では理解しているんですが……」

　そう言って、のろのろと上半身を起こすレナ。だが、立ち上がるまでには至らないらしい。

　ま、頭ではわかっていても気持ちがついてこないこととかあるもんな。こればっかりは仕方ない。ちょいと待つか。

　自室でさくっと着替えてリビングに戻る。史穂に食卓の準備をしておいてくれって言われたけど、テーブルの上は片付いてるし、食器を並べる前に軽く拭けば問題なさそうだな。

　さて、史穂が帰るまで何をして待っていようか。

「ふんっ……！」

　レナは、気合いを入れた。

　しかし、なにも起こらなかった。

　立ちあがろうとしたっぽいが、失敗に終わったらしい。ソファに座ったままだ。

「……俺が抱っこして部屋まで運ぼうか？」

「それはちょっとキモいので遠慮しておきます」

　なんかさっき、史穂にもキモいって言われた気がする。喧嘩の仲裁頑張がんばったのにこの仕打ち。ぐすん。

　まあいいさ。一度や二度の喧嘩なんて、きっと本来はなんてことのないイベントにすぎないんだ。

　喧嘩したり、傷つけあったり、意見がぶつかったり。でも最後は許し合って、これまで通りの関係に戻る。

　それが、家族ってものだと、俺は思うから。

「……史隆さん」

「なんだい？　やっぱり運んでいったほうがいい？」

「いえ、そうではなく」

　ソファに座ったまま、レナは自分の隣のスペースを手で示した。

「どうぞ」

「え？　あ、どうも」

　レナに促されるまま、隣り合わせにソファに座る。

「それで、これからどうすれば？」

「あー、えっと、ですね……」

　顔を背け、何かを躊躇するような煮え切らない様子を見せるレナ。

　なにかを伝えたいようだが、なんだろう。

　レナはその後もしばらく躊躇ためらっていたが、腹をくくったのか、恥ずかしそうな顔をしてこちらに振り返り、言った。

「——ありがとう、お兄さん」
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　初めまして。マキグサと申します。

　本作が私の初めての刊行作品となります。

　そして実は生まれて初めてラブコメにチャレンジしてみました。初めて尽くしでめでたいですね。初物をありがたがるシーズンはとっくに過ぎて、この本が皆様のもとに届くのは最速でも二月なのですが。おや、偶然如月ですね。

　先ほど申し上げましたとおり、本作は私が人生で初めて執筆したラブコメになります。当初のプロットでは「大変！　ある日とつぜん、妹が二人になっちゃった！　タイプの違う二人の妹に迫られて、俺の青春、これから一体どうなっちゃうの〜!?」みたいな内容にするはずだったのですが……。あれ？

　はたしてこれはラブコメなのか、そもそもラブコメとはなんなのか、我々はどこからきたのか、我々は何者か、我々はどこへ行くのか……などと悩みつつ、まあもう書き始めちゃったものはしゃーないからそういう小難しいことは書き終えてから考えようと、全てを後回しにしてとりあえず脱稿し、販売用の入稿原稿の形にしていただき、可愛らしいイラストまでつけていただいて……。こうしてあとがきを書いている今、確信をもって一つの結論に辿り着けました。

　うちのヒロインたちはこんなに可愛い姿で世に出た。それが全てで、ラブコメかどうかとかどうでもいいじゃないかと。

　実際、「このヒロインたち、俺の〝癖〟には刺さるけど、はたして読者は可愛いと思ってくれるのか？　こいつら揃って結構めんどくさいぞ？」と執筆中は悩んだものですが、そのめんどくささを受け入れる史隆ふみたかの包容力というか、お兄ちゃん力のおかげでなんとかなったんじゃないかと思います。

　……史隆が朴念仁だから、釣り合いを取るためにヒロインズもめんどくさくなったんじゃないか？　とも思わないでもないですが、それはそれ。

　つまり何が言いたいのかというと、書いていて楽しかった、ということです。初めてのラブコメチャレンジは大成功でした。




　さて、ここからは謝辞に入らせていただきます。

　まずは編集部の皆様。ご縁がありましてこうして執筆の機会をいただき、誠にありがとうございます。私が『マキグサ』となれたのも、皆様のおかげです。

　次に、担当編集のＭ様。ご多忙な中、様々な形でサポートしていただき、心からお礼申し上げます。もうほんと多忙そうで、ちゃんと寝れているのか心配です……。

　そして、本作のキャラデザインとイラストを担当していただいたねこじし先生。色鮮やかで幻想的なタッチで、登場人物たちを彩ってくださりました。本作のいただいた絵はすべて、一生の宝物にします。というかすでにスマホの壁紙にしています。

　最後に、今この文章を読んでくださっている、読者の皆様にも、改めてお礼申し上げます。

　史隆も史穂しほもレナもみどりも、彼らの両親やモブキャラに至るまで、読者の皆様が物語を「観測」することで、初めて意味が生まれます。

　本書を手に取ってくれて、彼らに意味を与えてくれて、本当にありがとう。




　それでは、またご縁があれば、次の物語でお会いしましょう。




　二〇二五年二月吉日

マキグサ
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